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技術の進歩特集
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天神MMビル(愛称IMS)納入昇降機設備

福岡市の商業中心辻也・天神に華やかにオープンした情報発信型商業

ビル「天神MMビル(愛称IMS)」。ビル内部の巨大な吹抜空間には,

多彩なビル内部の照明光を映しながら昇降する幻想的な展望用エレ

ベーターや,優雅な曲線をもったスパイラルエスカレーターなどが

設置され,九州を代表する昇降機設備になっている。 ＼
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9.3 家電・住設機器

'ノ

9.

(表3)

...................................................

ネ士外技1ホ1表早づ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 101

^^

61

C

シ
建

一
、

1
2
5
8
0

2
 
2
 
2
 
2
 
3

3
 
4
 
6

3
 
3
 
3

1
 
2
 
3
 
6
 
9
 
2
 
4

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
5

2
 
3
 
5
 
7
 
0

6
 
6
 
6
 
6
 
7

5
 
5
6
 
羽
"
 
5

3
 
4
 
9
 
0

フ
フ
 
7
 
8

3
 
4
 
5
 
7
 
8

8
 
8
 
8
 
8
 
8

9
 
0
 
3

8
 
9
 
9

5
 
6
 
7
 
フ

9
 
9
 
9
 
9



巻頭

取締役副社長

技術本部長・開発本部長

岡久雄工学博士

謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

昨年の日本経済は,多少先行きの不安が懸念されていま

したが,民問消費,設備投資などの堅調な内需を背景に産

業界の絶えざる合理化,体質改善努力により息の長い好況

を維持してきました。この結果,国際的にも経済面での地

位を強固なものとし,ますます重要な役割が期待されるよ

うになりました。

我が国の電機産業は,常に進歩する技術開発力に裏付け

された多様な製品の提供による快適な生活の創造と,自ら

も高い成長を続けて経済発展の原動力となることにより,

健全にして豊かな社会の形成に貢献しています。今後も引

き続き,21世紀を支える技術革新ヘの挑戦をして技術の先

進性と企業の活力を維持し,国際社会ヘの貢献度を一層高

めていくことが課題であります。

ソ社では,このような情勢に積極的に対処し,より一層

事業経営の基盤を強め,社会ヘの貢献を成し得る企業とし

て成長を続けるために,常に技術開発力の強化を図ってま

いりました

昨年は,12の研究所と事業分野の技術部門との密接な連

携のもとに情報・通信,半導体技術を始め,電力・エネル

ギー,家庭電器,交通,宇宙,新材料・デバイスなど広範

な分野にわたる技術開発に努力し,多大の成果を挙げてま

いりました。

研究分野では,先端技術の追求と,技術の総合化の両面

から研究開発を展開しました。材料・デバイス開発では,

新しいプロセス装置の開発・導入による成果が得られ,情

報機器では,並列処理,人工知能などの情報処理技術が進

歩し,レーダ信号の精度を向上させるフィルタなども開発

されました。エネルギー機器では,燃半斗電池,大出カエキ

シマレーザなどの将来機器の開発を進めるとともに,現製

品設計の基本的再検討にも注力いたしました。

電力・エネルギー分野では,電力供給の安定化,効率化,

経済性,運用の最適化,電源の多様化ヘの要望に対応した

発電・変電・配電の各機器の開発,製品化を進めました。

特に各分野の計装制御装置はA1技術の応用とあいまって全

ディジタル化制御技術の積極的導入を図り,製品化されま

した。変電機器では,総合的な絶縁技術による機器の縮小

化に多くの成果があり,世界最大規模の機器構成となった

変電所の完成をみました。

産業用システム・機器の分野では,システムのトータル

化に向けて,新しい概念の統合化制御システムの開発やシ

ステムコンポーネントの高機能・高性能化を図り,フレキ

シブルな統合化制御システムの構築と保守・診断向けの工

キスハートシステムやファジイ制御などの組み込みを進め

ました。計測器類では,高精度のインテリジェント機器の

開発,汎用電機品では,小形化による省スペース化や経済

性の一層の向上を図りました。

宇宙開発の分野では,昨年民間商用通信衛星スーパーバ

ド及びJCSATが打ち上げられ,当社は各種衛星用機材,

管制局,各種地球局を製作し現在実用に供されています。

また,2年後に打上げを予定されている地球資源衛星1号

及ぴ将来の本格的宇宙環境利用のための実験機として,平

成5年度に打上げを目指している宇宙実験・観測フリーフ

ライヤの開発も着実に進めています。

情報・通信の分野では,前年に引き続き THINK &

UNK(顧客二ーズから発想する情報と通イロの融合)^を

旗印に,戦略情報システムを構築するためのコンピュータ

及びネットワーク機器を各種開発しましたまた通信分野

ではシステムコードレス電。舌 MELWAVE の開発により,

無線と有線の融合という新しいコンセプトと製品を創り出

しました。コンヒュータ分野では,りレーショナルデータ

ベースプロセッサGRE0が特筆されます。

半導体・電子デバイスの分野では,大容量化・高速化す

る情報処理及び伝送システムのキーデバイスであるVLSI,

パワーデバイス,光素子,ディスプレイ管等について,鋭

意開発を進めてまいりました。特に,4M DRAM,多様

化する用途に対応した機能を持つ IM DRAM群,32ビッ

トマイコン及びディスフレイモニタ用26型CRT などを開

発し,システムの高性能化,高機能化に寄与するよう努め

ております。

建築関連設備の分野では,インドアオープンの展望用工

レベーター,フロン規制をクリアできる新しい冷凍・空調

機器,新光源を使用した照明器具,インテリジェントビル

システムとビル群管理システムなど,高級化,多様化する

要求に対応できる幅広い製品を開発しました。

交通の分野では,りニアモータ電車用各種電機品,自動

列車運転装置,半導体圧カセンサを適用した自動車エンジ

ン制御装置など,電気鉄道や自動車のための多様な研究開

発を積極的に進め,新しい交通システムの実現と安全性,

サービスの向上に大いに貢献してまいりました。

家電関連機器分野では,ディジタル信号・画像処理技術

を結集して色再現性の良いプロジェクションテレビなどの

大画面,高画質及び高音質を追求しました。室内の快適性

向上のため,ツインフローエアコンに新気流,温湿感自動

コントロール,空気清浄機能を搭載するなど空気の質と制

御に関する技術の開発に注力しました。

本年の経済の見通しは,米国の景気後退,円安,労働力

不足,消費税導入による物価上昇,政局の不安定などを要

因として不透明な面があり予断は許されませんが,いかな

る状況の変化にも対応して安定成長を維持し国際的役割を

果たすべき我が国の責任はますます重くなっています。技

術開発の重要性も一層増加し,技術大国としての充実を図

るためにも,各企業では売上げに対する開発費の比率増加

の努力を続けています。当社も更に技術力を高め,国際企

業としての地位を強化し社会に貢献を続けたいと念願して

おりますので,本年も一層の御支援と御協力をお願い申し

上げます。
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住J ビノクス

ト多兀ICB装置による高品超電導薄膜の形成

高温超電導デバイス開発を進めるためには,高臨界電流

密度を持つ薄膜を,低温で大面積にわたり均に安定して

形成する技術が不可欠である。

このためには,高臨界電流密度を得るための兀素組成比

の高精度制御,低基板温度での結晶化と酸化促進,及び大

面積基板にわたり均一に蒸着する技術が必要であり,これ

らの実現を目指してオゾナイザ付加多元ICB (クラスタイ

オンビーム)装置を開発した(写真)。

この装置の特長は次のとおりである。①高温超電導体を

構成する金属元素の発生量と,その結晶化に必要な運動工

ネルギーとを独立に制御できるの無声放電式オゾナイザ

で発生させた高濃度オゾンにより膜の特性向上のキーポイ

ントとなる酸化促進を,低温で行うことができる@クラ

スタイオン源及びオゾナイザの適正な構造と配置により,

大面積にわたり均質な薄膜を形成できる。

この装置を用い,液体窒素温度77Kで臨界電流密度100万

A cm2以上を持つ高品質なY系高温超電導薄膜を,直径

70mmの大面積にわたり650゜Cの低温で,蒸着後の熱処理を

加えることなく形成することに成功した。

高品質の薄膜が低温かつ大面積に形成されたことにより,

デバイス化ヘの確実な歩が踏み出されたと考えられる

口 研究

ト大規模並列プロセノサCAP

大規模な画像処理や数値処理を高速に行うことを目的と

した大規模並列処理方式の超高速プロセッサCAP(ce11Ular

Array processor)の研究開発を1丁った。 CAPは,4,096台
の演算器を同時に動作させることができ,最高時には1秒

間に200億回の演算(8 ビット加算)が可能であり,この性

能は現在のスーハコンピュータに匹敵する。 CAPでは,目

的を絞った専用化と全面的LS1化により,ミニコンヒュータ

並みの体積と通常の空冷設備でこの性能を実現した

成果の部はすでに製品化され,これまでのコンヒュー

夕では処理しきれなかった高速レーダ信号処理や衛星画像

処理などの分野で応用されている。また, CAPで開発し

た超並列処理技術は,従来の数値計算主体のスーハコンピ

ユータに替わる新しい世代の超高速コンピュータ技術とし

て注目されており,今後大規模シミュレータ,高速文書検

索,ニューラルネット応用などの様々な分野での利用が期

待されている。

さらに, CAPでは,シリコン素子にかわる新しい高速素

子であるガリウム・ヒ素の16Kビットメモリ(当社LS1研

究所で開発)を部分的に使用し,ガリウム・ヒ素実用化ヘ向

け大きく前進した。
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大規模並列フロセッサ
C A P

オゾナイザ付加多元 ICB装

なお,この研究は通商産業省工業技術院大型フロジェク

トの一環として,新エネルギー産業技術総合開発機構(N

EDO)から委託を受けて実施しているものである。



ト Adapt ve MTI

レーダでは,目標からの反射エコー以外に,背景となっ

ている地面や雨,雲などからの不要な反身寸エコー(クラッ

タ)も同時に受信されるため,これらを抑圧して目標から

の反射エコーだけを抽出するためのフィルタが必要である

地面のように静止した背景からの反射エコー(静止クラ

ツタ)を抑圧するフィルタ, MTI (Moving Targetlndi・

Cators)は,既に開発され実用化に至っているまた,雨・

雲のように移動する背景からの反射エコー(移動クラッタ)

を抑圧するフィルタは,

一部で実用化されてぃ

るが,その操作は手動

によるもので,オヘレ

ータの熟練度によると

ころが多かった今回,

移動クラッタを自動的

に抑圧する適応フィル

タ, AMTI(Adaptive

Moving Target lndi・

Cators)を開発した。

レーダ

このAMT1は,適応フィルタを縦続に多段接続すること

より,ドップラ周波数が未知である複数の移動クラッタ

を同時に抑圧でき

る。また,目標かづ,ラ・ ソタ'

らの反身寸エコーと
振幅

移動クラッタとの

空間的なエネルキ

一分布が違うこと

方a を利用して,目標

メ からの反身寸エコー

^矩離 は抑圧しないよう

に構成されている。
目キ票

実レーダ信号を

用いた実験により,

20dB程度の移動ク

ラッタ抑圧性能か

得られることを確

。忍した

雨・雲

画向
ト大出カエキノマレーザ

フ、プコ之支チ杉

＼＼＼

通商産業省の大形プロジェクト超先端加エシステム

に参画し,中間目標として平均出力50OW(平成2年度),最

終目標として平均出力2kw(平成5年度)の世界最大出力

のエキシマレーザの開発を目指している。

写真は50OW出力を目指した高繰り返し大出カエキシマレ

ーザ実験装置の外観であるこの装置で繰り返し発振試験

や改造・改良を行い,パルスエネルギー 1J を50OHZで繰

り返すことにより,平成2年度に平均出力50OWの技術開発

を完了する計画である。図は,この実験

装置の放電部及びそれにエネルギーを供

給する電気回路系を示す。
maX 60kv DC

大出力化の核となる技術として,放電

励起には当社独自の沿面コロナ予備電離

放電方式を,電気回路には放電開始用と

エネルギー注入用とに機能分離されたプ サイワトロン

スイッチ

リハルス/PFN (pulse Forming Net・

Work)回路方式を採用し,昭和62年度か

らこの放電励起方式のコンセプトを単パ

ルスで実証する技術開発を上記装置の試

作と並行して進めてきた。この結果,単

,ソレス発振では最大,ソレスエネルギー

チャン形

電極

目標
^

リパルス回路

b 高繰り返し大出カエキシマレーサの放励起回路

a Adaptive MT1の機能

TT、
PFN回路

壮ニプJ 之支ヲ形

PFN充電用コンテンサ

沿面コロナ

電酢

放冨部

b 実験結果の一例

1.09J を実現し,

この方式の有効性

を実。正するととも

に,中間目標のハ

ルスエネルギー1

J,繰り返し50OHZ

の発振ヘの見通し

を得た

フりパルス用

充電コンデンサ

mヨX 30kv DC

昌

ゞ

サイラトロン

スイッチ

PFN回路

可飽和りアクトル

禽

a)高繰り返し大出カエキシマレーザ装置

放電

主________j t____」[______________1

リハルス

コンデンサ

PFN用磁気飽和
スイッチ

開孔電極

誘電体

補助電桓

主赦電(レーザ光は紙面に垂直方向)

一
一



1、ビノクス

ト厚子力汎用ディジタル計装制御システム《MEι丁AC・Cシリーズ》

MELTAC・Cシリーズは,原子力発電所向け主要計装

制御システムの設。十思想をべースに,高信頼性・高機能性・

高保守性を達成するとともに,経済性を追求したシリーズ

である。

最先端の32ビットマイクロプロセッサ技術と,情報処理

技術,マンマシン技術を駆使し,水平協調分散制御による

(電気)信十装)(計算機)の統合化を実現した汎用総合ディ

口 電力工才ルキー

^

ジタル計装制御システムである。

マンマシンインタフェース部であるオペレーターズステ

ーションは,20インチ高密度CRT (1,280×1,024)による

タッチオペレーション機能,高速画面応答,マルチウイン

ドウ機能,スムージングスクロール機能等を標準装備し,

高いマンマシン性を実現している。

また,制御ステーションは,システムの信頼度要求によ

りCPU, PI0の二重化構成が可能であり,

万一故障が発生した場合には,カード単位

まで同定できる豊富な自己診断機能を備え,

その故障内容をプラズマディスプレイに表

示することにより, MTTR (修復時間)30

分を実現している。アプリケーションプロ

グラムは可視化し,高級言語POLによりCR

T画面上で,ブロック図,インタロック線

図を書く感覚で容易に作成できるとともに,

制御の進行状態をカラー表尓によりオンラ

インモニタできる特長を持っている。
^

MELTAC・Cシリーズ

ト関西電力株南港人力発電所納め水令却夕ービン発電機

火力発電プラント向け大容量夕ービン発電機は,重要電

源として位置付けられるとともに多様な運用を強いられる

ため,高い信頼性と高性能が要求される。この要求を満た

すものとして,このたび,関西電力觸南港火力発電所納め

1号670MVA夕ービン発電機を製作し,工場試験において

その高い信頼性とともに飛躍的な性能向上を確認した。発

電機は現在据付け中であり,その特長は次のとおりである。

①当社の2極発電機では初めて,固定子コイルに水冷却

方式を採用した。これに併せて,回転子コイルにはPressu・

rized GaP冷却(PG冷去のを採用することにより,冷却用ブ

ロワを小型化し,大幅な風損低減を図った。

②大容量水冷却機では,冷却性能の向上に伴う固定子コ

イルの小断面化と作用電磁力の増大のため,固定子コイル

端部支持強化が重要な技術項目となる。2極1,00OMW級実

物大モデルによって検証済みである当社独自の大型レジン

コーン,セグメントプレート,絶縁ボルトによる固定子コ

イル端部一体化構造を採用し,信頼性の向上・強化を図っ

た。

③機械損失及び電気損失の低減により高性能化を図った。

固定子水冷却・回転子PG冷却の組合せ,ν3スケールモデ

ルにより検証済みの回転子ウエッジ通風路形状の最適化,

軸受形状・寸法の最適化,中空・中実素線組合せ,固定子

コイルと固定子端部構造体の形状・寸法の最適化等の諸策

を適用した。出荷前の総合組立電気試験において,規約効

率99%以上(60OMWにおいて)との客先仕様を十分に満足

していることを確認した。

④ 2軸受超速応MARKⅢ型ブラシレス励磁機を採用した。

'偽

1門

曳少一

関西電力棟南港火力発電所 1号670MVA水冷却夕ービン発電機

^
1'

^..^
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戸一^
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ト関西電力株基幹矛統袷電所向け給電指令ノステムの完成

主.コンピュータ 2台,前処理コンヒュータ 2台及び訓練

用コンピュータ 1台(いずれも MELCOM 350・釦)に,

東西2系統給電指令所機能,中央給電指令所バックァップ

機能及び給電訓練機能を合わせ持つ複合大規模給電自動化

システムを納入した。

このシステムには,水系の監視・運用。十算を含む通常の

系統監視・運用制御・記録業務に加えて,翌日分系統構成

の自動作成,予想潮流計算,系統切替ガイド(投入する遮

.

断器の位相差及び投入時のループ横流)の表示,事故情報

の編集監視並びに事故速報の自動作成,現場エキスパート

のノウハウをアルゴリズム化した系統切替え・作業停電等

平常時操作手順表の自動作成などの諸機能のほか,給電用

実系統データベースと訓練用データベースの一元管理方式

の採用により,二重系で運転中でも可能なオンラインデー

タメンテナンス機能が与えられている。また,人間工学的

側面からのトータルデザインコンセフトにより,操作性・

居住性を重視したざん新な

デザインの指令室,高精細

大形70インチプロジェクタ

8台から構成される高速可

変系統盤(中給・東給・西

給の各系統を表示)による

臨場感あふれる司塒東室が提

供されている

_ノ 窯》

ト関西電力株大飯厚子力発電所向け"okvGISの増設

関西電力側大飯原子力発電所に,肪okVガス絶縁開閉装

置(GIS)の既設主母線を複母線化するとともに,3 4号機

用GISを増設した。既設1 2号機用GISは,昭和51年世界

初の550kv FUⅡ GISとして全6ユニット構成で建設された

が,母線形態は当初単母線であったが将来の増設性を考慮

した構成であった。

今般,3 4号機用GISの全8ユニットの増設に伴い,系

統信頼度の向上策として複母線化を図り,二重母線4プス

タイ方式(母線連絡方式)が採用された。この結果,大飯

原子力P S納め弱okv GISは,既設を含め全14ユニットの

世界最大規模の装置となった。

構成機器は,実績のある1 2号機用GISの基本部品で構

成されているが,機器要素として二点切遮断器・酸化亜鉛

形避雷器・改良バッファ形母線切換用断路器など,高信頼

度化と縮小化を図った最新機器を適用し,既設配置より更

に縮小化した合理的な配置となっている。

方,工事は原子力発電所用機器という重要性にかんか

み,発電所の運転工程を優先し定期点検期間を活用して実

施したまた,運転中の機器ヘ支障を与えないよう万全の

基幹系統給電所

安全対策と品質管理を強化して,複母線化を先行した上で,

3 4号機用GISの増設工事を無事完了することができた。

この増設工事で得た技術は,今後の大容量発・変電所向け

機器の工事に大いに寄与するものと考える

^""で藍ン
司ミ.、卿

寺

関西電力掬大飯発電所550kv GIS据付け状況
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1、ビノクス

トノステムソリューションを多彩に展開する
三菱統合制御システム《MELTAS》

MELTAS は,電気制御E ・,十装制御 1・。十算機制御C

をビルディングブロック方式で結合することにより,上場

全体としての最適生産システムを,対象・規模に応じてフ

レキシブルに構築できる新しい概念の制御システムである

最近の制御システムは,従来の単なる生産設備の自動化・

省力化から更に一歩進んだ短納期化・多品種適重生産・局

付加価値生産などを目的とした,工場全体としての効率的

生産・高品質生産を実現するためのシステムが強く求めら

れており, MELTAS は下記の特長により,このような二

ーズにこたえたものである。

1 各ステーションのハードウェアの構造を極力統一し,

口 産業用ノス丁厶機器

基本ソフトウェアを一元化するシングルアーキテクチャ思

想に基づき,操作性・保守性・拡張性を向上させている

2 32ビットMP U とりアルタイム0 Sの採用により,高

速性を実現している

3 従来E IC個別のマンマシンインタフェースで行って

いたプラントの状況把握・操作をウインドウやタッチ操作

機能を備えたオヘレータステーションにより,統合化操作

環境として実現している。

4 最大64ステーションまで接続できる10MbpS 1 チャネ

ルの伝送路を最大4チャネルまで拡張でき,システム規模

に応じたコストハフォーマンスの高いネットワークカ井蒜築

できる。

トサーマルイメージャ旧 5120C

a 三菱統合制御システム MELTAS

ー'選ン、'」^

サーマルイメージャ1R-5120Cは,3~5μm帯の赤夕絲泉を

利用した熱画像撮像装置である。この装置は,被写体が放

射している微小な赤外線を高精細でりアルタイムにとらえ,

被写体表面内の温度差力氾.而゜Cあれぱ判別可能な熱分布画

像を,通常のテレビ画像と同品位で表示させることができ

る IR・5120Cは前のモデルに比ベ,性能向上のうぇ,小型

軽重化し,プロ用ハンディカメラと同様に使用でき,しか

も低価格化した取新モデルである

技術面では,26万画素の赤外線固体撮像素子と小型・長

寿命のスターリングサイクルクーラーの開発が高性能のサ

ーマルイメージャを実現させている。従来のこの種の装置

には,この装置のような電子走査の撮像系でなく,点素子

と可動ミラーの組合せが使用され,雑音抑制のため撮像素

子を約一20OCに冷却するクーラーにはガス等を消耗しない

スターリングサイクルクーラーでなく,液体窒素あるいは高

圧ガスを消耗する方式が使用されており,このサーマルイ

メージャが持つ取先端技術との相異が明らかである

b オヘレータステーション統合化操作環境

ウインドウ表示伊D

.冒.

..

^

閑村i^'

サーマルイメージャ1R-5120C

゛Tユ耻コ.

既にこの装置は,各分野で利用され好評を博しているが,

特に被写体が放射する赤外線をとらえ撮像するので,暗や

みでも良好な画像が得られ,監視用としての応用,動物の

夜間生態観測のほか,熱観測分野の化学プラントの異常発

熱部分の検出,工業計測,医療応用などへの利用が期待さ

れている

,
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ト FAコノト回ーラ《MELSEC LM7000》

いま生産現場では, FA化・CIM化が急速に進展し,その

キーコンポーネントであるFAコントローラやプログラマブ

ルコントローラは,ますます高機能化・高性能化しつつあ

るまた,生産全体にかかわる各種の情報を制御・管理す

Ⅲ1Ⅲ1 11

るためのシステムの階層化を容易かつ経済的に実現できる

ことも求められている FAコントローラ MELSEC-LM

700のは,こうした二ーズにこたえるべく ,

山パソコンライクな操作性・ネ尉斉性・汎用性

②高容量データ処理

③耐環境性・高信頼性

④システム構成の柔軟性と発展性

の実現を目指し,32ビットCPUにマルチタスク0Sを搭載し,

幅広い通信機能とより高度な MELSECシリーズとの親

和性を実現するため各種のオプションボードを製品化した

また, LM7000はデスクトップタイプとして, HD及びFD

各1台付きを, HD無しでFD2台付きの2機種と,ハネル

インタイプとして,内蔵のシーケンサポードに《MELSEC

NET のりンクボード無しと,有りの場合のその使用媒体

(光又は同軸ケーブル)の違いによる3機種の計5機種をシ

リーズ化した。さらに,ソフトウェアパッケージとしてモ

ニタリング機能,ハソコン機能, GPP機能の3機能を搭載

した

ト650om替水調査船向け油漬イノハータ

邑

潜水調査船用インバータとしては"しんかい2000"用イ

ンバータがあるが,これは耐圧容器3台に収納した耐圧方

式であった。しかし,"しん力北略500"用インバータを耐圧

方式とすると耐圧強度を増加させるために,容器及び浮力

材等の重量が増加して約3倍の重量となり,潜水調査船の

運航性能に多大な影響を与えることになるそこで,イン

バータ主回路部の部品をすべて油せき(漬)均圧化又は耐圧

化し,深度6,50omの高圧下で作動でき

るようにしたものを油漬均圧容器1台

に収納した均圧方式としたまた,イ

ンバータ制御部を耐圧球1台に収納し

た耐圧方式とし,"し人かい2000"と同

等の重量,体積であるインバータを開

発し"しんかい6500"用インバータと

して納入した

インバータ主回路部は用途ごとにユ

ニット化されており,写真は垂直スラ

スタ用インバータ主回路ユニットを示

し,ほかに主推進用,水平スラスタ用,

油圧ポンプ用,海水ポンプ用及び通信

用と計6台のインバータ主回路ユニット

を油漬均圧容器に収納し構成している。

MELSEC-LM7000

三ず"1

イ

また,インバータ制御部も主回路部に合わせて用途ごと

に構成されており,主回路部6台分の制御回路を写真に尓

す耐圧球に収納し構成している

なお,このインバータを搭載した"しんかい6500"は,

平成兀年4月初めに初潜航を実施して以来,同年8月Ⅱ日

には宮城県沖の日本海溝で水深6,527mの世界。己録を達成し,

無事試験潜航を終了した

堰^

リ

均圧形インバータ主回路ユニット及ひ制御耐圧珠

4
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ト地球資源衛星1号(ERS I)

地球資源衛星 1号(ERS・1)は,合成開ロレーダと光学

センサで地球の全陸域を観測して地球資源観測総合システ

ムの確立を図り,世界中の資源情報を効率的にかつ経済的

に収集することを主目的に,また国士調査・農林・漁業・

環境保全・防災・沿岸監視等の観測を行うことを目的とし

た衛星である。

ERS・1は,衛星本体の両側に約12mX2.5mの合成開ロレ

ーダ用アンテナと約8mX3.4mの太陽電池パドルを展開し,

衛星重量1.4トン,発生電力2kW以上,設計寿命2年の大型

衛星であり,高度約570kmの軌道を周回する。この衛星は,

限られた寸法と重量の範囲内で発生電力を始めとする要求

条件を満足させるために, CFRP等の複合材料を駆使した

軽量構体,セミリジット型太陽電池パドルの採用などによ

り大幅な軽量化を図っている。また,姿勢制御系にはゼロ

モーメンタム,ストラップダウン三軸姿勢安定方式がとら

れ,ディジタルコンピュータで高い姿勢精度を確保してい

る

口 宇宙開発と働星通信

ERS・1は,当社が宇宙開発事業団との主契約者として19

86年に基本設計に着手し,1989年7月詳細設計を終えて,

現在,当社鎌倉製作所でプロトフライトモデルの製作・組

立てを実施している段階であり,1991年度冬期に宇宙開発

事業団種子島宇宙センターからH・1ロケット(2段式)で打

ち上げられる予定である

ト1NSAT Π搭載用固体電力増幅器(SSPA)

インドでは,1990年代初めに,国内の通信・放送・気象

観測用にINSAT・Ⅱ衛星の打上げを計画している。当社は,

インド宇宙機関宇宙応用センター(1SRO SAC)から,1NS

AT・Ⅱの通信用中継器に用いる4GHZ帯固体電力増幅器(S

SPA)を受注し,フライトモデル8台を納入した。

このSSPAは,4GHZ帯の通信信号を増幅し,大電力化

して衛星から地上ヘ送信するために用いるものであり,そ

の特長は,@最終出力段に高効率のGaAS電界効果トランジ

スタ(FET)を用いて,8W以上の出力を得ていること,

のSSPA内部に,利得可変機能を持ち,外部からの制御イロ

号により,利得が変えられること,@高効率のDC DCコ

ンバータを内蔵した一体形であること,0マイクロ波集積

'^

回路(MIC)技術及び混成集積回路技術を大幅に取り入れ

て,小型・軽亘化並びに高伝頼性化を図ったことなどである

このSSPAの開発に当たっては,エンジニアリングモデ

ル(EM)を用いて電気性能・環境性能等の,平価を行い,股

。十の妥当性の確,忍を行ったその後,客先でのシステム適

合性試験結果も良好であったことを踏まえて,フライトモ

デル(FM)の製造・試験を行った。

今後この成果を士台に,さらに高効率・高性能な衛星搭

載用SSPAの開発を進めていく予定である

ERS 1の外

SSPA外観
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トサ丁ライトニュースキャザリング(SNG)ノス丁ム

SNGシステムは,1989年に打ち上げられた民間通信衛星

(スーハーバードなど)を用いて,放送業界各社がニュース

番組の素材取材の高機能化のため導入したシステムで,衛

星通信の持つ広域性,多元接続性,同報性,及びアクセス

の容易さに着目し,ニュース現場から衛星を経由して素材

映像,音声を基地局に伝送する機能を持っている。従来の

地上マイクロ回線を用いたFPUシステム(Field pick、UP

System)に比ベ,格段に速ま尉生,機動性が得られるため,

放送業界のニュース報道競争において強力な通信手段とな

つている。

このたび,開発,実用化したSNGシステムは,映像基

地局,系列内各放送局に設置される受信専用局,各放送局

ごとに配備される車載局及び可搬局の設備から構成され,

いずれも民間放送の各系列に採用され,ニュース番組の素

材伝送用に活躍し,順調に稼働している。

開発された設備の特長は以下のとおり。

1 映像基地局は,十分な降雨マージンを確保できるよう

直径7mのアンテナを用い,映像用送受信設備,連絡回線

用送受信設備のほか,ミニコンを用いた運用監視制御装置

を設置し,ネットワーク全体の運行の監視,連絡回線の交

換接続,及び映像基地局の全設備のりモート制御監視を行

つている

曳

餌
、ご工=愚
'.

、
、、

とぢ

映像基地局

乳^

,^、Lι

小型車載局
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.

^

風屋

"巨民
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2 受イロ専用局は,,斐置地域により直径3.6~5mのアンテ

ナを選択して用い,映像受信設備のほか必要に応じて連絡

回線用送受信設備を設置している。

3 車載局は,機動性を重視した 2トン級車体に,長・短

径が2×1mのだ円開ロアンテナを用いて高性能化を図り,

衛星捕そくを容易にするため地名と使用衛星を入力すれは

アンテナが格納状態から自動的に展開し,衛星に指向させ

る半自動アンテナ制御装置と組み合わせている。また,
.^^

源は,車の主エンジンから動力をとるPTO(power Take-

0丘)発電機を用い収容スヘースの削減を図る一方,約3.5kvA

のAC出力を得ている車載局に搭載しているアンテナを含

む全通信設備(全重量約120kg)は,分解,着脱可能な構造

を持ち,それぞれ20k宮以下の運搬単位に分割し,車両が進

入できないような地形の現場にも可搬移動して運用するこ

とを可能としている

4 SNGシステム用のアンテナを除く全通信設備は,基

地局,受イロ専用局及び車載局のいずれにも共通に使用でき

る互換性を持っており,運用保守及びアフターサービスの

標準化,簡便化及び迅速化を実現している。

最後に,このシステムの開発に際して,各種の御助口,

御指導を賜った放送業界各社の関係各位に深4附意を表す

＼、、^

基地局の監視制御センター

^

亜

可搬局

=^^ー^._^



小J ピノクス

ト日本移動通信株向け自動車電話

日本移動通信蛛)(略称Φ0)は,自動車電話サービスに新

規参入,1987年12月に東京23区・首都圏をサービスエリア

として開業し,1989年末には中部圏,1990年末には東海圏

へのエリア拡大が予定されている。

本機は,同社向けに開発された新NTT方式の自動車電話

移動機で,主な特長は次のとおり。

口 情報・通信

自動車電話移動機(ショルダホンタイフ)

1)基地局送信周波数追従方式による 0.3Ppmの周波数安

定化や,フィルタ等の改良により,チャネルの狭帯域化と

大容量化を図った。

2 受信選択ダイバシチ方式,干渉検出,送信出力制御等

こより,高品質な通話が行える

3 1D0サービスエリア外ではNTT自動車電話網を利用

てきる口ーミング機能を持たせ,ユーザーの利便を図って

いる。

4)空中線を内蔵した電池ケースと組み合わせてショルタ

ホン(写真)として使用でき,40分の通話と8時間の待受時

間を保証している。これは,そのまま運転席横の専用アタ

プタへの着脱ができ,車載使用も可能となる。

5 ハンドセットは2色を用意し,ユーザーの好みで選ベる

なと

その他,オフションとして,クレードルの交換だけで機

能追加の可能な,ハンズフリー電話と親子電話分岐器を用

意している

ト三菱鉱業セメノト株納め統合ネットワークノステム

統合ネットワークシステムは,電話・FAX通信網とデー

夕通信網を統合するものであり,システム的に高度な技術

と高い信頼性が必要とされる。

電話・FAX系は,全国19拠点のトールダイヤル網を実現

した。トールダイヤル網により,①通信料金の削減,②局

線数の削減等の効果が得られた。特に運用面から見れば,

電話取り次ぎ作業から解放される
九州筑豊

ことと,それに伴う事務の迅速化

という時間的効果が大きい。 区ニコ

データ系は,複数場所のホスト
九州事業所・黒崎。十算機と支店や関連会社の端末と

の間で, ANY PLACE TO ANY
区コ

PLACE通信を実現した。この通信 ^^

により,①全社レベルでの計算機 MITSUBISHI

^ MELNET BI0

の水平分散化,のデータ処理の迅

速化等の効果が得られた。また,

今後の全社レベルでの業務のOA
東谷

システム化が可能となった
〔ニコ

本店では, ES1400の音声テ ^ 苅田
例

夕複合交換機能を活用して,ラ ポタン電話

P日X

ツフトッフAXハソコンMAXYを M80

MWS

ホスト。十算機EX の端末としてい TIA

る。これにより,管理職の机上ヘ

のスマートな端末設置が可能となった。

これらの統合ネットワークシステムは,全場所の既設の

PBX,電話, FAX,計算機,端末の調査からシステム設計・

構築までの全工程を当社が担当し,稼働後も計算機システ

ムの保守と合わせて,エンドツーエンドの全体保守も当社

が一括して担当している。
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トパーソナルファクシミリ FA 60

^

勿勿砂

FA・60は,既に始まったファクシミリ通イロの大衆化時代

に即応し,ビジネスシーンでのハーソナルユース,在宅勤

務層あるいは出張先から本社ヘの通イ。といった場合を想定

したA4原稿抗み取り A4記録のディジタルファクシミリ

であるその特徴は,特に送信機能の充実に重点をおきハ

ンディタイフを考慮した軽量設計となっており,ビジネス

ユースに必要な30m長。己録紙でありなか'ら3.6kgと超軽量で,

アタッシュケースにも入る高さ73mmの超薄型デザインで

ある。さらに,取っ手を引き出せばポータブルタイプとな

リ,自由に持ち運ぶことができる。交信性はG3・ G2のほ

かに当社独自モードにより,このクラス最高伝送スヒート

12秒を実現し,高速仏送により通信費の削減を可能にした

最大72あて先の自動発イ,電,舌番号検索機能,各キーに複

数のあて先を登録でき,接続成功度の高い回線を選択する

フライオリティワンタッチ機能,また外観は本体を傾斜さ

せたユニークなデザインであると同時に,その傾きにより

原稿自動給紙機能を持たせた画質においては,16階調の

ディザ方式による中間調画の送イロとコヒーを可能とし,ま

た解像度8×15.4本 mmのスーハーファインモードを搭載

させるなど,ビジネスユースに耐えうる性能を持つフロー

エンド機である

ハーソナルファクシミリ FA-60

C^^

トjレーノヨナルデータヘースフ回セノサ《GREO》

当社のオフコン MELCOM80 GEOC GRファミリに搭

載可能なりレーショナルデータベース(RDB)処理専用
のプロセッサ GREO (Great RElational database opera・

ting processor)を開発,製品化した。オフコン用のデータ
ベースプロセッサとしては,世界で初めて実用化に成功し

た

GRE0は,GRファミリの付加プロセッサとして提供され,

その構成は,データベース処理で多用されるソート処理を

高速に実行するソートプロセッサ部とその制御部から成る。

制御部には3台のマイクロプロセッサが搭載されており,

マルチプロセッサ方式で高速にデータの選択操作や射影操

作を実行する。ソートプロセッサ部は19個のソート専用

LS1と内部メモリを持ち,最大8Mバイトまでのデータを高

速にソートすることができる。

GRE0の搭載により,大容量のデータベースの中から利

用者の必要とするデータの抽出と同時に見やすい形式に並

ベ換える操作を,従来の3~50倍の速さで処理することか

できるまた,オフコン本体のCPUとは独立した専用フロ

セッサがデータベース処理を行うので,仏票発行や給与,十

算などの基幹業務の性能にほとんど影響を与えることなく,

データを多角的に加工,分析することができる。

GER0の登場により, RDB処理のハフォーマンスが大幅

に改盖され,今後の高度な情蝦処理システム構築ヘの活用

が期待されている

リレーショナルテータペースフロセノサGREO



ト印鑑照合ノステム

金触機関において,営業店窓口での支払い業務に伴う印

鑑照合と地区/事務センターでの交換持帰手形小切手の印

鑑照合業務を行うシステムを製品化した。システムは,店

舗の規模,口座数などに応じて柔軟に対応できるように,

ディスク容量(86Mバイト,170Mバイト,330Mバイト,

690Mバイトの4種類)や窓口端末数(最大32台)を自由に

選択できる構成としている。主な特長を次に示す。

1)印鑑照合専用機として開発したことにより,ハイコス

トハフォーマンスを実現

本体制御都

パックァウプ用ディスク襲 要.'^,巨Ξ旦巴亘ヨ
窒録ディスプレイ 印影プリンタ印影リーダ
キーポート

旦.旦.旦.昌"

②スピーディな検索表

示及び簡単な操作

.約3秒弱で印影を鮮

明に表尓する。
＼

.メニュー選択方式に

よりだれでも簡単に
b 窓口端末(6 インチ)操作ができる。

3)印影データのバックァップ装置を標準装備

.万がーのダウンでも自動的にバックァップ装置に切り

替わるので業務に支障を来たさない。

④スヘースを有効利用できる省スペ

ース設。十

⑤窓口端末は6インチと3インチC

RTの選択が可能リストプリンタ

.6インチ,3インチ共高精細CRT

嫡到象度240DPD により印影,署

名等を鮮明かつ実寸で表示。

6) MICRリーダ・ソータとの連動によ

る交換持帰手形小切手の連続検索が可

^二 月ヒ0
Ⅱ

窓ロコントロワ

,1等7m

窓ロディスプレイ
キーホート

ト株トーメノ納入MHS瑞末ノステム

.窓ロコントローラ1台に窓ロデースプレイ'台迄接続可能

.窓ロコントローラは本体に7台迄接峡可能

登録壗末

とともに送信電文を作成し送信することができる。送信電

文の作成は受信中も行うことができ,作成に当たっては,

カツト・コピー・ペーストのようなワーフ口的な編集機能

にプラスして,テレックス電文作成に適した編集機能とし

て,ワードラップ・ジャスティファイ等をサポートしてぃる

また,回線障害等の障害対策として公衆回線を用いた電

文の送信を行うことができ,パソコン通信としても使用で

きる。

電文の送受イロ機能以外に,電文の管理や編集機能,固定

的な形式の電文の登録や検索機能,サービス機能として,

電子メモ・電佶帳・カレンダー・日程表・掲尓板・世界時

計等の機能,端末内部に持っている各種情報の更新やソフ

トゥエアの改修等に対応するダウンロード機能をサポート

している。

機種はデスクトップとラップトップの両方をサポートし

ている(写真参照)。

1989年8月から端末展開を開始し,24時間通電状態でシ

ステムは稼働している。

このシステムは,饌)トーメンへ納入したテレックス端末

システムである。端末は,三菱AXパソコン<MAXY>を使

用し, MHS (メッセージハンドリングシステム)ホスト

計算機にB3ポーリング手順で接続される。

主な機能として,常時電文を受信しプリンタに出力する

窓ロディスプレイ
キーボート

ディスクトッフ(左),ラッフドソフ(右)の設置例

a ンステム構成例

寒ロディユプレイ 窓ロディスプレイ
キーボートキーボート

ー^ー^ーー^ーー^ー^^^ーーーーーー、

旦

^

」

窓ロディスプレイ
キーボート

懲リy翌沙',;"
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ト',クス圖。 半導体と電子デバイス

ト4MビットダイナミックRAM

4 M DRAMシリーズ(M5M44100 1 2J, L-8 10, M5M

4"002J, L・8 1ωは,1M DRAMの後継機種として開発

された大容量,高性能のDRAMである。

製品構成として,アルミマスクの切替えによる2種類の

ビット構成(× 1,× 4),ワイヤボンディング切替えによ

る 3種類の高速動作モードファーストヘージ,ニブル(Y

1品のみ),スタティックコラム,2種類のハッケージ(S

OJ, ZIP)と 2種類のアクセス時間(80船 10ons)の組合

せにより,同一のチップで20の品種が準備されている。

メモリセル構造はスタック型を採用したことにより,32

fFのメモリセル容量を確保したのでメモリセルの動作が安

定化し,高い信頼度と広い電源電圧動作範囲を持っている。

また,最先端の微細加工技術(0.8μm)と IM DRAMで

ト TRON仕様32ビット
マイク回プ回セッサM能 100

¥

TRON仕様の32ビットマイクロフロセッサM32 100を開

発した M32100は,小型ワークステーションや機器組み

込みコントローラへの応用をねらった実Ξ引意システム仕様

の高機能,高性能なマイクロフロセッサである。また,今

後のASIC展開におけるコアプロセッサとしての利用が可能

_》=.=ー='.声='=V=y=',,.'L.訊ニニ.'コ凱._冨冒一'ニブ、二帰,凱.一肩L_r者こ_._ニニニ_ー_ニ?1ニニ_二f,型tコ"

実績のある回路技術(メモリの部分的動作,低消費電力基

板バイアス回路)により,高速(アクセス時間80 10ons),低

消費電力(動作時:523 468mw,待機時:5.5mw)の優

れた特性を持っている。さらに,大容量化に伴って問題と

なる試験時間増大の対策として,8 ビットのメモリセルを

同時に試験できるテストモード機能を備えているので試験

時間を大幅に短縮できるという特長がある。

表 I M32 100の諸元

クロック周波数

性能

基本命令数

アドレッシングモード

4M DRAMチッフ拡大写真

瑞写陛こ,ー.

データ形式

メモリ保護

アドレス空問

汎用レジスタ

割り込みレベル

アドレスデータバス

最小バスサイクル

基本命令クロック数

パイプライン段数

バッファメモリ

舌令牟;キュ^
ブランチバッファ
ストアバッファ

分岐子測テーフル

トランジスタ数

フロセス技術

チッフ寸法

20MHZ 25MHZ

最大 12.5MIPS (25MHZ時)
平均 8 MIPS (25MHZ時)

92種類

一般形14種,短縮形12種

整数,ビット,ビットフィ
ストリング,キュー

2 レペル,4 リンク

4 Gバイト

32ビットX16本

フレペル

各32ビット独立

2クロック

2クロック

5 f又

1一

1

."獣

.電コ加鴻り,ゞ、・,

,風气

パッケージ

[モー

消費電力

6バイト

4バイトX64エントリ

4 バイト

1 ビット X 256エントリ

約34万個

1 μmcMOS,2 層メタル

47mm X 8.89mm

35PGA

60QFP (開発中

5W (25MHZ時

TRON仕様32ビットマイクロフロセソサ M32 100のチソフ写真

であるりアルタイム0Sの高速実行を可能にするコンテキ

ストスイッチ命令やキュー操作命令,ビットマッフディス

プレイ処理に威力を発揮する強力なビットマップ操作命令

などの高機能命令を備えている。

プロセス技術に 1μm2層メタルのCMOSを用いて,11.47

mmX8.89mmのチップ上に約34万トランジスタを集積して

いる。5段のパイプライン構成を採用し,基本命令は2クロ

ツクで1命令を実行できる。ジャンプ命令の実行によるハ

イプラインの乱れに伴う性能低下を抑えるために,先行ジ

ヤンプ処理機構や動的分岐予測機構など先進技術を駆使し

て高性能を実現した。先行ジャンフ処理は,パイプライン

の命令デコード段階でジャンフ処理を行う機構で,実行頻

度の高い7種のジャンフ命令に適用している。条件分岐命

令につぃては,分岐予測テーブルを用いて最近1回の分岐

履歴に基づいて分岐先を予測している。25MHZクロック動

作時の性能は,平均8MIPSであり, Dhrystoneベンチマー

クフログラムによる評価で16,000回秒の値が得られている

^
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ト世界最大の耐圧を実現した12kVサイjスタ

世界最大の耐圧をもつ12kVサイリスタの開発・試作に成

功した。12kVサイリスタは,静止型開閉器を始めとするサ

イリスタスイッチの小形,軽量化二ーズにこたえたもので

あり,架線電圧6.6kVをサイリスタ 1個で御Ⅱ卸可能とする。

12kVサイリスタは合金技術を用いず,加圧接触のみで電

気的・熱的接触を得るフルプレッシャコンタクト方式を採

用し,これにより, si基板端面構造を高精度に制御し,表

面の安定化,高イロ頼度化を実現したさらに,ライフタイ

ム分布,拡散フロファイルに改盖を加え,オン電圧を低減

し,さらに3段増幅ゲート構造による初期導通領域での電

流集中の軽減を図り, didt耐量を向上した。

12kVサイリスタは,平成3年度から本格生産に入る

トC帯高出力増幅器

L

通信用マイクロ波高出力増幅器としては,従来,進行波

管が使用されてきたが,高信頼,低価格,小型・軽量等の

観点から,最近では半導体増幅器が使用されつつぁる。要

求される性能としては,地上マイクロ波通伝ては,他チャ

ネルとの干渉を防止するために直線性に優れ,低ひずみで

あること,衛星搭載用では耐環境性・イロ頼性に優れ,高効

率であることが挙げられる。

今回,四つのGaASFETチップをハッケージ内で並列動

作させて,これらの出力を合成することにより,小型で高

性能なC帯高出力増幅器を開発した電力合成・分配回路

として,高誘電率基板(εr=38)上に構成したウィルキン

ソン型4合成・分配器を用いることにより,合成効率の向

上,線路の小型化,低損失化を図っている。

開発したC帯高出力増幅器は,パッケージの外形寸法24

mmX17.4mmと小型で,3.5~4.2GHZにおいて,直線利

得11.8dB,1dB利得圧縮点出力20W,このときの電力付加

効率39%の性能である。また,1dB利得圧縮点からバ、ソク

オフ5dBの出カレベルにおける第3次相互変調ひずみはー

42dBCであり,直ネ泉性に優れている。

曇

エレメント及ひ外装

このC帯高出力増幅器は,海外地上マイクロ波通イロ及び

衛星搭載用SSPA(solid state power Amplifier)に使用さ

れる。

入力

失電力合成回路

C帯高出力F訂増幅器

出力

ツプGaASFET
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小J ビノクス

ト横'兵みなとみらい21地区納め1600形トラベーター

横浜みなとみらい21地区に国内初の1600形トラベーター

(動く歩道)を納入した。みなとみらい21は,21世紀の完成

を目標とし,水と緑に囲まれた新都心を創造するナショナ

ルプロジェクトである。この地を会場に横浜博覧会が昨年

10月1日まで開催され,このトラベーターがJR桜木町駅

から会場までの足となった機長85m,60mのトラベータ

ーが各々並行して2台,計4台が道路をまたぐ歩道橋上に

設置されている。

このトラベーターは,従来の1200形より幅力辺oomm広く,

欠のような特長がある。

1 車いすや力ートを使用する利用者が先1丁していても,

般の利用者は,その横を楽に通り抜けできるので不便を

感じなし)。

2 2人が横に並んでも幅に十分余裕があり,実質の輸送

能力が増加する。

3 速度は2段変速で,40m 分から20m 分まで選択でき

る。

④インバータを用いた緩力畍咸速制御を行っているこれ

により,幼児の団体や車いす利用者があったときは,トラ

ベーターをいったん停止することなく,速度を落したり定

格速度に戻したりすることが可能である

口 建築関連設備

5 直列の 2台のうち先行の 1台が停止すると,乗り継き

部が混雑するので,後続の1台も自動的に緩停止する連動

停止装置を備えている

今後,みなとみらい21のプロジェクトが進むにつれ, J

R桜木町駅からみなとみらい地区ヘの近距離輸送機関とし

て真価を発揮してゆくであろう。

ト雪国用ジェノトハーナ暖房エアコノ

このたび,寒冷地市場の二ーズに対応する毛国用ジェッ

トバーナ暖房エアコン(6機種)を開発した主な特長は次

のとおりである。

1 室内機と室外機で構成されるヒートポンプ形冷暖房機

の室内夕付妾続配管途中に,バーナユニットを組み込むこと

により,外気温度に関係なく,通常のヒートポンプ運転(冷

房, H P暖房時)にない安定した暖房能力を発揮する燃焼

暖房仕丁油)が可能である。

2 バーナユニット内部には,燃焼量を自動的にりニアに

制御するバーナを搭載して過剰暖房を防ぎ,常に最適なハ

ワ一を発揮する

(3)冷媒チャージレスタイプである。

④燃焼暖房, H P暖房の切替えにより,経済的な暖房か

できる。

(5)バーナユニットは,屋外に設置するため,室内の空気

は燃焼ガスで汚れる心配もなく,いつもクリーンで運転。

室内機はスリムな床置形ほか,部屋のスヘースを取らない

天つ(吊)り形,カセット形等,安心して選定できる。また,

バーナユニットには,対震自動消火装置をはじめ,各種の

1゛ 討 四
包

横浜みなとみらい2け也区納め1600形トラベーター

圃

保護装置を搭載した安心設計である

6) 1リモコンによる複数台(最大13台)同時コントロー

ルや,2リモコン制御など,多様な空調ゾーンのレイアウ

トに対応できる。また,別売りの集中管理りモコンやプロ

グラムタイマーとの組合せにより,大規模な空調コントロ

ールができる。

叫哉電

バーナユニソト

内部造図

設 例簡略図



トフロアスタンド形非常用照明器具EMライトシリーズ《フロア》

ホテルのロビー,エントランスホール,吹き抜け空間等

の場所に非常用照明器具を設置する場合,従来は非常時(停

電時)のみ点灯する専用形白熱灯器具を使用することが多

かった

特に天井が高い場所では非常時の照度を確保するため,

平均的な天井高さの場所より器具設置台数を増やさなけれ

ぱならず,天井の美観を損ね,かつ設備費の増加にもなっ

ていた。

エントランスホール等,建築物のメイン空間に使用でき

る非常用照明器具として開発したEMライトシリーズフ

ロアは,床に固定するフロアスタンド形器具に非常用光

源を組み込んだデザイン重視の器具であり,主な特長は次

のとおりである。

1)通常点灯時は,白熱電球又はハロゲン電球を使用し,

ガラスカバーを通し柔らかな光が広がるアッパーライトと

した非常点灯時は,内蔵蓄電池により23Wミニハロゲン

電球を使用し,床面を照射する。

2 非常灯灯具部を小形化し,支柱の一部として器具を構

成し,すっきりとしたデザインに仕上げた。

3 非常時点灯を点検するスイッチに小形の押しボタンス

イッチを採用し,器具下部の基台に蓄電池等と一緒に収納

することにより,

器具外観をこわす

ことなく点検作業

も容易にした

ト大江ヒル納めインテリジェノトヒルノステム《M旧ASS》

大阪市の中央部,大阪城の南西に,本格的インテリジェ

ントビルとして大江ビルか平成元年4月にオープンした。

このビルは当社《MIBASS を導入して,ビルの高機能化

を高度に実現してぃる

EMライトシリーズ
フロア

,

＼

情報システムの中核として,ディジタル電子交換機MEL

STAR CBX町51を,ビル管理システムとしてMELBAS・

D,セキュリティシステムとして分散型キーレス防犯シス

テムを設置し,ビル全体のインテリジェント化を行ってぃ

る。さらに,駐車場の管制システムやテナントの在否管理

システムとも統合化を行い,利便性の向上を図っている。

ビルの管理運営面においては,統合課金システムの設置

により設備管理やテナント倩求書の自動発行を行うととも

に,オンラインで菱電サービス情報センターと結び,合理

的なビルの運営管理を実現した。

MIBASS は,単にシステムを販売するのでなく,サー

ビス面の充実(菱電サービスとのタイアップによる)が大

きな特徴となっているが,大江ビルにおいても,ビル全体

の管理運営をオーナーから一括して菱電サービスが担当し

ており,この面においても評価を受けている

ビルに設置されるシステムは,様々なテナントニーズに

フレキシブルに対応できることが必要であり,大江ビルに

おいてもこの点を十分に考慮した。
大江ビル

＼
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ト',クス圖.交通

ト大阪市交通局70系車用jニアモータ

1990年の4月から大阪市の鶴見緑地で開幕する"国際花

と緑の博覧会"会場ヘのアクセス交通手段として,りニア

モータ電車が走る。この電車は小断面地下鉄用中量輸送電

車で,国内で最初に営業運転を行う鉄輪式,りニアインタ

クションモータ駆動電車である。

当社は,りニアインダクションモータ,りアクションプ

レートをはじめ, VVVFインバータ御Ⅱ卸装置,ブレーキ制

御装置,車上遠隔制御装置など,

多数の電機品を製作・納入してい

る。中でもこの電車の中心機器で

あるりニアインダクションモータ

及びりアクションプレートについ

ては,大阪市交通局の御指導のも

とに試作車用の製作を担当した。

この試作車を用いて,大阪南港試

験場で走行試験が実施された。こ

の走行試験で行われた起動・加減
川11

速特性,機械的強度特性などの検

証を通して,りニアモータ電車の

大阪市交通局7号線ヘの導入が決

まったものである。

このりニアインダクションモー

夕は,1時間定格出力10okWで台車枠に装架される方式であ

リ,自然冷却方式であるにもかかわらず,りニアインダクシ

ヨンモータ本体の長さは2,520mm,幅は730mmで製作され

ており,重量は約1,230kgと軽量にできている

また,りアクションプレートについては,検車場線用と

して約2km分のエンドバー式りアクションプレートを製作・

納入した

ト新交通車両用電機品

新交通システムの普及を目的と

して,関係官庁の御指導のもとに

設定された"標準化仕様"第一号

である横浜シーサイドライン(直

流き電,1989年7月開業),さらに

神戸六甲アイランド線(交流き電

1990年2月開業予定)に主要電機
＼

品を納入し,ここに直流及び交流

き電方式に対する新交通車両用電

機品の標準化系列が誕生した。 ゛

車両の具体的な制御方式として

は,横浜シーサイドラインでは,直流分巻電動機を使用し,

高周波4象限チョッパ制御装置で力行及び回生制御を行っ

ている。また,運転指令装置としてATC制限速度基準の定

速運転装置を搭載し,運転手の運転扱いを大幅に軽減して

いる。

一方,神戸六甲アイランド線では,同様に直流分巻電動

機を採用し,サイリスタレオナード制御装置で力行及び回

70系りニアモータ車

1知

横浜新交通(シーサイドライン)の車両

生制御を行っている。また,運転指令装置としてエキスハ

トシステムATO (人工知能式自動運転装置)を搭載し,

完全な無人運転方式としている。

以上のように両者共,未来形の都市形交通機関として,

主制御装置やAT0制御装置等にマイクロコンピュータを応

用することで,運転制御やモニタ機能の充実を図り,より

乗り心地に優れた車両を実現している。

圃亀

713、

畷



ト軽自動車用燃料射装置

ヂー売

二菱自動車工業妹)と共同でスヒードデンシティ方式燃料

噴射装置の開発に成功し,1989年初めに発売された新型ミ

ニカの高出カエンジン搭載車に採用された。この方式は,

吸入空気量を直接。十測するエアフローセンサに代わって,

軽自動車用燃料噴射システム主要成部品

圧カセンサにより吸気弁の上流圧力を検出し,エンジンに

供給する燃料量を決定するもので,狭いエンジンルームス

ヘースに納めるため吸気系の小型化,あるいは出力向上を

図るため吸気系の圧力損失の低減など,軽自動車特有の要

求に適したシステムであり経済性も優れている。特長を以

下にまとめる。

1)燃料噴射制御,ノッキング回避機能付き電子進角制御,

アイドル回転速度制御,自己診断など高機能なエンジン総

合制御としてまとめ,走行性能向上を図るとともに,燃費,

排出ガス性能を改善。

2) 8 ビット高機能1チップマイクロコンヒュータと専用

モノリシック 1Cで構成し,表面実装製造技術を応用する

とで小型軽量化を図ったコンヒュータユニット。こ

3 各気筒の三つの吸気弁に対し,周辺の壁面をぬ(濡)ら

すことなく燃料を噴射する世界初の3スプレーインジェク

タ(当社の関連会社である日本イジェク列掬製)。

④広範な温度範囲で,出力の高精度化を図った小型軽量

の半導体式圧カセンサ。

ト車載用5イノチTFT液晶カラーテレヒ(DU 55)

DU・55は,一菱自動車工業鵠の御協力を得て開発したテ

ボネア車後部座席専用の車載用液晶カラーテレビである。

ディスプレイ部は運転席後部の天井に取り付けられ,後席

で見やすい角度に調節することができるとともに使用しな

いときは天井に収納できるコンパクト設計になって

いる。液晶パネルは対角 5インチ,画素数153,600個,

アクティブマトリクス駆動のTFT・LCDを採用して

いるので,視野角が広くて明るい鮮明なカラー映像

を楽しむことができる。テレビの操作は赤外線りモ

トコントローラとし,チャンネル番号,音量を画

面上に表示する。 8局プリセットボタン,自動手動

選局ボタンを採用しているので,車室内において容

易に選曲することができる。チューナーはトランク

ルーム内に設置し,PLL周波数シンセサイザチュー

ニング,セパレート音声IF回路の採用により受信性

能の安定化,音声感度の向上を図っている。アンテ

ナはりヤーウインドに印刷した3本のガラスアンテ

ナと1本のポールアンテナを使用し,このうち最良

のアンテナを瞬時に選択する4入カダイバシティの

採用により走行中でも安定した映像が楽しめるス

ヒーカーは,左右のりヤードアに取り付けられた力

ーオーディオ用スピーカーをテレビ受信時に切り替 デポネア後席用液晶自動車テレヒ
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えて使用する VTR入力を備えているのでビデオムービー

を持ち込むことにより,野外で集録したビデオを車室内で

即座にカラー画像再生が可能であり,アウトドアライフを

楽しめる。

で



ビックス

ト大西面カラーテレビ
"CZ CLUB303シリーズ"

大画面カラーテレビC

Zシリーズのファミリー

として,"CZ CLUB303

シリーズ"を辛斤たに開発

した 37,33,31,29形

4機種をそろえ, CZシリ

ーズの高画質・高音質を

そのままべースとし,多

彩な新機能を搭載した

画質面ではDBF電子銃

(37,29形)解像度切替え,

CCD くし形フィルター

等により水平解像度 750

~800本を実現,鮮鋭度

の高い映像を再現する
CZ CLUBシリース 37C-CZ303

音質面では,余裕のある

重低音を提供するケルトン方式のATSSダイヤトーンスヒ

ーカーを装備している新付加機能としては,AV機器との

接続性を飛躍的に向上させたAVジャンクシヨン,ビデオ入

力5系統の豊富な接続端子を備え,相互ダビングや編集を

簡単に操作可能としたAVセンター機能,立体音響が楽しめ

るドルビーサラウンド(37形はフロロジック)等を搭載,す

べてりモコン操作を可能としているスヒーカーを含め,

曲線を生かしたユーロ調デザインは非常にざん新であり,

正にAV時代にマッチした商品である

圖。 家電関連機器

45型フロジエクション
テレビ45P-Z I

・舌

ト高圖質・高音質45型
フ゜回ジェクションテレヒ
45P ZI

トカフ一静止画丁レビ電話

近年のAV機器に対する"大画面,高画質,高音質"とい

う要求に対応するフロジェクションテレビとして,国内向
け45インチの45P・Z1を開発した。本機の高画質化.高音質

化には,次のような新技術を採用している。

住) CRTと投射レンズのデュアルダイクロイツクコーティ

ングによる光学系の色再現性向上

②広帯域IQ復調による色信号処理回路での色再現性向土

(3)オールマルチコーティングレンズとダークティントス
クリーンによるコントラストの向上

④映像回路の広帯域化とスクリーンヒッチの精細化(0.フ
mm)による水平解像度の向上(80OTV本)

(5) L.C.P (液晶ポリマー)スヒーカーによる高音質化

(6)佑畊辰合板キャビネットによる外部スヒーカー使用時の

共振・共鳴の低減

などである

既存のアナログ電話回線を媒体にして,静止画像を送受

イロできる静止画テレビ電話のカラー化・高精細化が望まれ

てぃるこのため当社では,カラー高精細画像用高速通イロ

方式の開発を進め,その方式を採用したカラー高精細静止

画テレビ電。舌を製品化した

この製品は,既に発売されている白黒静止画テレビ電。舌

とも通信が可能であり,さらに従来の 1 2の時間で通信で

きる高速モード(160×100画素のカラー画像1枚

を約7秒で伝送可能)を持つという特長がある。

また,この高速モードで320×200画素のカラー高

精細画像を約25秒で通信できる。

この製品は,1 3インチカラーCCDカメラを採

用し,本体との着脱が可能である。また,モニタ

ーには4インチTFTアクティブマトリクス方式L

CDを採用し,多機能電,舌機体型で,軽量薄型のデザイン

となっている

カラー静止画テレヒ



ト家庭用ノステムマルチエアコノ

システムマルチエアコン用室内室夕卞ユニット

ルームエアコンの複数所有家庭(買増し需要)の増加や,

各部屋ごとの空調が要求される方で,戸建新築住宅やマ

ンションなどでの空調機に対する堅調な需要にこたえるた

めに,家庭用システムマルチエアコンを開発した。その特

長は次のとおりである。

ト深夜電力用電気品水器《ダイヤホット》

菱深夜電力用電気温水器は,1964年発売以来,技術的

にもマーケットシェアにおいても常に業界をりードしてぃ

る。 1989年度の電気温水器は,従来のグラスライニングタ

ンクからステンレスタンクへ全面的に切り替え,機能.構

造,色・デザインを統一し,機種系列の充実を図ることを

基本として開発した。

1 全機種ともタンクは,清潔・軽量・長寿命の高耐食特

殊ステンレスを採用,当社従来品に比ベ重量は約12となり

運搬,設置時の手間を楽にした。

2 マイコン機種は,機能と操作性をアップした"新・リ

モコン"タイフと,10OV電源不要の"りモコンレス"タイ

プの2タイプを準備し,用途に応じて使い分けができるよ

1 接続可能な室内ユニットのバリエーションを拡大した。

壁掛け形,床置き形,天井埋込み形,天井カセット形,壁

埋込み形など合計6種類19タイプから自由に選択が可能で

ある。

2)各室内ユニットにワイヤレスモニターリモコンが搭載

されているので,操作性も良く,また温感自動採用により

快適性も向上されている。

3)室外配管接続部がユニット内に納まるため,室外ユニ

ツトのエクステリア性が向上し,複数台の連続横置き設置

が可能である

4)エクストラファン搭載による低騒音化が達成される。

ト電気掃除機"パワフルだけと静かなダニパンチ"

有職主婦の増加によって朝・夜の掃除比率が高まり,静

音タイプのクリーナーが望まれている。一方では,ダニや

ホコリをよく吸うようにと,高吸引力も求められている。

このクリーナーは,静音化とハイハワ一化とを同時に実現

したもので,主な特長は次のとおりである。

住)本体風路長を従来の3倍にして46ホンに静音化

②世界初の粒子プラスチック吸音材をハイプに適用し,

ブラシ吸込口も静音化

③新形高性能モータの採用による吸引力の向上,最大吸

込仕事率2釦Wを達成

④手を離すとOFFになり,無駄を省くグリッフスイッチ

付き

⑤床面ヘの振動伝達防止のソフト車輪を装備

うにした。

3)マイコン以外の機

種には,全機種2段階

の"湯温切替え"(約65

C 85゜C)を採用し,省

エネ化を図った。

4)設置性を向上する

ために,外形寸法をで

きるだけ小さくし,コ

ンパクト化を図った。

深夜電力用電気温水器
ダイヤホット

Ⅱ

6 吸ったダニをモータの排

気熱で死滅させるダニパンチ

フ)ホースや床ブラシをセ

ツトしたまま収納できるス

タンド収納

8)じゅうたんを自動検

知してブラシを回転させ

るセンサハワープラシ

腿

クリーナー丁C-G580M
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独創的,先端的な研究の追及と,多くの分野の進歩をと

りこんだ総合化により,ニーズにこたえる成果を獲得する

こととは,常にかわらぬ課題である。以下に1989年の主な

活動を紹介する。

材料・電子デバイス分野では,対環境問題を考慮したプ

ロセス技林j,シミュレーション,データベースによる効率

化など,より視野を広げた活動が必要となっている。超電

導材料では,新製膜法あるいは物性評価法を検討し,イオ

ンクラスタビーム装置にオゾナイザを付加し,酸化物薄膜

形成の安定化を図る方法,又はCVD法の高速化などに成功

した。また,量子干渉素子を試作し磁気センサ機能を確認

した。社外研究機関ヘの協力としては,核融合研究用化合

物超電導体コイル導線の納入,送配電光計測用(cd, Mn)

Te単結晶の組成制御があげられる。そのほかの材料開発で

石升 究

電子機器分野では,レーダ信号に含まれる,雨等からの

昌標以外の反射エコーを抑える適応フィルタの開発,ディ

ジタルビームフォーミングレーダの複数ビームを効率良

く形成する方式,静磁波共振器を利用したGHZ帯の周波数

制御がたやすい小形発振器など,レーダ及び通信機器の改

良に成果がみられた。また,ハイビジ,ンのマルチスクリ

ーンディスプレイを行うシンクロナイザ,4 チャ才ソレ音声

PCMユニットを開発し, AV機器の臨場感増強の要望にそ

は, VLSレやンファコート材シリコンポリマ,フラットパッ

ケージ用リードフレーム銅合金,配向性を改良した強誘電

性液晶がある。デバイス開発では,室内臭気センサ,フロ

ツピー磁気ディスク用MIG磁気へッドがあり,製造プロセ

ス開発としては,文寸フロン対策として注目されている氷粒

子吹き付けによるクリーニング,接合剤を使用しないシリ

コンとガラスの接合方法,非球面の精密研磨法などがある。

情報処理分野では,"科学技術用高速計算システム"プロ

ジェクトの一環として,比較的小容量の計算機を用いて,

大規模な処理を高速に行う,並列処理方式の超高速プロセ

ツサ,人工知能に適したA1チップ搭載ボード, TRON仕様

チップ用りアルタイム0Sなどを開発した。また,線形音素

文脈モデルによる会話音声入力の識別精度向上,雑音除去

機能の付加による航空機内ほかでの信号処理など,音声技

術の実用化にむけて研究を進めた。そのほか,文章を効率

的に管理する内容検索方式,画像を含めて検索する図形の

処理方式,多人数での協力作業を支援するソフトゥエア意

なえた。

光技術の利用としては,その将来が注目されている光二

ユーロコンピュータによるアルファベット26文字の不完全

文字判別に成功したほか,距離測定光源として,固体レー

ザを高い励起効率で発振させる小形のレーザ光源,赤外線

撮像による広域監視を可能にする広角光学系を開発した。

また,微細加工,微細欠陥の検出などにも,レーザ光の利

用技術を展開した。

工才ソレギー機器分里予では,将来工才ソレギー研究の・一部と

して,内部改質方式溶融炭酸塩型燃料電池を試作し,国内

最大規模の電極を用いた1,600時問の安定な運転特性を確

認した。また,核融合実験装置用の磁場補正制御方式を開

発した。大出カレーザに関しては,"超先端カロエシステム"

プロジェクトに参力Πし,大出カエキシマレーザの開発を進

め,パルスエネルギー 1J,50OHZ発振の見通しを得た。ま

た,パルスレーザ電源の半導体素子化を図り, FET制御に

よる銅蒸気レーザの発振に成功した。

・一方,従来製品の改良にたいしても, CAEを駆使し,設

計を基本から見直し,冷蔵庫圧縮機の効率化,真空ポンプ

内の流れ解析,磁気へッドの接触解析,発泡断熱体の充て

ん法改良などを進め,1C設計にたいしても,キャリアの非

定常輸送を考慮したシミュレーション技術が展開された。

この方面での成果は,研究編以外の各事業分野での製品開

発に,より多く利用されている。

冨

図イ云達システム,ワークステーションでのシミュレーショ

ンの改良等,多様な研究が進められた。

] 研 21究



1.1

. MOCVD法による高温超電導膜の高速合成

材料・電子デバイス

Y系高温超電導膜の作製において,溶剤アシスト法という独自の

方法で原料を輸送するMOCVD (有機金属化学気相成長)法を開発

し,20μm/時(従来の40倍)という高速合成を達成した。この方法

は,溶剤の蒸気で原料の輸送を促進するもので,最大の課題であっ

た原料の昇華性,安定性を大幅に改善できた。得られた超電導膜は,

84Kという高い遷移温度を示し,緻密でかつ表面は平たんであると

いう特長を持っている。また,この作製法は,連続合成も可能であ

るので,高温超電導体の線材化にとって最も有力な手法のーつと考

えられる。

この研究は,通商産業省工業技術院ムーンライト計画 r超電導電

力応用技術開発コの一環としてNED0からの受託により実施した。

.高温超電導体を用いた超電導量子干渉素子

高温超電導薄膜を用いて超電導量子干渉素子(SQUID)を試作し

た。組成の異なる夕ーゲットを同時に放電して,組成を精密に制御

するという当社独白の方法で形成した超電導薄膜を利用した。この

膜は成膜後,熱処理を行わなくても,膜の表面が非常に平滑である。

超電導量子干渉素子を形成するための微細加工には,Gaの収束イ

オンビーム(FIB)を用いた。 Gaイオンを注入することにより,酸

化物超電導薄膜の一部分を絶縁体化し,微細なブリッジ構造を形成

した。

このようにして形成された超電導量子干渉素子は,外音畷茲界に対

して周期的な応答を示し,磁気センサとしての機能が確認された。

. DPC-EXコイル用Nb.sn超電導線

義回一^)>

日本原子力研究所で実証ポロイダル①PC)計画を推進中であ

る。この計画コイルのーつであるDPC-EXは, Nb.sn導体のトカマ

ク型核融合炉用ポロイダルコイルへの適応性を実証するための超電

導コイルである。このコイルに用いられるパルスN、sn超電導線を

開発製作した。以下にNb.sn超電導線の特徴及び製作結果を示す。

a)ヒステリシス損失を低減したTaバリアNb.sn線を開発した。

②超電導線(ストランド)間の結合損失の低減化として, Nb.sn線

表面に連続Crめっき絶縁を開発実施した。

B)さらに,結合損失の低減化としてNbδn線としては,短いツィス

トピッチとした。

④ WT付近で高い電流密度を持つln添加Nb.snを採用した。

.電子スピン共鳴法による酸化物高温超電導体の解析

膜

基板・・ーー三,、
SrTI03

Y系超電導膜の走査電子顕微鏡写真

酸化物高温超電導体の材料開発を目的として,電子スピン共U鳥

(ESR)法による解析を行っている。超電導状態での臨界電流密度を

高めるためには,絶縁相濃度の低減,単結晶化などが必要である。

ESR法により,~1M%以下の絶縁相(Y.Bacuo。, Bacuo.)の定

量が可能であることが分かった。また,超電導状態での特異吸収に

基づき,結晶の均一性の評価が行える。さらに,当材料の空気中安

定性を確かめるために,超電導単一相を空気中に保持させたときの

ESR信号の変化を追跡した。その結果,三重ペロブスカイト構造の

C軸に垂直方向での局所配列の乱れに伴い,信号強度が増加するこ

とが分かった。

、ト'.゛ー゛^閏.、宅,^b^

トーーーーー^

10μm

DPC・EX用Nb.sn超電導線(ストランド)の特性諸元

超電導量子干渉素子

η泉1土

CU比

Taバリア厚

臨界電流

NON・CU臨界電流密度

フィラメント径

フィラメント数

ツイストピッチ

Crめっき厚

'ノ

22

試験検査結果

080mm

2.0

21μm

148.5A

842A/mn〕'

3μm

5,600

13mm

5μn〕

0.80】nm

2.0-2.1

20-21μm

塗110A (10T+4,2K)

塗710A/mm气10T+42K)

冬3μm

5,600

壬15mm

5μm

仕 様

YBa2CU307_8 Powder

(3 months m alr after powderm尽)

X 2,000

X 2.000

X 5,000

2.6 28 3.0 32 3,4 3.6

磁場

超電導体(YB灸C山0ト.)の空気中劣化後のESR信号の温度変化

＼

180

100('C)

RT

9220MHZ
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@光電流センサ用(cd,Mn) Te単結晶

高度情報化社会の進展に伴い電力の安定供給,高品質化の要請は

ますます強くなっており,配電線路情報収集のための新たな高感度

光センサの開発が望まれている。特にこの光センサには,微ナ也絡故

障時に流れる零相電流等の微小電流が検出可能なことが求められて

いる。従来のファラデー材料(鉛ガラス)は検出感度が不十分で,

小型軽量化に難があるため,従来材料の30倍の感度を持つ(cd,Mn)

Te単結晶に注目し,使用光源波長に対応した最適Mn濃度の結晶開

発に成功した。その結果,センサ信号処理の高度化とあいまって,

零相電流0.2Aの検出が可能となり,各相電流計測精度士0.5%以下

の光センサカ新与られた。

この研究は,中部電力妹)との共同開発の成果である。

.強誘電性液晶配向制御技術

強誘電性液晶は,高速応答性,メモリ効果,高コントラスト比な

ど従来の液晶にはない優れた特性を持っており,次世代表示素子材

料として注目されている。しかしながら,従来の配向制御方法では,

これらの1寺性を表示面全域にわたり均一ーに発揮させることが困難で

あり,新たな手法の出現が望まれている。

当社では,通常写真(a)のような構造となるSi0斜方蒸着膜が,蒸

着条件を最適化した場合に,(b)に示す比較的鋭い斜方柱状構造を

とり,強誘電性液晶に適した配向制御膜として機能することを見出

した。この膜を適用した素子では,70μSの応答,完全なメモリ,

40~50のコントラスト上ヒが得られ,これらは表示面内で均一であっ

. VLS1用高耐熱高純度シリコ

半導体はデザインルールの微細化に伴い,素子のビットエラーや

アルミ配線の損傷ヘの対策が重要である。そこで,素子にかかる封

止樹脂の応力を緩矛口するバッファコート材料には,耐クラック性,

シリコン基板との接着性や硬化収縮の低減が必要である。このよう

な背景に基づき,均質な薄膜を形成する高耐熱,高純度シリコーン

ポリマーを開発した。新しく開発したシリコーンポリマーは,けい

素原子と酸素原子とがはしご型に交互に長く結合した構造で,シリ

コン基板との接着性に優れ,透明で,硬イ断妾の膜ベりがないなどの

特長があり,表に示す特性を持っている。また,このシリコーンポ

リマーをバツファコート材半斗として素子に信頼性評価をかけた結果,

優れたバ、ソファ効果が確認された。

争.
1今ラ美ξ11'1・Υ容3、'1參'ゞ五ゞ、途y{立、ゞ、叔,/嘉リ兵一ー"ー'"才玉Y . n '气キ'

目

(cd, Mn) Te単結晶ウェーハ

(上)同結晶チップを組み込んだ光電流センサの検出部

(右から) 40φ,30φ,センサ素子チップ3mmX 3mm

た。今後,高精細表示素子,空間光変調素子ヘの応用展開が期待さ

れる。

ンポリマー

.1Cリ

最近の半導体産業の発展に伴い,1Cパッケージの傾向として小型

化・多ピン化と同時に表面実装タイプが拡大しつつぁる。また,集

積度の増大に伴う発熱等により,リードフレーム材としては,より

熱伝導性が高く,かつ高強度を持つ素材が求められている。

当社では,既にMF202を製造販売しているが,さらに多様化する

ニーズにこたえるためMF224 (CU-2.4%Ni-0.16%P-0.4%si合金)

を開発した。この合金は,金属問化合物を微細かつ均一に分散させ

ることにより,銅系りードフレーム材中で最高級の強度(42アロイ

に匹敵)と高熱伝導性を達成した。さらに,異方性が小さいため,

小型パッケージの代表であるフラットパッケージに適している。

ドフレーム用新銅合金MF224

仏)通常の斜方蒸着膜

戸'、金、、',、'亀ず'1琴訊智響ゞ丁

ゞt 、・ J{1;'L立V・予ン,j、ンニ父父yvj
1 ン、、'Y、~Lに1ゞ鷲風W無

Na, K含有量

ウラン,トリュウム含有量

耐当八陛(減量開始温度)

残留応力

誘電率akHZ)

誘電損失akHZ)

絶縁破壊電界

項

VLS1用シリコーンポリマーの特性

(b)条件最適化斜方蒸着膜

目

研
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.空気清浄機用臭気センサ

昨今,生活空間における快適性の向上が求められ,においに関心

が高まっている。当社では,新脱臭材による脱臭効果の高い空気清

浄機を1989年秋に発表したが,それに付随して脱臭を効率的に行う

目的と,その効果を表示するために,室内の悪臭(タバコの煙など)

を高感度に検知できる信頼性の高い半導体式臭気センサを開発し,

この機器に搭載した。この臭気センサは,特にタバコの煙に含まれ

るニコチン,アセトアルデヒド,アセトンなどの有機ガスを数十Ppb

オーダーで検知することが可能である。基本材料としては,酸化イ

ンジウム(1ル0.)を用い,数種類の"虫媒、を添力Uしたもので,膜の均

一化,微粒子化を研究し,更にガス感度を高めるために最適加熱温

度を見出したことで性能を確保している。

.大容量FDD用MIG (メタルインギャップ)ヘッド

FDDの一層の大容量化に対して,メタルディスクとMIGへッドは

拡張性と発展性を持つ優れた組合せである。我々は,4M~15Mバ

イトの大容量FDD用にギャップ面に平行に厚さ数μmのセンダスト

膜を被着させたメタルディスク対応のMIGへッドを開発した。セン

ダストは,フェライトの2倍の飽和磁束密度を持っので強い記録磁

界が得られる。このため,メタルディスクを使用した場合,フェラ

イトヘッドと上ヒベて1.3~1.5倍の再生出力が得られ,オーバライト

も10dB程度優れている。また,現行のフェライトヘッドの加エプロ

セスにセンダストスパッタエ程力功口わるだけなので,生産性も良い

のが特長である。写真は,線記録密度50KFRPI(FIUX Reversalper

Inch)のMIGへッドのディスク対接面を示す。

.陽極接合法による半導体圧カセンサ組立技術

車載用の半導体圧カセンサの素子とガラス台座の接合のために,

大口径ウェーハサイズのシリコン/ガラス真空陽極接合技術を確立

し,量産プロセスに導入した。真空陽極接合法は,①低温で真空気

密の強固なシリコン/ガラス接合が可能,②接合介在層が不要で,

大面積の均質接合が可能,③余分材料の持込みがなく半導体プロセ

スの汚染がない等の特長があり,多数の素子が形成されたシリコン

ウェーハと4インチサイズの台座ガラスの一括接合が可能である。

装置及びプロセスの開発により,ダイヤフラム真空室の気密性の改

善と素子の低残留応力化を図り,センサ特性の安定化と量産性の高

い接合技術を確立した。

ノ÷

'会ミ',

,竃蕪毛

、ノ

カロエヘッド
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.超精密非球面研磨法

フ

点一

一般に,研磨における除去量は,①加工圧力,②砥粒の種類とそ

の作用数,③研磨工具の滞留時間に比例するものであり,したがっ

て高精度化のためには,これらを各々精密に制御,あるいは均一化

することが課題となる。ここでは,非球面研磨において最大の課題

である加工圧力の精密制御に着目し,①加工圧力の作用方向を常に

加工物の法線方向に制御する。②加工圧力の変動が2%以内になる

ような制御をする。③研磨加工と形状評価を組み合わせた加エプロ

セスを適用する。などの特徴をもつ加工方法を開発し,0.1μm形状

精度の加工を実現した。この技術は非球面レンズの加工及びレンズ

成形型の加工に適用することができ,量産光学部品の生産に貢献す

ることができる。

センダスト

ゞ'今1・やニリノ

む."ン'

ヂ、'、美キ窃、、,拶、ーゞ

イレーズギャップ

FDD用MIGへッドのしゅう(摺)動面拡大写真

トー即0川一→

基凖真空室

'''

三

300μm
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ダイヤフラム シリコンチッブ

陽極接合法によるIC内蔵形圧カセンサ断面構造図

ガラス台座
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.ウルトラクリーンブラスター装置(UCB)

超LS1を歩留り良く製造するには,基板表面に付着したサブミク

ロン粒子(ダスト)を除去する技術が必要である。従来,基板表面

のダスト除去としてブラシ洗浄,高圧ジェット水洗浄及び超音波洗

浄等が使用されているが,対象とするダストの粒径が微小化するに

つれて洗浄効果の低下が問題となっている。そこで今回, CVD膜表

面の強固に付着したサブミクロン粒子の除去を目的として,微凍結

氷粒子(30~300μm)を用いた半導体ウェーハ洗浄装置を開発し

た。装置原理は,液体窒素を冷媒とし微噴霧させた超純水のミスト

を凍結させることにより微凍結氷粒子を製造する。さらに,この微

凍結氷粒子を基板表面にブラストすることによりサブミクロン粒子

の除去を行う。また,サブミクロン粒子の除去のみならずオイル汚

. CRTの表示系シミュレーションシステム

CRTの画質を支配する要因であるビームスポット及び蛍光面構

造を変化させたときの画像をコンピュータによりシミュレートし,

表示するシステムを開発した。

このシステムは,ミニコンピュータ,高解像度グラブイックディ

スプレイから構成され,グラフィックディスプレイ上にシミュレー

トしたCRTの蛍光面を拡大表示し,ビームスボット形状をこの蛍光

面の輝度変化で表現して画像を生成した。観察はこの画像をレンズ

系で縮小して行い,実際のCRTに極めて近い画像が得られた。

これにより,現状では実現できないビームスポット・蛍光面条件

.強度設計支援材料強度データベースシステム

電気・電子機器に使用される構造材半斗は多様化するとともに,使

用環境も過酷化の傾向があり,強度設計に必要な材半躬金度のデータ

の共通化の要望力阿金まってぃる。このため,構造材料の選定,強度・

寿命予測,機器の信頼度評価が容易にしかも迅速に行えるように,

コンピュータを利用した強度設計支援材料強度データベースシステ

ムを開発した。

このシステムは,各種構造材料の極低温から高温に至るまでの静

的,疲労,クリープなどの強度特性の検索,編集加工の機能ととも

に,強度設計に必要な強度データの推定,機器部材の強度判定,寿

命予測,信頼度評価の機能を持っている。このシステムを用いるこ

とにより,信頼度が高くかつ迅速な強度設計が可能となる。

れの除去も可能でありフロン洗浄代替技術として注目されている。

この装置開発は,当社と太陽酸素(掬の共同で行われた。
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Pr010g処理用A1チツプ

ーニ1

での画像を事前に確認でき, CRTの開発に貢献した。

ソミュレートされた ^1 コ1

堂光休ドノト

ノ、'

趨1

ゞ

測
.壷

ウノレトラクリーンブラスター装置

.

グラフィソク

ディスプレイの
宣光体ドソト

1.2 情報処理

. A1チップ搭載推論ボード

J.大ワリ半、

乎';,6)よ＼000
100.oq ooo

ヘ.、C一仁イ.r

^
寺一

論理型言語Pr010gを高速実行可能なA1チップを搭載した推論ボ

ドを開発した。搭載されているA1チップは, pr010gの抽象化実行

モデルWAMに基づき独自に開発されたもので,絞り込まれた基本

命令群にVLS1実装の利点を生かしたPr010g専用命令が追加された

命令セットを持つ。特に,推論が失敗したときの後戻り処理や参照

ポインタをたどってゆく処理等が高速化されており,appendプログ

ラムの実行で約30OKUPS(約30万推論/秒)の推ヨ兪注能がある。開

発された推論ボードは, VME標準バスを介してホスト計算機

(UNIX系のEWS)に接続され,ホスト側でコンパイルしたプログラ

ムをダウンロードして高速実行させることのほか,インタプリタを

用いたプログラム開発も可能となる。

1.而汗 1子巳
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強度設Ξ十支援材料強度データベースシステム
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@ TRON仕様チップ用りアルタイム0S "MR3200"

TRON仕様チップ"M32シリーズ"搭載用りアルタイム0Sとして

μITRON仕様に準拠したMR3200を開発した。 MR3200は機器組込

み制御分野を対象とし,当社16ビットμC用りアルタイム0S

"MR7700"とC言語レベルで互換性を持つ。また,タスク起床時間が

19μS,その間の割込み禁止期問が10μSという高速な実イテ陛能と応答

性を実現し,BTRON仕様OSを搭載したコンピュータとデータの授

受ができるファイル機能もオプションとして提供する。したがって,

M能シリーズ製品群と糸且み合わせることにより, FA分野やOA分野

における高速な制御とインテリジェントな機能の実現を可能とする。

.線形音素文脈モデルによる音声認識技術

自然会話音声入力による理想的なマンマシンインタフェースの

実現に向け,大語い(灸)の連続音声認識技術の確立が希求されてぃ

る。その基本となる音素認識技術においては,調音結合(音素の物

理特性が,文脈・発話速度・話者の個人性等の要因による極めて複

雑に変動すること。)の問題が最大の技術的課題である。この研究

は,調音結合問題を根本的に解決しようとする試みであり,音素文

脈すなわち前後の音素の続き具合いによる音素パターン変形を線汗多

モデルを用いて精密に表現する方式により,音素識別精度を飛躍的

に向上させることに成功した(学会発表:1EEE1989 音響・音声.

信号処理国際会議)。この研究により,自然会話音声理解技術は実用

アブリケーション

フログラム

化に向け大きく前進した。

.雑音除去機首E付き2.4KbpSボコーダ

イベントフラク

衛星通信や防衛通信等の周波数利用術亦艮の厳しい回線においては,

低ビットレートで了解性の高い音声を伝送できる音声符号化方式の

導入が望まれている。環境騒音が大きい航空機・自動車等の各種移

動体通信ヘの適用を目指し,高い雑音除去機能を持っ2,4KbpSボコ

ーダを開発した。この装置は2石の高速信号処理プロセッサΦSP)

で構成しており,独自の雑音スペクトル推定・雑音抑圧アルゴリズ

ムの採用により,有音区問平均7dBのスペクトルひずみの改善と,

無音区間での大幅な雑音レベルの低減を達成している。このほか,

音韻パラメータにメルケプストラムを用いることにより合成音の自

然性を高め,誤り訂正・補正処理の最適化により2%程度までの伝

送ビット誤り率においても十分明瞭な音声が得られる。

タスク管1里

M32

リ0ドライハ

タスク行属同期

セマフォ

ROM RAM

メモリ

害W込み管理

メイルポソクス

割リ込み
コントローラ

システムタスク

スケジューラ

時問管理

基本構成

入力音声

タイマ

MR詑冊機能構成

〆モリフール管理

「^でーー

'j ,

モノユ^J、

ノ、ラレル

リ0ホート

特徴抽出

ノゞ^ゞJ ヨン

仁七王臼

.文書管理における内容検索方式

ノリアル

V0ホート

音素認識

ソステム

モンニ^ル

技術部門等で扱われる大量の文書を効率的に参照・流用するため

に,文書をデータベースとして蓄積し,その記述内容による検索を

可能とする内容検索方式を開発した。この方式では,文書を書式情

報に基づきパラグラフ単位に分割したパラグラフ清報を抽出・蓄積

しておくことによって,書式によって定められた項目や内容でパラ

グラフに対する検索条件を指定すれぱ,蓄積されてぃる文書の中か

ら該当するパラグラブを検索し出力することができる。この機能を

用いれば,例えば文書の"概要"や"機能"等の指定で,必要なパ

ラグラフのみを検索し,目的の情報を得ることが可能である。これ

により,文書作成業務の効率化を図ることができる。

言語処理

音素標凖
ノぐ夕^:ノ

言忍識・理解結果

音素認識の高精度化

応用分里チ
音声タイプライタ
音声丈寸言舌システム

自動通訳システム

くミフ.,,・

ノ、ート

ウーア

線形交脈
モテリレ

でX旦厄迎厄^

発声速度
モテリレ

*

個人性

モデル

大語い(粂)連続音声認識システムの構成

その他の

変動モデル

* 新規開発技術
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ホスト計算機

台帳データ

リレーショナル

データペース

(RDB)

2,4KbpSボコーダ

エンジニアリンク

ワークステーション

(EWS)

データベース

゛と王里

ノぐラグラフ

土武王田

文書データ

電子ファイル
(電子キャビ才、ツト)

技術女書の作成,編集

技術女審の検索

バラグラフ情報

システム構成
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.知識処理を用いたマルチメディア情報の検索方式

文字や数値ばかりでなく,図形や画像も含めたマルチメディア情

幸畏を扱うシステムへの要求が高まっている。我々は,発電所で用い

られてぃる系統図や設備台帳などを対象に,マルチメディア情報の

蓄積・検索方式の研究を行っており,今回,知識処理を用いた図面

の検索方式を開発した。この方式では,利用者は検索したい図面が

持つ"並列性""連続性"等の図面特徴を簡単な図形により例示す

る。システムは,この例示図形を知識を用いて解釈することにより,

利用者の検索要求に柔軟に対応した検索が可能となる。この研究は,

通商産業省工業技術院大型プロジェクト「電子計算機相互運用デー

. MD木を応用した図形データ管理システム

二次元や三次元の点q尿・記号などの図形データの効率的管理・

検系方式として, MD木(Multi-Dimensional Tree)を開発した。

MD木によれぱ,「ある点に最も近い~上「ある範囲に含まれる~」

などの位置に基づく検索が容易,かつ高速に行える。また, MD木

は,捲造的特長として,完全平衡木といケ性質を持つ。MD木を応用

したGKSライクなグラフィックライブラリ MD-Kerne1を開発し

た。 MD木,及びMD・Keme1を利用することで, E圦7S上での大量な

線,シンポルなどの管理,高速な表示,検索,編集が可能となった。

現在, MD-Keme1の配電マッピングシステム,電子回路CAD,建築

CADシステムへの適用を進めている。

.協同作業支援を指向したソフトウェア意図伝達システムCOMICS

タベースシステムの研究開発」の一環としてINTAPがNED0から

委託を受けて,実施したものである。

設計.i十画・運用など,プロジェクトを組んで問題解決・意志決

定を行う分野で,計算機による協同作業支援(CSCW)が注目され

てきている。 COMICSは,この協同作業支援の立場から,ソフトゥ

エア開発チームのメンバー間や開発チームから保守チームへの意図

伝達を支援するシステムである。 COMICSは,劇場モデルをべース

にしており,種々の視点から見たソフトゥエアの意図をダイナミッ

クに表現することを目指している。また,視点の設定やデータ入力

がマウスオペレーションで容易に行えるようになっている。今後,

大規模プロジェクトにおけるコミュニケーション支援ツールとして

適用していく予定である。

.ワークステーションをべースとしたマイクロプログラム開発支援システム

システム構成

マイクロプログラムの作成からシミュレーションまでを会話的に

行える環境をワークステーション上に構築した。このシステムは,

マイクロプログラム開発時にその言語仕様定義とハードゥエア記述

をあらかじめ定義するだけで,処理系は開発対象機種に共通して使

用できる汎用的なシステムである。処理系はC言語で記述されてお

リ,マイクロプログラムのアセンブル,りンク,フローチャート出

力等の機育Ξのほか,ハードゥエアのΞ己述言語やシ ミ ユレーションコ

マンド等を提供している。また,シミュレーション動作の視覚的な

追跡を行うことも可能である。
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1.3 電子機器・光応用装置

.ディジタルビームフォーミング(DBF)レーダ用ビーム形成アルゴリズム

DBFレーダ用複数ビーム形成アルゴリズムを開発した。DBFレー

ダは,次世代のレーダと言われるもので,同時に多数のアンテナビ

ームを形成(現在のレーダは・一本のビームのみ)でき,複数の妨害

波や多くの目標に迅速に対処できるものとして期待を集めてぃる。

今回開発したアルゴリズムは,素子数と同数のビームを効率良く形

成可能な高速化アルゴリズムと,任意の数のビームを任意の方向に

指向させ得る高精度化アルゴリズムから成り,試作した64素子DBF

レーダ装置によりその性能評価を行った結果,少ない素子数にもか

かわらず,ピークサイドローブレベルー32dBを達成できることが

確認できた。

.2個の静磁波共振器を用いた広帯域同調形発振器

発振周波数を5~20GHZの問で任意に設定できる静磁波(MSW)

同調形発振器を開発した。この発振器は,トランジスタの二っの端

子に所定の共振周波数差をもつく(矩)形YIG薄膜MSW共振器を接

続して構成され,電磁石内に収納されている。二っのMSW共振器

は,共振周波数差を一定に保ったまま印加磁界により共振周波数が

変化するので,電磁石のコイル電流によって発振周波数を制御でき

る。共振周波数差は,YIG薄膜のエッチングパターンで決定されるた

め,従来のYIG球を用いたものに比較し精密な組立てが不要となる。

また,共振器が薄膜であるため半導体回路と組み合わせて発振器を

平面構成できる。

.ハイビジョンVTR用シンクロナイザ

1-1,
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ハイビジョンの臨場感を・一層増すために,マルチスクリーンによ

る大画面ディスプレイ化が進展しており,今回,このためのハイビ

ジョンVTR用シンクロナイザHS-104を開発した。主な特長は次の

とおりである。

住)業務用V2インチハイビジョンVTR HD-10を 4台まで並列同

期運車云でき,4画面までのマルチスクリーンディスプレイが可能で

める。

他)映像の 1画面(フレーム)ごとに対応したタイムコードの記録

とマイコンを駆使したテープ送り速度制御により,それぞれのVTR

の映像を1画面の精度で合わせられる高精度同期を実現してぃる。

(3)二つの同期した映像ソースを必要とする立体ハイビジョンやマ

ルチチャンネノレ音声との同期などの幅広い応用に対応できる。

.ハイビジョンVTRの4チャン才、ル音声PCMユニット

ν2インチカセットを用いた業務用ハイビジョンVTRに接続する

4チャンネル音声PCMユニットを開発した。このユニットの特長は

次のとおりである。

(1)標本化周波数は48kHZ,量子化は16ビットであり高品位な再生

音力新昇られる。また,音声は4 チャンネノレのため,ハイビジョンの

3 - 1方式(前方3,後方 1チャンネル)等に対応できる。

②光/同軸2系統のディジタル入出力を備え,各種ディジタル機

器との接続に対応できる。

(3)新規開発のデータ配列により,1へッドの目詰りが起こっても

雑音が発生することはなく,なめらかな再生音が得られる。
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2個の静磁波共振器を用いた広帯域同調形発振器
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.光ニューロコンピュータを用いてアルファベット26文字の認識に成功

"アルファベット26文字を認識する光ニューロコンピュータ"の実

証に成功した。キーポイントは,ニューロン問の酉酎泉及びその結合

強度が学習によってディジタル値をとりながら変化する"ディジタ

ル学習アノレゴリズム"を考案し採用したことにある。この光ニュー

ロコンピュータは,発光素子アレー,ディジタル的に動作する光配

線・結合素子及び受光素子アレーで構成されている。このシステム

形が不完全であいまいな英文字を入力すると,それがアルファこ

ベット26文字の中のどの文字に近いかを判断し,その判断結果を正

しい答として出力する。このシステムと光ニューロチップ作製技術

とを組み合わせることによって,より本格的で実用的な光ニューロ

コンピュータの実現を目指している。

.光給電式インテリジェント差圧伝送器

光時代の計装システムー光ディジタル計装システムの主要機噐

として,光給電式インテリジェント差圧伝送器を開発・試作した。

電子回路の低消費電力化を行うことにより,光給電での動作を可能

とし,電源メンテナンスを不要とするものである。

伝送線は,給電と清幸尉云送とを共通化した光ファイバー線式で,

最大2kmまで伝送可能である。また,零点及びスパン調整や自己診

断などのインテリジェント機能を持ち,流量計・圧力計・レベル計

などのセンサに対応する。

. LD端面励起QスイッチNd: YLFレーザ

ー.、^ーー^ーーー

「i立一_二[一一十

レーザ担嘘巨装置用光源として,半導体レーザダイオード(LD)に

より励起を行うQスィッチNd: YLFレーザを開発した。励起方式と

して,1Wの出力をもつ 2個のLD出力光を光学的に結合し固体レー

ザの発振領域を集中的に励起する端面励起方式を採用しているので,

従来のフラッシュランプ励起の固体レーザに比ベ高い励起効率を持

つ。また, Qスイッチとして,電気光学効果によるニオブ酸りチウム

Qスイッチを用いているため小型,低消費電力である。このレーザ

は,パルス繰り返し lkppSまでの高繰り返し動作が可能であり,繰

り返し lkppSにおける出カバノレス光のピークパワ一は12.5kWであ

ζ)。
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光ニューロコンピュータの外観
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アンプ部マイクロプロセツサ部
センシング部A/D部インタフエース部光回路部

.赤外線超広角光学系

波長3~5μm帯赤外線撮像装置用に広域監視に適したFナンバ

1.2の超広角光学系を開発した。512×512素子IRCSD山を用いて視野

92゜×68゜(対角Ⅱ2゜)内の映像を得ることができる。撮像例を図に示

す。開口整合形式⑦を採用することにより光学系鏡筒からの熱ふく

身寸を遮断し,広い温度範囲で使用することができる。また,レンズ

面間の多重反身寸光をぼかし太陽光のゴースト像を発生しないように

した。この光学系によれぱ全視野にわたって鮮明な映像を得ること

ができる。

注{1}上lfr且一Red charge S訊,eep DeYice

伐)身寸出ひとみ(踵)をコールドシールドの開口と一致させた光学系
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.空間フィルタリング法による周期パターンの欠陥検査技術

デバイスの高集積・微細化に伴い,その検査にも高度な技術が要

求されている。半導体メモリなどでは,サブミクロンの欠陥力炉遍題

となっており,検出能力や検査速度の点で一層の向上が望まれてい

る。この解決のため,今回,空問フィルタリング法を用いた周期パ

ターンの欠陥検査技術を開発した。これは,レーザ光で照明し,結

像光学系の対物レンズの焦点面に空間フィルタと呼ばれる被検物の

回析パターンを持つ遮光板を配置して,周期成分を除去しランダム

成分のみを映像化するものである。このため,サブミクロンの欠陥

.ナノメータ位置決め技術

電子部品や半導体の製造工程では,微細化,極限性能の追求が進

人でいる。近い将来,それらの生産設備には,ナノメータオーダー

の超精密位置決め技術が必要不可欠とされている。このような背景

から,ナノメータ位置決めテーフ'ノレの開発に耳又り組み,ボールねじ

駆動の高速粗動テーブルと圧電素子をアクチュエータとする微動テ

ープルとを組み合わせた粗微動複合型テーフンレを開発した。位置決

め性盲をは,15mmのステップ送りに対し,起動後0.2秒ぐ、位置決め精

度士3.3nm(σ)に入り,従来の半導体露光装置で実用化しているサ

プミクロンオーダーのテーブルに比ベ,位置決め時問特性を落とさ

ずに精度を大幅に向上することができた。

1.4 エネルギー機器・ CAE

命間接内部改質方式溶融炭酸塩型燃料電池

も容易に短時間で検出することができ,

層の微細化にも対応できる。

内部改質方式とは,溶融炭酸塩型燃料電池の電池内部に"虫媒を設

置し,電池の動作温度(650゜C)を有効に利用して,燃料である天然

ガスを水素に変換する改質機能を持たせたもので,高い発電効率や

コンパクトなシステムなど優れた特長が期待できる。内部改質方式

には,ゑ虫媒を直接電池内部に設置する直接型と,"虫媒を改質器に入

れて電池内に設置する間接型があり,直接型は新エネルギー産業技

術総合開発機構の委託で,また間接型は関西電力欄との共同研究で

研究開発を進めている。今回,国内最大規模の5,ooocm'サイズの電

極を用いた 3kW級間接内部改質電池を試作,1,600時間にわたる運

転評価を行い,同方式の安定な運転特性を確認した。

(の空間フィルタ

1踊1彫.

また今後の,パターンの・ー

(b) 空問フィルタリン

グ後のウェーハ表

面画像と検出異物

働電総研TPE-1RM15逆磁場ピンチ核融合実験装置用誤差磁場補正フィ

DCEータ

.

圃ウェーハ表面画像

TPE・1RM15は,逆磁場ピンチ方式の核融合実験装置で,ドーナ

ツ形状のプラズマを発生させ,これに大電流を流す。このプラズマ

を収める真空容器の夕H則には,電磁気的な作用によってプラズマの

不安定性を抑える銅製のシェルが設けてある。ところが,このシェ

ルは周回方向に対する電気絶縁のためのカットが2箇所に設けられ

ており,ここに流れる渦電流が局所的に誤差磁場を発生させてプラ

ズマの閉じ込めに悪影響を与える。この誤差磁場を補正するシステ

ムを電子技祐諦念合研究所と共同で開発し,装置性能の向上を達成し

た。このシステムでは,磁気プローブで検出された誤差磁場信号を

演算処理し, PWM方式のトランジスタインバータ(440kvA)に

よりシェルのカット部に設けられた局所コイルを励磁して誤差磁場

補正の高速なフィードバック制御を行っている。
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3kW級問接内部改質方式溶融炭酸塩型燃料電池
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働 FETによる大容量銅蒸気レーザの放電制御

銅蒸気レーザやエキシマレーザなどの高電圧バルス制御電源を,

半導体素子化することに成功した。この開発は,従来使用されてい

たサイラトロンをなくし,かつ磁気圧縮などの補助回路も用いない

完全半導体素子化を実現したものである。

高速スイッチング素子FETを直並列に接続して大容量化を図っ

た。FETを多段直並列に接続した時のバルス回路シミュレーション

を行い,ゲートや素子パラメータのばらつきを考慮して,ナノ秒レ

ベルでの同時スイッチングを実現した。また,電流・電圧が均等に

分担される低インダクタンスの酉引立形状を開発した。

この電源を銅蒸気レーザに適用して,2×10抑A/Sの小ソdtを達成

し,既に11部Vの大出力のレーザ発振に成功している。

.冷蔵庫用口ーリングピストン圧縮機の高効率化

冷蔵庫用圧縮機の効率改善はオイルショック以後,急速な進展を

得てきた。しかし,空調用圧縮機に比ベて高圧縮比であるため,圧

縮過程でガスが漏れやすく,さらに冷媒流量が少なく過熱されやす

いため,その効率改善も最近では限界に近い状況にあった。そこで

今回,冷蔵庫用口ーリングピストン型圧縮機を対象にその基本設計

を見直し,効率限界のブレークスルーにチャレンジした。特に,圧

縮機構部の損失解オ斤,熱流動解析やモータ設計技術の高度化を図る

ことにより,圧縮機の各種損失の徹底分析と改善策を探り,その基

本構成を見直した。その結果,現行機に対して約]0%の大幅な効率

.希薄気体流れ解析技術

希薄気体流れ解析技術は,分子レベルでの気体の挙動を調ベる技

術であり,特に分子レベルでの流れの制御・予測が重要な真空ポン

プや薄膜製造装置において,その必要性は年々高まっている。

このため,分子流から分子衝突が無視できない中間流までの広範

な流れを解析できる希薄気体流れ解析プログラムを開発した。この

プログラムでは,直接シミュレーションモンテカルロ法を用いるこ

とにより,解析精度の大幅な向上を図るとともに任意の流路形状ヘ

の適用も可能にした。

図は,ターボ分子真空ポンプ資列内の中間流における流れの解析

例を示す。この技術の導入により,初めて分子流から中間流まで広

い圧力範囲にわたって最適設計を行うことが可能になった。

今

＼

1趣荏にイ'ξイ、(イ111fc,,'1"1ヤ昌
4、yr'.'ゞ烹,礎1注、t".亘'

'f.,y 一共1ーシヅ、忠ヌ谷,女
'.才、1ン1 "y,

"^^上^^

ノν」1/1

'、,玉＼、
゛弓会'1

咲三
ゴ'コ」¥

改善を実現することに成功した。写真は,高効率化を達成した冷蔵

庫用口ーリングピストン圧縮機の試作機である。
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. FDDにおけるへッド・ディスク接触解析技術

FDDにおいてへッド・ディスク問でのスペーシング量(すきま)

の増加や局所的に大きい接触圧力の発生は,記録再生特性の劣化や

媒体損傷の原因となる。これらの現象の解明を目的として,①スラ

イダ形状やサスペンション剛性などのへッドスライダ構造,②ディ

スク初期変形などの外乱,③へッド・ディスク間の摩擦係数,など

のパラメータからディスク変牙多及びへッド姿勢(図示)を計算する

ことで,スペーシング量と接触圧力分布をシミュレーションできる

解析技術を確立した。これにより,ヘッドスライダ構造の最適化が

可能となり, FDDの信頼性向上が図れる。さらに,次世代FDDの大

容量化における記録密度の向上にも寄与できる。

'ノ

冷蔵庫用高効率口ーリングピストン圧縮機

、、
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ターボ分子真空ポンプの翼列内速度分布解析例(中間流領域)
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.発泡成形の充てんパターン予測

硬質ポリウレタン断熱体成形において,狭い空げき邸象)に直接反

応液を注入し発泡させる方法が多く用いられている。この場合,断

熱体全体の性能は,発泡反応液の流動径路に大きく左右される。こ

のため,発泡充てんパターンを予測できれぱ,発泡条件の最適化等

をあらかじめ行うことが可能となり,容易に良好な断熱体を得るこ

とができると考えられる。発泡流動過程は,ほぽ高半占性薄板流れと

みなせるが,内部に注入された反応液自体が発泡膨張するというこ

とを考慮しなけれぱならない。開発したプログラムには,これらの

点を十分取り入れ,精度良く充てんパターンを予測できることを検

証した。このプログラムを用いて,例えば冷蔵庫断熱体形成時の反

応液注入位置やガスベント位置の最適設定を行うことが司能となっ

た。

.ウインドーモンテカルロシミュレーション

チャネノレ長0.3μm以下のMOSFETのためのデバイスシミュレー

夕を開発している。 ULS1の高集積化のためにトランジスタの微細

化が進むと,キャリアの非定常輸送現象が顕著になる。従来の流体

モデルのシミュレータでは非定常輸送は扱えない。また,これまで

のモンテカルロシミュレーションでは計算に多大な時間を必要と

し,デバイス開発には実用的でなかった。

現在開発中のウインドーモンテカルロシミュレーションは流体

モデルと粒子モデルを結合し,キャリアの非定常輸送が起こる箇所

のみにモンテカルロを適用している。これにより,非定常輸送のシ

ミュレーションが実用的な計算時間内で行える。

ノノ

、

、

＼

論理図作成用アイコンRAMのマスクパターン

RAM生成ツールの入力・出力例
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マ 注入位置

ガスベント位置

. LS1設計用機能モジュール生成技術

LS1設計では,メモリや乗算器のように機能が明確で,その構成

(ビット数,ワード数など)に多様な要求のある機能モジュールがよ

く使用される。当社では, LS1設計期間短縮を目的に,これらの機能

モジュールを白動生成するためのシリコンコンパイラ技術を開発し

た。 LS1設計者が簡単なパラメータを与えるだけで,短い時間(数分

~数10分)で,電気的性能の保証されたモジュールが生成できる。所

望モジュールのレイアウトパターンだけでなく,独自のパラメータ

化設計言語編集機能により各種LS1設計ツール(論理シミュレーシ

ヨン,タイミング検証,テスト生成等)用の回路モデルを自動的に

生成できることが特長である。現在, RAM, ROM,乗算器, PLA

(pr0宮rammable LogicArray)のジェネレータが開発済みであり,

ASIC設計に実用している。図はRAMの生成例である。

冷蔵庫断熱体形成時の予測充てんパターン
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2
当社の電力・エネルギー分野における技術開発は,総合

技術力による複合的な展開に特長がみられる。例えぱ,制

御方式においては,マイクロプロセッサ利用技術, A1応用

技術等,先端技術の適用による制御システムの開発が進め

られ,ネットワーク化による全発電所トータルの情報管理

システムへの展開にまで発展している。また,開閉機器等

の単独機器では,絶縁技術等個々の基礎技術を結集した製

品化の実現に新たな進展が図られている。

「平成元年」となった昨年も,近づく21世紀に向けて,

社会生活の情報化,高度化,がますます進展した年であっ

た。このため,電力の質に対する要求は更に強まり,供給

面での安定化,効率化,運用の最適化が引き続き求められ

ており,当社もこれに対応した新技術,新製品の開発に積

極的に取り組み,各種の成果をみた。

原子力発電においては,1989年6月に北海道初の原子力

発電所となった北海道電力愉泊発電所1号機が営業運転を

開始した。なお,同 2号機は,1991年6月の営業運転を目

指し,据付け・試験調整を継続中である。また,計装制御

装置の大幅なディジタル化等の新技術を導入した関西電力

樹大飯発電所3号機は1990年2月の"受電"に向けて据付

け・調整・試験が急ピッチで進められている。一方,新型

原子力としての動力炉・核燃料開発事業団,高速増殖炉も

んじゅ発電所向けの中央制御盤及び計装制御盤は工場出荷

を完了した。

火力発電においては,関西電力愉南港発電所向け夕ービ

ン発電機の完成をみたが,これは2極固定子水冷却の当社

初号機である。まナこ,電源開発総松浦発電所1号機1,000

MWプラントの完成などがある。海外向けではチリ・トコ

ピシャ発電所15号機a25MW)の完成があった。

制御分野において,運転・監視・保守面での自動化二ー

ズに対応し,ディジタル情報処理技術を駆使した,火力発

電所総合計装制御・情報管理システムの構築が展開された。

具体的には, A1技術を応用したプラント運転支援システム

が実用化段階に入るとともに,発電所管理面でのOA化,管

電力・エネJレギー

理情報のネットワーク化による発電所トータノレとしての情

報管理システムの充実が図られ,また関西電力樹基幹系統

給電所向け給電指令システムが完成した。

水力発電では,水力向けプラントコントローラ"DCN-

80"を中核とした監視制御装置に新たな実績を残した。主

な工事として,中国電力側弥栄発電所向けに,高精度の流

量数値制御機能を持つ監視制御装置が納入された。

新発電技術では,通商産業省工業技術院ムーンライト計

画の一環として,新エネルギー産業技休j開発機構

(NEDO)の受託のもと,20okW業務用燃料電池発電設備が

オンサイト型発電設備としての実地検証に入った。また,

サンシャイン計画の一環である太陽光発電システムも,

層の効率改善に向けて引き続き開発を推進している。

変電分野における油入変圧器では,低損失技術の集大成

として注目された絶縁レベル低減仕様の50okV変圧器を出

荷し,純ガス式では世界初の275kV低騒音型ガス絶縁変圧

器を開発した。

開閉装置では,高電圧・大容量領域に至る,更なる小型

化・高信頼度化の要求にこたえた製品が開発され,国内外

におけるガス絶縁機器メーカーとしての地位を一層高めた

と白負することができよう。特に,関西電力樹大飯発電所

納めの50okvGISは,増設据付けを完了し世界最大規模の

構成となった。

また,変電機器の保全技術においても,光CTによる気中

変電所の事故点標定装置や,可搬形のガス絶縁診断装置の

開発が完了したことが注目される。

電力系統システム分野においては,全ディジタル制御技

術及びA1応用技術を取り入れ,計画・解析・保護面での各

種システム開発に実績が示された。主なものとして,関西

電力欄との共同研究による年間需給計画支援システムが試

用段階に入った。また,関西電力愉納め木曽川水系日間運

用計画システムは,エキスパートシステムを適用し,日程

計画立案の効率化に大きな成果を得た。

需;プJ ・工才、ルギー 332



2.1

2.1.1

発
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原子力発電プラント

北海道初の原子力発電所となる北海道電力側泊発電所1号機伍79

Mwe)は,平成元年6月に営業運転を開始した。また,同2号機は

平成3年6月の営業運転開始を目指し据付け試験調整を継続中であ

る。計測制御装置の大幅ディジタル化等新技術を導入した関西電力

側大飯3号機(1,180Mwe)は,工場におけるディジタル計装制御全

体システム総合組合試験を完了し,平成2年2月受電を目指し据付

け試験調整中である。同4号機の製作試験も順調に進んでいる。同

じく新技術を適用する九州電力樹玄海原子力発電所3/4号機

a,180Mwe)及び四国電力制伊方発電所3号機(890Mwe)につい

ても設計を鋭意進めている。動力炉・核燃料開発事業団の高速増殖

炉もんじゅ発電所(280Mwe)には,中央制御盤及び計装制御盤を出

荷した。さらに,稼働中プラントの業務機械化を目指した各種技術.

業務支援システムや次期プラント向けに,よりインテリジェントな

2.1.2

国内,海外向けに数多くのプラントを設計,製作,現地建設中で

ある。主なものとして,国内向けでは,関西電力愉宮津エネルギー

研究所1号機375MWプラントの完成,電源開発制松浦発電所]号

機1,00OMWプラントの現地据付け・調整,東京電力側東扇島発電所

2号機1,00OMWプラント及び関西電力愉南港発電所 1号機600

MWプラントの出荷があり,海外向けでは,チリトコピジャ発電所

15号機]25MWプラントの出荷がある。

技術面では,運転・監視・保守が簡素かつ機盲謝生・安全性・信頼

性の高い火力発電プラントの実現のための自動化二ーズと進歩・普

及の著しいディジタノν清報化技術との融合を図った火力発電所総合

火力発電プラント

マンマシンシステムをねらった新型中央制御盤等の開発を進めてい

る。

.タービン発電機

"経琴奮訟、

平成元年の出荷台数・製作容量は,水素冷却機・空気冷却機を含

めて国内向け17台(2,869MVA),輸出向け 7台 a,182MVA)であ

つた。

国内向け水素冷却機としては,関西電力鵠南港火力発電所納め1

号670MVA機,東京電力樹東扇島火力発電所納め2号1,165MVAク

ロスコンパウンド機,北海道電力側泊発電所2号650MVA機の大容

量機を出荷した。いずれも高信頼性・高性能化に配慮した設計とし

た。南港1号機は,当社2極固定子水冷却の初号機であり,最新技

術を結集して設計・製作し,大幅な性能向上が達成されたことを確

言忍した。空気冷却機は国内向けが主であった。国内自家発向け空気

冷却夕ービン発電機として高効率・保守の容易さを特長とした最大

、一Ξ.上トー^

'ニ.'蔀一._ナ斎, →^

建設中の関西電力側大飯発電所3/4号機a,180Mwe)

J^」、

計装制御・情報管理システム構想を展開している。具体的には,既

に高度情幸長化を進めているユニット運用レベルにおいて, A1技術を

応用したプラント運転支援システムが実用化段階に至っており,

部の発電所向けに運転監視操作・操作の支援,制御装置異常発生時

の対応支援のためのシステムの導入が決定している。また,発電所

管理レベルでは,図面管理・帳票管理等の発電所OA化システムの実

績作りに注力しており,他システムとのネットワーク連系による設

備管理,保修管理を含めた発電所トータルとしての情報管理システ

ムの充実が図られている。

^

、

J 4

'、、

.火カタービン発電機用励磁装置の近代化

火カタービン発電機用励磁装置において,信頼陛向上のみならず

電力系統安定度向上及び保守性の改善の観点から,既設直流励磁機

方式から他の励磁方式に変夏する近代化を次のように実施した。

①プラシレス励磁方式(MARKⅢ形)への変更:東京電力側横浜

火力発電所納め2号1,価okW機,関西電力欄高砂発電所納め 2号

2,30okW機をはじめ 6台(うち 3台超速応形)を製作した。

②サイリスタ励磁方式ヘの変更:関西電力側海南発電所納め3号

2,80okW機をはじめ 2台を製作した。

以上のほかに,別置交流励磁機方式ヘ4台更新済みであり,いず

、

容量82.353MVA桜が運開した。

",,一凡ノ、ーー,

ノ、ノ」'ノ
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組立中の関西電力総南港火力発電所1号670MVA夕ービン発電機

叉

.ノ'j、

れの励磁方式ヘの更新も可能な製作体制としている。

'j

東京電力総横浜火力発電所納め2号ブラシレス励磁機

俳且立中の状態)
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.火力発電プラント計装情報システムの動向

発電所総合情報管理システムとして,発電所通信ミニコン経由本

店ホスト計算機ヘのデータ伝送を行うプラン M重転記録編集装置及

び発電所ネットワークと,所内ボイラ等の発電所共用設備制御装置

の集中管理を行う共用計算機及び共用設備ネットワークを納入した。

この両システム共,各制御装置間のデータは高速光データウェイ

による伝送方式であり,高度な佶報管理システムを実現した。プラ

ント運転記録編集装置は発電所の総合情報管理を行い,本店ホスト

計算機ヘのデータ伝送を行うものであり,発電所内の各制御用計算

機が処理しているプラント監視データなどを時系列的に長期問保存

2.1.3

水力向けプラントコントローラ"DCN-80"を中核とする監視制御

装置を,昨年度に引き続き多数,製作,納入した。その中から,特

徴的なものを以下に紹介する。

平成元年8月に運開した中国電力蛛汚尓栄(やさ力→発電所は,地下

式の多層階建屋構造であり,ケーブル削減による経1斉陛向上を目的

として,りモートH0方式を採用した。また,河川放流条件に制約を

うけるため,高精度の流量数値制御を行っている。

・一方,基本ソフトゥエアの実行速度を高速化し,電源開発樹幌加

(ほろ力→発電所等に,電協研Y級ディジタル式油圧調速機を製作,

水力発電プラント

し,業務に応じて必要データを取出し加工処理することが可能なシ

ステムである。また,共用計算機システムでは,発電所共用設備制御

装置ヘの起重力・停止制御をCRTオペレーションにより実施し, CRT

による高度な制御・監視・警幸尉青報の集中管理システムを実現した。

計算機技術,通信技術等の進歩に伴い,今後,火力発電プラント

では,これらのシステムの適用範囲は一層拡大されていくことと考

えられる。

2.1.4

.業務用燃料電池発電設備

新発電技術開発

工業技術院ムーンライト計画による20okW業務用燃料電池発電

設備の運転研究が,新エネルギー産業技術総合開発機構の委託の

もとに,大阪市内のホテルプラザで行われている。この設備は,製

作を当社が,運転を大阪ガス櫛,関西電力妹功;担当して実施してい

るもので,オンサイト型発電設備としての実用性を検証することを

目的としている。設備は,パッケージ化され,省スペース,現地据

付け調整期間の短縮を図っている。平成元年3月から工場でパッケ

ージ総合調整試験を行い,所定の性能を確認したあと,同年7月に

現地搬入し,運転研究を開始して信頼性を始めとする各種検証を行

つている。

納入したほか,据付け中の三菱金

属樹碇(いかり)発電所には,電協

研Y級ディジタル式AC電動サー

ボモータ方式調速機を適用した。

.太陽光発電システム

通商産業省工業技1朽院サンシャイン計画に参画し,太陽光発電実

用化技術開発を進めている。

渡嘉敷島20okWシステム・座問味島50kWシステム:合計250kw

の太陽光発電研究設備を沖縄電力欲ル共同で昭和63年秋から既存の

離島ディーゼル発電系統に連系し,異種発電機との協調運転法,燃

費低減法,ピーク負荷対応,最適電源構成等の検討を行っている。

六甲アイランド如okWシステムにおいては,平成元年度に設置し

たトータル容量10okWの中で,系統連系用の電流制御型高効率2

kWインバータを20台納入した。新型光発電素子についても高効率・

低コスト化を目指し研究開発左進めている。

中国電力峠)弥栄発電所納めシーケンサ盤
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2.1.5

.中部電力株向け火力発電所保修・発電業務機械化実証システム

このシステムは,発電所各部署に配置されたワークステージョン

及びファイルサーバをLANで結び,経常保修作業で使用する作業伝

票や定期点検で使用する作業一覧表の電子化による清帳伝達の迅速

化,レスペーパー化,及びファイルサーバでの作業伝票の集中デー

タベース管理,作業進捗管理を図るためのものでである。周辺レ0と

してイメージ0CR,タブレット,バーコードリーダ,1D力ードリー

ダ,ページプリンタを採用している。耳又り扱ケ情報は,故障内容・

修理方法・運転操作依頼等の文字データとスケッチ図といったイメ

ージ倩報であり,特にイメージ0CRの採用により,端末ヘの伝票工

2.2 送変配電

発電システム

2.2.1

.関西電力株南港火力発電所納め146kv,650MVA負荷時タップ切換器付き大電流変圧器

変圧器

.技術的特長

a) 140号国内最大容量・大電流変圧器:絶縁階級N0号において国

内最大容量の変圧器であり,高圧側最大電流が約3,00OAとなる。 こ

のため,負荷時タップ切換器を3台並列使用するとともに,電流を

均等分流させることが必要である。外鉄形交互配置巻線の特長を生

かし,コイルで均等3分流させることを可能とした。

② GIS直結構造:変圧器と高圧側ガス母線及び中性点ガス絶縁接

地装置を油ーガスブッシングで直結した。3,00OA油ーガスブッシン

グは,主変圧器実装状態で精密温度上昇試験において,所要性能を

満足することを確認した。

.東京電力株新富士変電所納め50okv,乃OMVA主要変圧器

.技術的特長

住)絶縁レベルの低減:避雷器の性能向上により,変圧器ヘの要求

仕様が,①インパルス試験電圧を84%に低減,②誘導試験を省略,

③長時間交流耐電圧試験の2倍電圧印加時問を5分から1分ヘ短縮

等に変更された。

これに伴い,変圧器の絶縁レベルを低減した設計とし,絶縁レベ

ル低減仕様を適用した初めての50okV変圧器を納入した。

②低損失化:最近のUHV技術,漂遊損失低減等の低損失化技術

を集大成し,従来の同一定格変圧器に比ベ無負荷損を約40%減,負

荷損を約10%減の大幅な改善を図った。

ントリー業務の簡易化が図れる。このシステムは,今年度の検証を

経て,次年度以後実システムの開発力靖十画されている。
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.275kv,30MVA,低騒音形純ガス式ガス絶縁変圧器

ガス絶縁変圧器は,不燃性・安全性・信頼性が要求される大都市

の市街地向け変圧器として脚光を浴びている。当社のガス絶縁変圧

器に対する技術的評価は高く,国内,海外合わせて2,000台以上の納

入実績を持っている。今回,当社がこれまで蓄積したガス絶縁変圧

器の技術を駆使し,純ガス式では世界で初めて275kv,三相,30

MVA低騒音形純ガス絶縁変圧器を開発した。この変圧器は,香港電

力で実系統試験を行うことになっている。

275kVガス絶縁変圧器の特長は,

仕)絶縁,冷却媒体としてSF'ガスのみを使用しているため,保守点
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50okv,750MVA変圧器単相分外観(ヨニ場試験Π剖

検が容易である。

②騒音値力巧5dB(A)以下という市街地に適した低騒音形である。

275kv,30MVA低騒音形純ガス式ガス絶縁変圧器

三菱電機技幸畏・ V01.64 ・ NO.1・]990

^

、バ

、
、
J
一
ノ

羅

.

X1

ν
」
ノ

、
、ノ

ノ

,
<
聖

一

'
、
、
コ
'

ウ
ノ

一
一

゛
弌
'
,
、
,
'
七
,
ν
 
1
゛
,
 
j
 
づ
]

〒
'
ヅ
ひ
t
ゞ
兆
4
.
ノ
、
4
ブ
、

＼
ノ
゛
、
,
ヅ
ノ
ノ

ノ
イ
ゥ
之
、
ノ
、
、
、
、

゛
十
ι
,
゛
>
ノ
;
ー

ハ
U
,
.
、
~
'
W
〆
、
ン
ミ
;
、

一
、
ニ
ン
、
二
y
.
ム
崇
、
 
y
,
一

i
 
Y
シ
.
'
キ
,
ノ
之
゛
゛
イ
ξ
Y
兆
長
.

゛
、
'
一
人
.
イ
ノ
,
〕

、
 
y
 
、
キ
人
」
/
 
Y
、
丸
,
ノ
ノ
ノ
ノ

一
゛
、
、
註
美
イ
ー
シ
,
ハ
ノ
,
堂

赴
七

ノ
ノ
、
、
,
プ
、
一
、
'
、
、
゛
}
一
,
 
T
:
/
ノ

ず

ノ
゛
、
,
,
ゞ
'
゛
.
、
"

/
J
 
ノ
ノ
」
」
 
j
 
ノ
ノ
゛
 
J
'
!
ヤ

'
、
,
イ
.
ヘ
4
?
ユ
ー
、
＼
、

>
)
三
,
々
、
、
心
く
;

^
巡
1
y
ゞ
一
淫
1
 
.
、
肇
J゙

"
q
誘
心
・
、
七
.
三
二

一
'
一
弓
、
亥
声

、
尋
珍
謬
一

オ
ル
、

y
ウ
ノ

冨
ー
ニ

J
 
J

リ
/

＼
、
、
,
乢

＼
,
＼

.
ぐ
、
、

謬 ユ

、
↓



.スポット才、、yトワーク用ガス絶縁変圧器

無停電供給の信頼性が高く,大容量負荷ヘの給電が可能な配電方

式として,ビル,工場などにスポットネットワーク(SNW)酉己電方

式が適用されているが,このSNW用変圧器はガス絶縁変圧器に

SNW専用のガス絶縁1次側断路器を直結し,設備のコンパクト化,

不燃化を実現したものである。

ガス断路噐は, SF'ガスの非爆・不燃性に加えて高い絶縁性能,消

1瓜性能を利用し,小形・軽量化を図ったもので,開・閉・接地の3

位置構造でSNW用断路器としての各種機能を持っている。

ガス絶縁変圧器は放熱器をタンク上部に取り付け,放熱効果の向

上と設置床面積を縮小するとともに低圧盤と直結する構造とし,受

電設備全体のコンパクト化を図っている。

.東京電力株向けボータブル型油入変圧器診断装置

油入変圧器の診断手法としては,変圧器の異常又は劣化により発

生した特定ガス成分を分析する"油中ガス分析法"が,中型・大型

変圧器を中心として広く行われている。しかし,分析にあたっては,

大型精密分析装置や専門の分析技術者を必要とするため,分析時間

や費用が多くかかるという問題があり,台数の多い配電用油入変圧

器の診断には適用されていなかった。そこで今回,東京電力愉と共

同で,複数個の高感度半導体ガスセンサの信号出力の総合評価によ

り分析を行う新技術を確立するとともに,内蔵の変圧器診断ソフト

により異常及び劣化度合が短時間で簡易に診断できる"ポータブル

型油入変圧器診断装置"の開発に成功した。

2.2.2

.^

.72/84kV縮小形GISの適用拡大

.'七ゾノ

" J"くー,

開閉装置

毛.ヤー^","ー'.門〒

GISの高信頼度化や縮小化の二ーズに対応するため,開発・製品化

された縮小形GISは,昭和62年度に製品1号機を納入して以来多様

化するユーザーの要求にこたえるべく, GIS構成機器の複合度を更

に進展するとともに,製品機能の充実を図ることで,より一層の信

頼性・縮小化・保守点検性の向上を達成したGISとして,国内電力用

はもとより特高受変電設備用としても適用拡大が図られている。縮

小形GISは,単一容器内に複数の機噐要素を収納し,部品点数・シー

ル箇所を大幅に削減しており,従来形GISに対して据付け面積・容積

比とも約60%(当社上ヒ)に縮小化されている。現在,数多くのユー

ザーに納入,順調に運転に入っており,次期特高クラスGISの主流を

やb 才
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1次断路器付きSNW用ガス絶縁変圧器

0

.72~550kvGISエアレス化シリーズの完成

電力機器の高信頼度化やメンテナンスフリー化という市場二ーズ

に対応するため,今回新たに168/204kv,40kAクラスのGISについ

てもエアレス化を達成し,72~550kVの全電圧クラスのGISについ

てエアレス化シリーズを完成した。今回製品化を行ったG玲は,遮断

器に油圧操作機構,断路器・接地開閉器に電動・電動ばね操作機構

を採用することにより,駆動源としての圧縮空気を排除し高信頼度

化・保守点検の簡素化を図っている。特に遮断器については,新規

格(JEC・230のに適合しているのはもちろんのこと,遮断現象解析

や熱ガス流解析などの新技術を駆使して見直しを行い,消弧室の高

性能化及び小形・軽量化を図ることにより,エアレス化シリーズに

適合したものとしている。

2.電力・エネルギー
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九州電力嗣大濠変電所納め72kv GIS

、

168/204kv,40kA GIS
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.24kV自力消弧形SF'ガス遮断器

24kv,25kA定格の自力形消弧室搭載SF'ガス遮断器を世界に先

駆けて製品化した。今回製品化した自力形消弧室は,電流遮断時に

発生するアーク自身の熱を利用してシリンダ内のガス圧力を高めて

アークに吹き付けて消弧する方式であることから,従来のシリンダ

内のガスをピストンによって機械的に圧縮するパッファ方式と異な

リ,構造がシンプルとなり大幅な低操作力化(当社同定格比約50%)

を実現できた。この遮断器の定格電流は,600~2,00OAである。ま

た,圧力容器に三相一括注型タンクを採用し,従来の同定格ガス遮

断器と比ベ重量比約50%,体積比約30%の小型軽量化を図った。さ

らに,市場二ーズの高い予測保全機能をオプションとして搭載でき

る構造としている。

.刀5kV系統用高性能避雷器

近年の発変電所のUWL(雷インパルス絶縁強度)低減の動きに対

応して,275kV系統のUWLを1,050kVから950kVに低減するため

に必要な低保護レベルの高性能避雷器を開発した。高性能避雷器の

10kAにおける制限電圧の上限値は,避雷器規格JEC・217の規格値

851kVに対し,釦okVであり,約30%低減されている。

制限電圧低下に伴い,過酷な責務となる開閉サージ動作責務試験,

短時間過電圧試験等のほか,種々の試験に対し良好な結果を得てぃ

る。全体の構造は,全二相一括形GISに適用可能とするため三相一括

タイプであるが,各相の酸化亜鉛素子柱の構成は実績のある三柱配

設直列接続としており,信頼性の高いものとなっている。

.154kV系統用送電線避雷装置

送電線の雷事故防止のため,既に33~フ71くV系統用の送電線避雷装

置が実用化され,その有効性が実証されてきているが,このたび154

kV系統用送電線避雷装置を中部電力総と共同開発をした。

この避雷装置は直列ギャップを持ち,耐イ戻陛の優れたエポキシ樹

脂製の容器に酸化亜鉛素子を収納し,高強度でコンバクトな構造と

なっている。154kV用の避雷装置は77kV用に比ベ,厳しい仕様が課

せられているが,直列ギャップの放電性能や遮断性能及び放圧性能,

機械的強度などいずれも仕様値を満足する性能を持ってぃることが

確認されている。これにより,33~154kVのシリーズ化が完成した

'を゛

1

が,今後は更に定格化に向けて研究を進めていく。

.光CTによる気中変電所の事故点標定装置

24kv,25kAガス遮断器外観

凸.y

,メ

毛j

今',

配電用変電所の母線事故による供給支障時間を短くするため,事

故点を早期に発見し,その結果を制御所ヘ伝えることを目的として

光CTを用いた事故点標定装置を開発した。

この装置は,母線保護りレーで検出可能な変電所内の1線地絡事

故を,母線部の断路器の両端に設置した光CTにより電流を検出し,

さらに母線電圧及び母線構成情報を併せて判別部で演算処理を行い,

CT部における事故電流方向判別結果から,断路器で区分された区問

単位で事故区問を標定する方式を採用した。なお,光CTは,りング

状鉄心にファラデー素子を挿入したものを主回路ヘ着脱可能な分割

構造とした。今回開発した光CTによる事故点標定装置は,現在関西

電力繍北衣手変電所においてフィールド試験中である。
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.ガス絶縁開閉装置用可搬形絶縁診断装置

ガス絶縁開閉装置(GIS)の内部異常の有無をネ謝修点検時に外部か

ら簡便に計測できる,可搬形絶縁診断装置を製作した。この装置は,

GISの内部絶縁異常時の部分放電に伴って発生する電気信号を検出

する電圧差動形検出装樋とタンク壁の振動を検出する加速度形検出

装置から構成されるため,発生音側立の推定を行うのに適する。部分

放電電荷は数十PCから検出できる。計測に伴う装置の操作手順は画

面に表示され,その内容に従ってキーSWを操作することで必要な

処理はすべて実行され,計測結果(波形・数値データ)も画面に表

示される。

2.2.3

.関西電力株大飯発電所納め50okV送電線保護用PCMキャリヤリレー装置

超高圧送電線保護装置のディジタル化については,系統特有の問

題に対する保護機能の充実と信頼性向上はもとより,電力系統の拡

大に伴う保護装置数の増加に対応するため,装置の縮小化とともに,

保守・点検の省力化が求められている。

このような要求にこたえるため,高性能32ビットマイクロプロセ

ツサを用いた,マルチCPU基本システムによる50okV送電線保護用

PCMキャリャリレー装置を開発し,実用化した。

この装置は,サンプリングタイミングの自動同期機能,光伝送に

よる通信装置とのインタフェース機能を内蔵し,主検出要素を1.5

CB対応CT飽和対策付き比率差動りレーとしている。

送変配電システム
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.年間需給計画支援システム

関西電力側系統運用部と共同で,年間需給計画策定支援システム

の開発研究を行い,実業務での試用段階に至っている。同システム

は,ホストとEWSを通信回線で結んだ構成とし,ホストの全社的蓄

積データ,計算能力を有効に活用しつつ, EWSの計算能力,マンマ

シン性をいかし,EWS上に構築したΞ十画諸元データベースを用いて

種々の検討項目を同一の諸元で検討できるシステムとなっている。

主な特長としては,①専用エディタにより1,000種類に及ぶ計画諸元

を効率的に編集できる。②8,7釦時間の発電機,揚水貯水池の状況が

出力可能である。さらに,潮流計算ツールとりンクした総合的な計

画が可能である。③提出文書書式にしたがった出力が可能である。
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などが挙げられる。

.連接水系日間運用計画支援システム
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連接水系日間運用計画支援システムは,2貯水池式ダム,12調整

池式ダム,32発電所からなる木曽川水系の日間運用計画を支援する

ためのエキスパートシステムである。木曽川水系の日問運用計画は,

水系の性質から非常に難しいものであり,従来の人手による計画立

案には数時間を要していた。開発したエキスパートシステムでは,

概略の計画を計画立案者の経験則を用いたルールベースシステムで

求め,次に最適化手法を用い計画の質を高めるという2段階の手法

を採用することにより,運用者にとり納得できる良質の計画を業務

全体で30分程度で得ることが可能となった。また,このシステムは,

エンジニアリングワークステーション上に構築されており,良質な

マンマシンインタフェースを実現している。

2.電力・エネノレギー
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50okV送電線保護用PCMキャリャリレー装置
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働三菱電力系統解析支援システム(ADAPOS)

電力系統解析技術,エンジニアリングワークステーション技術を

結集し,電力系統の計画及び運用に必要な潮流計算や短絡容量計算,

安定度計算を,対話型のグラフィックユーザーインタフェースによ

り高度に支援するシステムを開発した。このシステムをべースに各

ユーザーの要求に合った系統計画・運用支援システムを構築可能で

ある。システムの主な特長は次のとおりである。

住)統ーデータベースによるデータ変更の省力化

②系統図によるデータ入力,計算結果表示

③容易な系統図作成・修正

④解析プログラムの操作の簡略化

⑤系統解析の知識をルール化した知的支援機能を構築可能。

命変電設備巡視点検システム

変電設備等の巡視点検を支援するシステムを開発した。これは,

次の四つのサプシステムからなり,パソコン上で利用できる。

①巡視点検システム(ハンディターミナルを利用した巡視点検結

果の収集。結果の判定及び指示票,報告書の出票等)

②データ処理システム(データの検索と保存等)

偲)メンテナンスシステム(判定基準値,巡視順位の変更等)

④システム生成システム(巡視項目データベースの作成・変更)

また,巡視結果は,データの特性に応じて設定した基準によって,

読み取りミスや入カミスを防止するとともに,正常・異常を判定す

る。さらに,統計的手法等を利用して,データの変化傾向を把握す

ることにより,異常の徴候を発見することができる。

.新型転送遮断装置

"]ユ

電力系統の安定化システムに適用する高速・高信頼度の新型転送

遮断装置(TT装置)を開発した。

伝送方式は,従来の12ピット,パターン照合方式から42ビット構

成のBCH符号によるCRC1寅定方式に変更している。装置の特長は次

のとおりである。

①伝送容量の向上:従来の1要素/CHから7要素/CH

②信頼度の向上:誤り見逃し率を3けた以上改善

(3)ディジタル回線ヘの対応: DSUを装置に内蔵し,9,60仙PSまで

の高速伝送が可能。

④装置構造のユニット化:独立ユニット化し,増設時における停

止転回を架単位から対向単位に限定
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大規模な設備・図面管理を必要とする電力会社向けの配電マッピ

ングシステムを開発した。このシステムは,地図情報に基づく設備・

図面管理,工事設計支援,関連図面の作成・活用を支援するシステ

ムであり,エンジニアリングワークステーションを中心として,画

像処理技術,マンマシン処理技術,地図情報処理技術を結集してい

る。システムの主な特長は次のとおりである。

①既存の設備管理情報(属性情報)との結合

②図面自動読取り,認識処理による初期データ入力

(3)図面データベースによる高度マジマシン処理の実現

④装柱図や詳細図のイメージ処理

⑤架空線・地中線の設計支援処理
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3
1989年の産業界は,為替動向や輸出自主規制など対外的

な不安材料があったものの,国内における伸びは堅調で前

年に引き続き総じて活況を呈したといえる。業界では21世

紀に向けて,生産性の向上,競争力の向上などを目的とし

た企業戦略を打ちたてて長期的な業態の変革を検討してい

る。生産の自動化を目指して人件費の削減や品質の向上な

どを実現する産業用システムは,にわかに業界を襲った人

手不足,熟練作業者不足に対応して,エキスパートシステ

ムやファジイ制御など新しい機能の導入が促進されたと同

時に,工場のトータルシステム化に向けて,その中核とな

るコントローラ類の機能の向上や,新しい概念の制御シス

テムの開発が進展した。また,システムを構成する機器・

装置群は,高機能,高性能化及び高信頼性・高保守性の達

成と同時に,小型軽量化の開発が注目される。以下に1989

年の開発状況並びに新製品群についてその一端を紹介する。

①産業プラント用電機品の分野では,回転機・静止機器

類のシリーズ化により,より一層市場の二ーズに密に対応

してぃくことが可能となった。また,高信頼化,高効率化

等性能の向上,及び据付け面積の縮小化,経済性の向上等

を達成した。

②管理・制御・計測システムと機器の分野では,まず鉄

鋼を始めとする製造ラインの管理制御システムや電気設備

等の納入を行い,工場内の各サブシステムを有機的に結合

して情報の一元化とシステムの高信頼化,保守の容易化等

を実現した。また,フレキシブルなシステム構築が可能な

統合化制御システムの完成により,プラントの状況把握・

CRTオペレーション等が1台のオペレータステーション

で可能となるなど,新しい概念の制御システムの市場ヘの

浸透が始まった。 AI(人工知能)関係の技術では,診断向

けエキスパートシステムとして高電圧電動機の絶縁診断の

効率的支援システムをA17ークステーション上に構築し

産業用システム・機器

開発などが注目される。計測関係では高精度なインテリジ

エント電磁流量計,世界のトップレベルの性能をもつサ

マルイメージャなどの開発が進展した。

(3)生産システムと機器の分野で,FAシステムのキーコン

ポーネントでもあるFAコントローラやプログラマブルコ

ントローラは, CPUの32ビット化,多軸位置決め機能の付

加等が完成し,一層高機能なシステムの構築が可能となっ

た。また,生産現場における情報処理用ワークステーシヨ

ンや,調整作業用エキスパートシステムをのせたエンジニ

アリングワークステーション,実用レベノレの生産システ

ムシミュレータ自動生産環境の開発など,生産情報処理分

野でも活発な開発が進展した。生産機器類では,高速な加

工が可能となったワイヤ放電加工機,パレタイズロボット

のシステム化等の開発が進展した。

④汎用電機品の分野では,小形・コンパクト化の開発と

製品化で大きな成果があった。ブックタイプのアンプで経

済性に優れたコンパクト形のオールディジタル誘導形AC

サーボ,業界で初めて巻鉄心構造を採用し小形軽量化を実

現したモールド変圧器などの開発があげられる。また,立

形.省スペース化を実現した回転式スクロール形真空ポン

プを世界で初めて製品化・シリーズ化した。

⑤環境・広域システムに関しては,ますます進展する情

報化の二ーズに向けて天災の被害を最小限に抑え,的確な

管理・防災活動等力新子えるための情報システムや,オゾナ

イザ技術を応用したプール浄化システムなどを納入した。

(6)海洋開発分野では,深度6,50omに潜水した調査船"し

んかい6500"用電機品を開発納入した。主要電機品として,

油封式電動機,油せき(漬)インバータ等があげられる。"し

ん力北乏000"用電機品の実績から更に高圧力・高粘度等の

厳しい条件を満たし完成した。
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3.1 産業プラント用電機品

.三菱全閉水冷モータ

三菱全閉水冷形モータを開発し,シリーズ化を完了した。モータ

の構造は,フレームが二層式でその問に冷却水が流れるウォーター

ジャケットタイプである。

モータ出力 75~60okw (2極又は 4 極)

フレームサイズ:280~355mm

.特長

住)コンパクト

②低騒音

③耐環境性

④可変速運転に最適

⑤節水タイプ

ノ、ノ,、,、、,,ナ,〒,ノ,,ノ、

ノ」.,、ノ,゛゛、ννプ、

" J J

全閉外扇形に比ベ50~70%

標準騒音は70dB御

高温やじ人あいの多い場所でも使用可能

低速領域でも高い冷去ル陛能

冷却水量は10okW当たり10vmin程度

@高効率・大容量ディーゼル発電機シリーズ

ゞ',
別,
、皇

円高,油安,電力料高の市場環境の中で,大容量常用自家発D/G

の需要を堀り起こすべく,価格競争力のある高効率・大容量ディ

ゼル発電機シリーズ(出力3,500~5,oookw)を開発した。主な特長

は以下のとおりである。

①高効率化(当社比20%以上の損失減少)

②ダンパ巻線強化による高調波耐量の増加(当社比50%強化)

(3)冷却性に優れた円筒形回転子構造を採用し,高岡Ⅲ生小形化を達

成

④回転子の各構成部品の効果的配列により,ブラケット化を実現

これにより,回転子と固定子のーイ本輸送が可能となり,現地据付

け工期の短縮を図った。
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.昇圧チョッパ式瞬停補償装置

インバータの睡停に伴う低電圧トリップ防止専用として,昇圧チ

ヨッパ式瞬停補償装置《MELTRAC-PCXシリーズ>(30~60okvA)

を開発した。主な特徴としては,①昇圧チ,ツパの採用によりケミ

コンレス化,又はケミコンの小容量化が行われ大幅な小形化の実現,

②小形化に伴う経済性の向上,③高信頼化(インバータ主回路との

問に,高速ヒューズを設けることにより,万・ーこの装置に不具合が

発生しても自動的に切り離し,インバータ運車云に影響を与えない。),

④高効率化(定常時では,瞬停補償装置は動作せずシステム効率を

低下させない。)等が上げられる。これにより,各種産業の連続製造

ラインへの適用が期待されている。

三菱全閉水冷モータ

ディーゼル発電機
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3.2 管理・制御・計測システムと機器

.焼結工場管理制御システム

当社はこのたび,焼結工場電気・計装監視制御システム,生産管

理システム,及び通信システムからなる管理制御システムを受注.

納入した。

この管理制御システムの中枢部である電気・計装監視制御システ

ムとして《MACTUS62のを採用し,各システム問を効率良く有機

的に結合し質の高い制御ど情報を提供するとともに,システムの高

{上位計算機

I SYSTEM MACTUS 620 SYSTEM

GATE WAY

STA'1'10N

(GWS)

信頼性の確保と保守の容易化を実現した。

さらに《MACTUS62のの高い誘目性と視認性を備えた監視機

能,及び高速応答と充実した操作機能を駆使することにより,必要

な情報を多面的な切口から提示するユーザーフレンドリな統合オペ

レーションを提供している。

書

」

.日東製粉株東京工場納め電気設備及び工場自動化設備

日東製粉(掬東京工場にサイロ設備用及び製粉設備用として,計算

機システム《FACTORYLANDSD 2 セット,計装制御システム

《NIACTUS620 (M620> 12セット,ほか電気品を含む、1Aシステム

を納入した。特長どして,①従来は個別に管理運用されていたサイ

口ど製粉設備をネットワークにより統合運用管理化を図った,②監

視操作の完全CRTオペレーシ"ン化,③生産管理スケジュールとり

ンクした・一括自動制御監視運用化。等があげられ,これにより生産

の自動化.合理化・利便化を実現している。また,今回初めて開発

したMCC (Nlotor controlcenteT)と計装御Ⅱ卸システム《MACTUS

62小どの1/FにCDL (control ca]ter Data Link)伝送システ/、

を採用し,二れにより信頼性の向上,保守の容易さ,等を実現する

.電力監視システム《MELSAS-Sシリーズ》

中小規模の電力監視システム《MELSASSシステム25/50シリー

ズ>の後継機種として,新たに《MELSAS・Sシリーズ》を開発し

た。主な特長は,

住)管理点数を500~1.000点規模と倍増させた。

(2)マンマシンコントローラのCPUに32ビットCPUを採用。

偲)マンマシンコントローラとりモート1/0局間の伝送路を二重

化した。

(4)りモート1/0局をインテリジェント化し,りモート1/0局に制

御機能を分担させた。

(5)オプションで電力設備のオペレータガイダンス及び操作訓練機

能を付加することもできる。

3.産業用システム・機器
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. B/'NETコントローラ"BXシリーズ"

電力供給の無停電化・無瞬断化が重要なテーマとなっている今日,

配電設備の予防保全に対する認識が高まりっっある。B/NETコン

トロールユニツトBXシリーズは,配電機器の常時監視による予防

保全を容易に実現できるコン犬ーネントとして開発された。これは,

変圧器など個々の機器の監視に必要なセンサ機能を持ち,保全のノ

ウハウを解オ斤ソフトとして内蔵している。各設備の近傍に分散配置

されたコントロールユニットは,配電監視制御用ネットワークB/

NETを通じ,マスタコントローラBX-50OMAで統チ舌される。マスタ

コントローラは,画面表示・記録・警幸Eの標準ソフトを持っており,集

中監視による予防保全を容易に実現できるシステム構成となってぃ

る。

.ファジイオートチューニングコントローラ

プロセス制御等の制御機器の代表ともいうべきPIDコントローラ

のパラメータオートチューニングが始まって数年が経過した。

各社とも様々な方式のオートチューニングを開発したが,適応対

象となる制御系が限定されており,いまだユーザーの信頼をっかん

でいないのが現状である。このシステムでは,できるだけ汎用性を

持たせるために,ロバスト性の高いファジイ理論を推論に使用。ノ

イズやプロセス変動に対応するために,従来使用されてぃたステッ

プ応答過渡応答波形等の監視だけでなく,より一般的な波形(現実

に即した波形)を抽出できるように強化した。さらに,カスケード

制御その他の多変数,腎泉形システムにも対応可能な'Υ剣牛部浮動推

論方式"を開発・採用した。

・言,、'1父、
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.Ξ多断向けエキスノくートシェルD-1AL(Dia宮nosis-1nteⅡi宮ent Automation Lan宮Ua倉e)

キ玉1ι主、

D・1ALは,容易に診断システムを構築できる保守診断分野向けの

エキスパートシェルである。故障木中で原因を追求する最良探索に

Dempster-shafer確率を付加したあいまい推論機構により,不確実

な診断知識を組み合わせて,より確かな診断結果を得ることができ

る。さらに,診断中は,実行が簡単で効果の高いテストを白動的に

選択し実行する。診断テストではユーザーが作成したC言語プログ

ラムを利用できるので,用途に適した検査・観濁肋新テえる。診断

システムを開発するときは, D-1ALのグラフィックィンタフェース

を用いて,診断知識の入力やデバッグを容易に行うことができる。

B/NETコントロールユニットとマスタコントローラ

^^/C門

モチ

='

設定目標値

'一

SVI

ノ

ー'^ーノ

上イ立PIDのゲイン(P)時問(5)

PIDカスケード制御のオートチューニング結果例
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.絶縁診断エキスパートシステム

A17ークステーションくMELCOMPS卜Π》上に絶縁診断を支援

するエキスパートシステムを試作した。高電圧電動機のボリエステ

ル絶縁については,実機データの統計処理に基づいた絶縁診断法が

確立されている。このシステムは,この診断論理及び関連データを

PS卜Π上に再構築したものであり,電動機絶縁診断の効率的支援巻

目的としている。電動機の定期点検時の測定データを入力とし,等

価運転年数グラフ,最も寿命を支配している絶縁特性の実験データ,

推定寿命と対策を含めた報告書などが自動的・対話的に表示される。

開発には当社で開発された"知識メディアステーション"を使用し

ている。

.インテリジェント電磁流量計SF780F

三菱電磁流量計SF780Fは,欲しい機能をすべて標準装備したイン

テリジェントな電磁流量計である。また,ハンドヘノレドコミュニケ

ータ(HHC)を接続することにより,各種のメンテナンス業務がり

モート操作で実現できる。

.特長

住)小形,軽量化を実現一・特に検出器は最短面間距離となっている。

②指示値に対し士0.5%の高精度。

(3)豊富な機能,・・多重レンジ,正逆流量測定,自動ゼロ・スパン校

正,積算,上下限警報,自己診断などの機能を標準装備。

姓)漢字採用のハンドヘルドコミュニケータによるりモート操作。

Jユ

得)真空などに強いライニングパイプを採用。

.新形高精度形レーザ式変位計

1,. i/E

物体の寸法・形状・振動をレーザ光により,非接触で測定するFA

ラインに最適な機能分散形のレーザ式変位計(MD・B形)を開発し

た。今回製品化した変位計は,マイクロプロセッサを使って信号処

理することで高精度化を図るとともに,各種機能を分離し,ビルデ

イングブロック形を構成することで,ニーズに応じた最適構成(用

途別センサ,出力形態,付加演算機能など)が自由に選択できる。

また,センサ交換時のメンテナンスの容易性,付加機能の拡張性な

ど多くの特長を持っている。シーケンサなどのインタフェースも完

備しており,FAラインでの製品寸法や形状測定による品質向上,管

理など,リ轡妾触オンライン計測の用途に最適である。
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.パルス検出器PC-11

ノノ十゛JJノノ、1"N ιJ/゛、÷^'

パルス検出器は,電力会社の取引用計器のパルス回路から電気的

負担をかけず無接触でパルスを検出し,増幅・変換して各種三菱電

力管理用計器を駆動するものである。このパルス検出器を使用すれ

ぱ,各種の電力管理を行うことができる。なお,パノレス検出器は取

引用計器に電気的影響を与えることはないが,取引用パルスの貸出

しは,電力会社のサービスによるものであり,また検出CT及びケー

ブルの取引条件など計器工事との関連があるため,あらかじめ電力

会社営業所ヘ相談する必要がある。

.特長

住)取引用計器の種別を選ばない。

②取引用計器のパルス回路に影響はない。

(3)接続が簡単で調整の必要がない。

3.産業用システム・機器

1 '

立

電磁流量計 SF780F
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3.3 生産システムと機器

.《MELSEC-A》用インテリジェント端末対応ネットワーク《MELSEC NET/MINI-S3》

《MELSECNET/MINI-S3>は,《MELSEC・A>のりモート1/

0制御用高速ネットワーク《MELSEC NET/MIND を,インテリ

ジェント端末対応に機能アップしたものであり,従来のりモート入

化対応の用途に広く使用することができる。出力機器に力Uえて,現場のマンマシンインタフェース装置としての

AJ刀PT32-S3(マスタユニソト)

マニホールド

電磁弁

三菱汎用インバータ

FR-Z200シリーズ

j＼多尹

MELSEC-A

MELSEC-Fジノーズ
シーケンサ

操作箱,バーコードリーダ,1D力ード,及びRS-232Cインタフェー

ス機器とのネットワーク接続を可能とした。これにより,生産現場

の情報の実時間での指示及び収集が可能となり,工場のFA化・CIM

一イ

Fげ r

.多軸位置決め機能付きシーケンサCPU "A乃CPU"

"A73CPU"は《MELSEC・Aシリーズ>の多軸位置決め機能付き

シーケンサCPUであり,より高度化,多様化するFAライン構築の要

求にこたえるために開発された。主な特徴は下記のとおりである。

①1台のCPUでV01,兜0点のシーケンス制御と8軸までの位置決

め制御を実現している。 1~3軸の直線補間,2軸の円弧補間,等

速制御等,多彩な位置決め機能を任意の軸組合せで実行することが

できる。②オールディジタルACサーボ《MELSERVO・SBシリーズ》

ど高速ディジタルバスで結合することにより,高精度な位置決めを

実現するだけでなく,きめ細かなサーボモニタと,位置ループ,速

度ループのゲイニチェック,トルクトレース等の高度な診断を行う

MELSECNET/MINI-S3

データリンクシステム

AJ35PTF-R2形RS-232C AJ35PT-OPB一脚形
インタフェースユニット操作箱

MELSEC NET/MINI-S3データリンクシステム

口

[ニニτコ

ことが可能となった。

. FAステーションMFAS-350

淺ミゞ1〆

盤外タイプ

リモートV0ユニット

口

製造業のCIM化指向の中で,生産現場における情報処理は増大の

一途をたどり,上位の設計,管理部門との間の通信機能が重要視さ

れている。こうした二ーズにこたえるべく,生産現場で使用可能な

耐環境性に優れたFA用のワークステーションを開発した。

CPUはM68船0/68認2, OSはUNI×4.3bsdを採用して,オープン

化を図るとともに,FA特有のりアルタイム処理が実行可能なりアル

タイムボードが標準装備されており,CAD/CAM,生産管理/制御

等ヘの応用が期待される。

さらに, FA用LANのMAPインタフェースがサポートされてお

リ, MAP仕様のCNCやロボットと結合して構成される次世代の製

造セルのコントローラとしての機能を持っている。
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.画質調整エキスパートシステム

カラーディスプレイモニタの画質調整作業は,調整項目が多岐に

わたり,しかも各調整項目力井目互に干渉しあうため,寅重力化が難し

劇蒔劇乍業者の勘どノウハウに依存する工程になっていた。
ノ

、,

このたび,熟練作業者のノウハウや知識を体系化した調整エキス

パートシステムを開発し,高解像度カラーディスプレイモニタの画

質調整に適用した。このシステムは,テレビカメラによる画質言十測

結果から,ファジイ表現を含むソレールで記述された熟練作業者の知

識をもとに,推論エンジンが調整方法と調整量を決定し,自動調整

するもので,熟練作業者ど同等の調整結果が得られた。

これにより,安定した品質で量産体制が確立できる目途がついた。

スケジューリングESの構成

.生産システムシミュレータ自動生成環境MIFORMM

入ⅡFORNIMは,近年複雑・高度化している生産システ1、の計画・

設計・運用をサポートするために開発した実用レベルの生産システ

ムシミュレータ自動生成環境である。最大の特徴は,汎用言語で記

述されたシミュレータを短時間で自動生成することで,これにより,

生産システムを要求された精度で効率良く評価することが可能七な

つた。NⅡFORMMは,ユーザーフレンドリなデータ入力を実現する

グラフィックマンマシンインタフェース,データベースシステム,

シミュレータジェ才、レータシステムの三つから構成される。今後,

この環境に数理計画法等の評価機能を付加するこどにより,統合化

CP, DY

生産システム構築支援環境にしていく予定である。

.多品種少量生産スケジューリングエキスパートシステム

各種製品の生産工程計画を立案する見込み生産エキスパートシス

テムをくMELCOM PSI・Ⅱ》上に構築した。

このシステ1、は,需要予測や在庫バランスから導き出した生産計

画に基づき,各種御孫勺を考慮して生産品目を各生産ラインに害円当

てる日程計画と,各生産ラインの1日分の運転手順を立案する工程

コントローラ

、、"'^1

L__,_".
ITC自動調整装置

推論エンジン

EWS(ME-200)

エキスパートシステムの構成ブロック図

圃画属 SYH蹴スカ)'

Rule Base

フ゜ロコンヘ

歌t

L^ー.^.^ーー.ー」

Fuzzy関数

日3

273.0000,245 0000

B2

B' ヨπ'「2

計画から構成されており,互いに連携して推論する。

また,プロセスコンピュータからの生産ラインの実操業データを

元に推論し,さらに生産ヨ十画の変更や操業現場の状況に応じて日程

計画を随時再スケジュールすることができる。

このシステムは,既に株式会社ツムラで実稼働中である。

己5

ホストより

設定

1,,

己6
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.高速ワイヤ放電加工用ワイヤ

金型製作の一翼を担っているワイヤ放電力Π工機は,継続的なユー

ザーニーズとして力Π工速度と力Π工精度の向上の二つがある。

加工速度を高めるためには,被加工物と対向する電極(ワイヤ)

との間の放電電流を増す必要がある。しかし,放電電流の増加と同

時にワイヤの消耗量も増し断線頻度が高くなる等の原因により,従

来機での面積加工速度の上限は250mmりminであった(黄銅系ワイ

300

250

200

150

面積加工速度=板厚X加工進行距雜

100

50

ヤφ0.33使用)。

新たに開発したワイヤは,高抗張力,高測云導性を保有する銅合

金で構成し,放電電流を高めても消耗量が少ないため抗張力の低下

も少なく安定な高速加工を可能としたものである。このワイヤは,

高速加工仕様を採用したDWC90H,ⅡOH高速専用機において従来

より細い線径(φ0.3)で30011血Vminの加工速度を実現している。

50

.超高真空多元ICB蒸着装置

100

イオンを用いた新しい蒸着法の・ーつであるICB (10nized cluster

Beam)蒸着を,超高真空下で行いたいとの要望に答えるため,超高

真空多元ICB蒸着装置を開発した。

写真は,3元ICB蒸着装置の本体部分であり,超高真空槽と制御盤

(右方)の外観である。真空槽の排気にはイオン犬ンプを採用して,

オイルフリーな超高真空姪4達真空度10-mTorr台)を実現してい

る。また,イオン源ヘのるつぽ着脱及び基板交換は,ロードロック

機構により,超高真空状態を保ったままで行うことができる。

この装置により,超クリーンな環境が要求される半導体製造過程

でのエピタキシャル成長など,超先端加工分野ヘのICB法適用拡大

150

板厚(mm)

(田加工速度

高速専用機

(φ03新ワイヤ)

従来機

200

(φ0.33黄銅系ワイヤ)

250

が期待される。

. VTRF0デッキ組立ライン

高機能化と原低をねらいとした新型VTRデッキ(F0デッキ)の全

自動組立ラインを開発した。組立ラインの開発に当たっては,まず

製品の生産設計の見直しを行い,部品点数を約20%削減した。次に

自動化,高信頼化が難しいばね掛け装置やりールディスクのレーザ

焼き止め装置など新しい設備を開発し,自動化率100%を実現した。

特に,各組立作業の後には,画像処理技術などを用いてグリス塗布

状態などを自動検査できる組立システムにすることにより,品質保

証できる組立ラインとしている。

部品点数の削減と全自動組立ラインの開発により,品質の安定化

と大幅なコスト低減が達成できた。

(b)新ワイヤ

,÷.ノ.、[、;、.ニ

壬生J 'ノノ,,秀,,シ C二、ユ,
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@面実装基板のはんだ付け検査装置

面実装基板はんだ付け部の検査は,作業者の熟練度・個人差など

リ,判定がぱらつくどいう問題があり,微細・高密度化する傾1ート
N^^

向にある実装基板の品質安定化・生産性向上を阻害している。

このため,画像処理技術を応用して,はんだ付け部の良否が定量

的に判定できる自動検査装置を開発した。この装置は,照明とカメ

ラの位置を工夫し,はんだ付け部の二次元画像の組み合わせで, ででぜ

次元形状を判定する。パッケージ部品とチップ部品の欠品・位置ず

れ・ブリッジ・リード浮き・不ぬれ等の検査を高速に行うことがで

きる。検査時問は,パッケージ部品で0.1秒/リード,チップ部品で

__ミ烹

0.4秒/チップ,判定一致率は99.9%以上である。

.多品種混載パレタイズロボットシステム

消費者二ーズの多様化により,物流分野において多品種少量化の

要求が高まっている。今回,タト形寸法の異なる多種の力ートン等の

ワークを,ーーつのバレット_上に混織ナるためのロボットシステ1、を

開発し,キリンビール峡)に納入し物流の合理化を推進した。二のシ

ステムの特長は,下記のどおりである。

(])ティーチングレスで,外升子寸法の異なる多種のワークをーつの

パレットに積み付けるロボットシステム。

②多品種の積付け要求伝票からの,各品種の積付けパレットへの

割付計画及び積付け位置演算のオンライン化。

得)ワークの供給から混載後のバレット格納までの全自動運転。

④積付け時,ワークとロボットハンドが干渉しない積付け計画。

.高速パレタイジングロボットRH-TI00

珍 、

.X

当社では,パレタイズマテハン作業用ロボットとして,食品・化

学・印刷,その他流通部門での高可搬重量・高速・省スペース・多

品種ワーク対応などの強い要求にこたえるため,新機種として水平

多関節形ロボット"RH・TI00"を開発した。

RH・TI00形ロボットは,最大可搬重量が10okg,バレタイズ作業

回数力蛤50回/時問,水平面内で360度の重力作が可能な上,据付け占

有面積が0.64m.で省スペースなどの特長をもっている。さらに,段

取り時問をなくし,最大999種類の対象ワークを登録したり,複数種

のワークの混流パレタイズ作業ができるなどのインテリジェント陛

も備えている。

3.4 汎用電機品

.オールディジタル誘導形ACサーボ《MELSERVO-VCシリーズ》

従来から好評を博してぃるオールディジタルACサーボ《MEL・

SERVO・SAシリーズ>の多機能で良好な操イ乍性をそのまま引き継

いで,経済性に優れた誘導モータ対応のコンパクトサーボ《MEL・

SERVO・VCシリーズ》を発表した。

出力容量は0.4,0.75,1.1,1.5kWの 4機種をそろえ,定格回車云

数は2,ooorpm,定出力領域として3,ooorpmまでの高速運転ができ

る。

サーボアンプは,ブックタイプで電源一体形とし,盤取付面積は

約ν3 (SAO'5kW比)と省スペース化を図った。

位置・速度・トルクいずれの制御モードにも対応が可能である。

また,ディジタルモニタを装備している。

3.産業用システム・機器

闇ワーーーN

、¥ヤ

はんだ付け検査装置
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RH-TI00形ロボット
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.配線レスサーポ制御装置用大電流回路基板技術

大電流(~40A級)を通電可能なプリント回路基板(PCB)技術を

開発し,新型酉譜泉レスサーボ装置MR-SⅡに実用化した。従来のPCB

は制御回路など微少電流用であり,主回路などの大電流用には,ワ

イヤハーネス等を用い,手作業により配線組立てをしていた。しか

し, FA化を進める上で,配線組立ての自動化は不可欠と考え,下記

のような特長の大電流用PCB技術を開発した。

Ⅱ)厚銅はくパターンを適用し,通電温度上昇を著しく低減した。

②放熱性の良好なパターン形状,層構成を考案した。

偲)ランド形状・寸法を最適化し,はんだ付けの高信頼化を図った。

この技術により,新型サーボ装置の配線レス化を達成し,①配線

組立ての自動化,②配線の高信頼化,③高密度化を実現した。

.取付面積ν4のブックタイプインバータFR-Z123シリーズ

業界初のブックタイプインバータを製品化した。取付面積が

ZI00シリーズの220mm(W)×30omm(H)から脚mm(W)×250mm

(H)とν4 (0.亀W上ヒ)になり,制御盤の大幅な省スペース化が実

現できる。

制御回路は,16ビットマイコンを搭載したオールディジタルタイ

プで運転機能の設定・読出し,モニタリングはZI00シリーズと同様

にパラメータユニット(オプション)により行う。また, ZI00シリ

ーズの機能に加え,3接点入力で最大7速の運転ができる多段速設

定機能,及び運転確認出力,周波数検出,周波数致達などの運転状

態出力を装備している。容量は0.4kw,0.75kw,1.5kWの 3種類

を用意している。

.新形インバータホイスト

昭和58年,業界に先駆けて発売したインバータホイストは,円滑

な荷役作業が可能であることより各方面で好評を得ている。

今回,マイコン制御を採用し,機能,信束頁性向上を図った新形イ

ンバータホイスト,標準シリーズU形,無負荷高速シリーズUH形を

発表した。主な特長は次のとおり。

a)インチング性能向上。 5回/秒(従来2回/秒)

②無負荷時,定格速度の1.5倍 a0トン以上は 2イ剖ヘの巻速自動

切替えにより作業効率向上。(UH形のみ)

③低電圧ΦC12V)無接点押しボタン採用で安全性向上。

④電源ノイズ簡易フィルタの標準装備により耐ノイズ性向上。

(5)インバータ異常などの故障モード表示で保守性向上。

^

大電叉

国姦基重

配線レスサーボと大電流回路基板

一葬鵬

葺整配緑ンス

サー」1・MR-SⅡ

誓夛

y

j
」J

i ,'
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ず

.スクロール形真空ポンプ

受呈江

"ー」ナMH-SI

当社では,世界で初めての回転式スクロール形真空ポンプ(油封

式)を製品化・シリーズ化した。主な特長は,

仕)省スペース:立形のため設置面積力ゞ小さい。

②低真空域での連続運転が可能:大気圧からポンプ到達圧力まで

の全域で連続使用が可能である。

(3)耐久性向上:ロータリポンプと比較して構造上圧縮室ヘ異物が

侵入しにくい。また,立形のため回転軸からの油漏れがない。

④メンテナンスが容易:機構が簡単で部品点数も少なく,小形軽

量で保守も容易となる。

⑤高性能:回転式スクロール採用のため,圧縮室が複数でシール

性が優れている。したがって,高い真空度を達成できる。
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FR-Z123-0.4Kの外観
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.新形配電用モールド変圧器SUPERΠシリーズ

配電用モールド変圧噐として業界で初めて巻鉄心構造を採用し,

小形軽量化・低騒音化・省エネルギー化を実現,好評を得ている

SUPERシリーズに,さらに高度な熱・電界"弼斤を加え,最適な冷却・

絶縁構造を開発し,巻線の温度分布を向上させるとともに受配電盤

への収納性をアップさせた新形SUPERΠシリーズを発売した。

標準電圧・標準容量機種に加え,スコット結線,灯動共用, CVCF

用等,数多くの品ぞろえを行い,ユーザーの機種選択の幅を大きく

広げた。また,市場の短納期化二ーズに対応し,標準電圧10~500

kvAの機種は既納,オプション仕様約400機種は15日以内で納入で

きる"RONS-15"システムを確立した。

. dls C 1731付属書対応キュービクル用変流器

計噐用変成果。の規格(JIS C 1731-1988)改正時,付属書に規定さ

れたキュービクル用変流器(CT)の製品開発を行った。このキュー

ビクル用CTは,①耐電流が]2.5RAど大きい上に定格一次電流力斗氏

電流(20~50A)のものが多いことから,短絡時の二次電流による過

電流継電器・計器ヘの影響,②定格負担]OVAのCTで遮断器(VCB)

の過電流引外し装置のラッチを引き外すことが可能か力炉占題七なる。

このため, CT・VCB・過電流継電器・計噐の組合せ試験を数回にわ

たり実施し,その試験結果より, CTの設計仕様の見直し, VCBの引

外しコイルの負担の見直し等を行い,当社製品の組合せで信東頁注の

あるシステム条件を確立した。

.(アラーム・トリップ)の切換機能を搭載した漏電アラーム遮断器

配電系統の漏電を常時監視して,漏電発生時にはアラームを出力

するか,漏電回路を遮断するかの切換機能を搭載した遮断器で,次

の特長を持っている。

仕)遮断器側面に(アラームとトリップ)の切換機能を持つユニッ

トを備え,漏電発生時,アラーム又はトリップを任意に選択でき,

多様な用途ヘの対応が可能となった。

②遮断器表面に,アラーム出力時点灯する赤色LED,トリップ動

作時突出するポタン等を持ち,漏電発生の有無が容易に外部から識

別できる。

(3) 225~120OAF,10機種のワイドバリエーションである。

SU匪H・300

新形配電用モールド変圧器SUPER・Πシリーズ

一「一、.^
イ置

、

.小形漏電遮断器NV-L形

,ー,卓、^

心

.ーーー.、、ーー.
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小形漏電遮断器については,従来の酉酔泉保護分野のみでなく,近

年機器内蔵分野,ホー/、、パネノレ分野での伸長が著しく,この分野に

最適のNV・L形漏電遮断器を発売した。機器内蔵分野の適用例は,自

重力販売機,給湯機,ショーケース,製氷機,電エリール,恒温槽等

がある。

.仕様と特長

(1)]φ 2W式,100-20OV両用品,15,30mA感度

(2)定格電流30A (OCなし),15,20,30A (OC付き)

捻)安全ブレーカとモジュール寸法の小形,軽量タイプである。

④専用ICの採用と高信頼性設計により,使用温度範囲一20~十

70゜Cと広く耐環境性に優れ,雷サージ及び電波障害等で不要動作し

ない特性を持っている。
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.超薄形サーキットプロテクタCP30-BA形

制御盤などの制御回鬪呆護のために使用するサーキットプロテク

夕で,次の特長を持っている。

①幅17.5mmと表面形では業界最小寸法であり,また補助接点と

してC接点(端子台付け)が取り付け可能である。

② AC/DC共用なので, AC250V, DC65V以下の回路では, AC,

DCの区別なく適用できる。

得) AC, DCとも遮断容量2,50OAで,小形化と遮断容量アップが同

時実現した。

④ハンドルは,本体に収納されるフラットハンドルで,不用意な

操作が防止できる。また, ON(赤), OFF(青)が明瞭であるなど,デ

ザインを一新している。

3.5 環境・広域システム

.札幌市河川情報システム

札幌市は,昭和56年8月に2度にわたって集中豪雨による大きな

被害を受け,その後,関係機関等によって河川改修力阿金力に進めら

れている。しかし,河川改修事業は莫大な費用と長い年月を必要と

し,一朝一夕に達成できるものではない。このため札幌市では,昭

和63年度から市内の主要河川水位,降雨量等の情報を収集するとと

もに,現地から連絡された被害情報もあわせて収集し,これらの情

報をCRTディスプレイ上に地図を用いた表示,及し曙己録等の方法を

用いてデータを提供することで,より的確な河川管理及び水防活動

が行える河川情報システムを導入した。また,将来的には更に浸水

予想,浸水シミュレーションを行い,その結果を地図上に表示して

提供できるよう計画している。

護多

,

CP30-BA形 1極品

.浄水場向けフロック監視装置

被宅恬郭1、言丹分寸或,区)表示

上水道分野の凝集沈殿プロセスにおいて,発生するフロックの質

は,このプロセスを制御する上で重要なバラメータとなる。現在浄

水場では,このフロックを人間が目で見てその良否を判断している。

このフロック監視装置は,このフロックをITVで監視し,画像処理

及び統計処理技術を応用して,フロックの質を数値で認識できるよ

うに開発された装置である。

この装置は,水中カメラ部,画像処理部から構成されている。特

徴としては,光ファイバ投光装置,高速シャッタ付きITVカメラの

採用で,鮮明な画像が得られること,フロック監視用として扱いや

すい画像処理装置を開発したこと,などがあげられる。

瀞、羅
太イ抄、嘩

.y

妻

被害名称

現在時刻

1・、'、、・、、,1' 1 '

ι_÷11f'fl _゛川iy111 j _*、 1
^'^^゛
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凡 伊1 >

^辰験高逕地路

^既言丑一般街道

^国管左長河」1!

道老t王醍;匠1」11

J R 無

匙ト"t
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被害情報倍Π分域図)表示

ビデオ信号

ケープル

光ファイハ
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電急制御
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所1^

土木事^所

3肖訪局

消防妥

穿b上禁楊
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中避箱

下水処3里場

司く仕".讓サ香斤

雨量観J,所

一時避黙所

昇降荘置

^

ビデオ信号ケープル
電葺制御
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現場讐

池

水中

カノラ

テオ信号

ケープ

制御電急

ケープ

函像処理装置

口図

現堤

フロック監視装置系統図

静止画作皮装置
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.設備情報管理システム

公共プラントの各施設の運用・維持管理業務では,地図をべース

どして図面や台帳を統合管理して業務の効率化や質の向上を求めら

れている。そのために,従来はベクトルデータ処理を前提としてい

たため,データの入力時問と費用が大きいなどの問題点があった。

設備情報管理システムは,地図・図面・台帳などをイメージ処理を

主体にベクトル・コードデータの統合処理することを基本としてお

リ, EWSをべースどしたシステム構成である。このシステムは,シ

ステム立上げ費用と時間の低減化が図れる,システム運用後, 二t^

ザーの要求に合わせてコード化,ベクトル化力并テえ,段階的な機能

向上ができる,などの特長を持っている。

さらに,プラント運用制御面では,エキスパート構築並びに実行

ツールを装備しており,現在プラント運用制御,予防保全,故障診

断のエキスパートシステムとして実用化され,現場で順調に稼働し

ている。

.宮城県企業局納め仙南・仙塩広域水道用遠方監視制御システム

このシステムは,宮城県仙南及び仙塩地区の17市町を対象とする

計画給水量5脇,ooom./日,送水管路総延長180kmに及ぶ送水施設

のうち,要所に配された広域に分散する各施設を南部山浄水場中央

管理室において集中監視制御するためのものである。遮断弁,調整

池施設のある21箇所の制御局は,]2G,2GのPCM多重無吊泉回線で,

また流量制御弁のある30箇所のテレメータ局は, NTT回線及び私

設線で南部山浄水場と接続されている。また,機器構成は,親局装

置として監視操作卓X 2面, MELFLEX320× 5 セット,中継伝送装
く凡仰D

置として MELFLEX320× 3 セット,子局装置として MEL、
巨可

巨殉FLEX220,計装盤,配電盤,直流電源装置,各51セットから成って

いる。 ーーーAW^

.公共プラント向け小規模監視制御システム《MACTUS350

憂
孝^

最大5局

江一

MACTUS

320

モエ.,

霪王工憂冨1

ξ工

公共プラント(オく処理,道路,ビル)

向け小規模監視制御システムを完成し

た。このシステムは, MACTUS300シ

リーズを中心ヰこMELSEC NETによ

ケンスコントローラつてシ

MACTUS420,1 ユニットシーケンサ

MACTUS320,1 ループコントローラ

MACTUS210/211などと接続でき,

規模に応じたシステム構成が可能であ

る。また,機能の標凖化とビルダ機能

の充実により,品質向上,短納期化を

図り経済的なシステム構築を実現でき

るようにした。

小規模システムでは,配置人員も少

なく巡回監視等の配慮が必要であるが,

遠隔地に分昔女した設備の口ーカルコン

トローラとのNTT回線を介した接続

や,三菱白動通幸長システムくメルホン

8>使用によるプラント異常時の自動

電話通報をこのシステ/、では可能にし

ている。

窒聖蚕宝登
星^羅混馨
『署宅^,^興匡
:τ了ユ^^

弓子一会(燮

'ぶ?ミ,巡i゛ヲ
,轟、.,<
シじψ

"渉亀え、宙》奄、'
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舮と ..
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設備情報管理システムの表示例(地図と図面の例)

1夕ゞ令館、1立ゞ令 4シ、・、q》遜ヲ'
、'ゞ& 1^..',、,
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髄打 EΞ亘回 EΞ戸 EΞ回 EΞ正回偶陰工潮
/稔G 南郁山浄ホ場

1ループコントローラ

難MACTUS 350.370はシステム構成が異なる。

幅票プリンタ

回回回回回

、一制御局(21局)

PCM無艘樹2GHZ)
樋軽伝這共置その飽竺

無線回線
有想回矧川刀

・ 360 ・ 37の

小規模監視システム MACTUS 360

通君
イノ,7里「ユ

簡易遉隔装置

ローカル

コントロ・ーラ

カラー
ハードコピー
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マウス
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.オゾンプーノレ浄化システム

今日,水の高度浄化処理によるアメニティ環境改善ヘの気運が高

まる中,プール水の浄化においても,従来の塩素処理に比ベ,2次

公害のないオゾン処理が大きな注目を集めている。オゾンでは有害

な物質を処理した後,すみやかに酸素に分解してしまうので安全な

浄化処理が可能となり,特に強力な殺菌力,においや色度除去によ

る透視度の大幅な改善,目の炎症・刺激がなくなるなどの優れた効

果力并昇られることから,快適なプール遊泳を提供することができる

ようになった。今般,当社において,低コストで生物活性炭処理機

能を付加し,水質浄化能力の向上を図った新しいオゾンプール浄化

システムを完成させた。このシステムは,国内最大の実績をもつ当

社の優れたオゾナイザ技術を応用したものである。

3.6 海洋開発

.6,50om潜水調査船向け油封式電動機

"しん力北乏000"で実績のある油封式かご形誘導電動機の構成を

ベースとし,更に深度6,50omによる高圧力を考慮している。深海圧

が及ぽす高粘度による岸占性損失低減のため円滑表面の細長い回転子

とし,高圧力耐海水特殊絶縁を開発適用した。スラスター駆動用電

動機には,インバータ駆動による水中騒音低減のため高精度特殊加

工の減速機を使用した。機内外の圧カバランスは均圧ベローズで行

い,軸シールはメカニカノレシールを採用した。電動機は主推進用

5.2/フ.8kW1台,垂直スラスター用].4kW2 台,水平スラスター用

0.7kW1台,海水ポンプ用12.6kW1台,油圧ポンプ用3.8kW 1台

1 ,,」゛.、".ど,

_ン'C'け"ー

、'ι叉';二j、 1冒、

,、,1毒J4゛目

jゞ喜せ旦、モ幸畢・、'ご

.6,50om潜水調査船向け油漬配電盤

有人深海調査船として,現在稼働中の"しん力北辺000"の育E力を

大幅に上回る6,50om潜水調査船向け油せき(漬)配電盤を完成。"し

ん力斗乏000"と同様,配電機器は油漬であるが,今回は前システム

の研究成果の反映と配電機器の小型,軽量化を重点に開発。主蓄電

池用に装備した上位遮断器に短絡保護機器を集中し,過電流保護機

能を下位の負荷用インバータに分散化し,盤内の主回路開閉器には

断路機能のみを持たせることにより,システム構成の簡素化を図っ

た。さらに,主回路断路器の制御回路電圧をDC28Vに低電圧化して

統一し,電源システムの安全性の向上を図った。

ハイグレード形オゾンプール浄化装置

である。

〕」

'イ

.6,50om潜水調査船向けノーヒューズ遮断器NF400-TK

6,50om潜水調査船の電源系統における短絡事故から保護するた

め,主蓄電池の出力側に設置するノーヒューズ遮断器である。油漬

均圧方式の容器に収容され,深度圧を受ける絶縁油中で使用される。

仕様及び特長は次のとおりである。

.仕様

定格電圧 DC135V,定格電流 DC40OA,極数 3極,定格遮断電

流 6,50OA

.特長

住)高圧油中での通電に対応した接点構造上している。

②高圧油中での遮断において発生する炭素生成物に対する絶縁対

策を施している。

③油中での重力作がしやすい構造としている。

4ヅニ之琴C゛.野く二ゞ之'i:=冨^、辻、^^..、ー^,'..革^'電.^='ナ'/,,ノし~Y
fゴ》4;"参・1 .フ..'、ゞー'ーー叫、4ゞ

武キヲ1紺,、,'ーーーA'信二'1*、・y、ヅゞ11

ジ,jly,'.1 厶1、訟.臣臆LI'、11.
声1醤'戸、.、・"1ⅧU.1Ⅲ爪;U11 ・rく、1ゞ1,_曹太シ3
ン製容4ヅゞ'、、,1【_,ターt1響1ゾ'゛六ゞ武三1
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垂直スラスター用電動機

^
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油漬配電盤
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4
1989年は,前年ほどの派手さはないものの将来に向けて

の重要な進展の見られた年であった。

まず,大きな環境の変化として,民問通信衛星スーパー

バード及びJCSAT力井丁ち上げられ,衛星通信サービスが開

始されたことである。当社関連のスーバーバードは, KU帯

19チャネル, Ka帯10チャネルの中継器を搭載し,1号機は

1989年6月アリアン1Vロケットによりギアナのクールー射

場から打ち上げられ,7月には衛星チェックァウトを完了

して宇宙通信総により運用が開始された。このような民問

衛星通信事業体の出現により,様々な衛星利用が実現し,

日本の国内衛星通信分野は,民問主導の新たな実用時代を

迎えることになった。

技術試験衛星関係では,宇宙開発事業団(NASDA)によ

つて開発の進められている技術試験衛星Ⅵ号恒TS-VD用

の通信アンテナ,中継器・電源系,太陽電池パドル系,イ

オンエンジンの開発モデルを完成した。なお,中継器につ

いては,このほかにインテルサットⅥ1号,インサットΠ号,

テレコム2など海外各通信衛星用中継器を受注あるいは完

成し,この分野の実績を確たるものとした。

観測衛星関係では,当社がシステム取りまとめを担当し

ている地球資源衛星1号恒RS・1)の開発を引き続き進め

ているが,1989年は,開発モデルを完成し,現在プロトフ

ライトモデルの製作に入っている。また,今後の搭載用ミ

ツション機器として,スペースVLBI(veryLong BaseⅡne

Interferometer)用アンテナのような当社の得意分里予であ

る電波センサ機器のみならず,地球観測プラットフォーム

技術衛星用高性能可視・近赤外放射計を受注し,光センサ

の分里予においても地歩を更に一歩進めた。

宇宙環境利用分野では, H・Ⅱロケットの開発遅延,米国

航空宇宙局(NASA)の宇宙ステーション計画の遅れなど

外音剛犬況の変化によるスペースフライヤユニット

(SFU)の打上げ順延や日本実験モジュール(JEM)の設計

遅延などが生じているが,SFU用航法誘導制御計算機やモ

ジュールボックスの開発モデルの完成及びJEM電源系の

要素試作など,着実に開発が進められている。また,さら

に社内の体御ル整え,この分野の顧客ヘの対応強化と開発

宇宙開発と衛星通信

の促進を図った。

以上の各種衛星,宇宙機を支える基礎技術に関しても,

半導体素子,高密度実装技術,宇宙用耐熱性材料,構造用

複合材半斗,ロボティクス,バイオテクノロジーなどの各技

術分野の開発が着実に進められており,これらの成果を更

に次の大きな飛躍に継げるべく一層の努力を傾けている。

衛星通信の分野においては,前述の民間衛星サービスの

開始に合わせて民放各系列ごとに構築したSNG (sateⅡite

NewsGathering)ネットワークの第一期配備の設備が一斉

にサービスを開始し,ニュース番組の素材伝送に活躍して

いる。当社は,フジテレビ系列全64局,日本テレビ系列28

局,東京放送系列21局及びテレビ東京2局,合計Ⅱ5局の地

球局の製作を担当し,うち約1/3の局が,1989年7月から稼

働に入った。一方,上記SNGネットワーク以外にスーパー

ネット総,ワンワールドプロダクション欄,日本テレビケ

ープルニュース樹など映像伝送サービスを主体とした第二

種通信業者向けのアップリンク地球局20局の製作を担当し,

約半数の局が既にサービスに供している。

国際衛星通信分野では,日本国際通信総の千葉衛星通信

局及び上山口衛星通信局にインテルサット新標準A局仕様

に合致する18メータアンテナ設備及びビジネス衛星通信サ

ービス qBS)端局装置を納入した。まナこ,国際電信電話総

の御指導により開発したディジタル回線多重化装置

ΦCME)は,前年に引き続き米,英,仏国の各社に計65式

納入し,各国の国際ディジタル回線に用いられている。

衛星追跡管制の分野においては,宇宙科学研究所の鹿児

島宇宙空間観測所にS/X帯共用て開口径20mのアンテナ設

備を納入しナこ。この設備は,第13号科学衛星(MUSES・A)

以後の科学衛星の追跡管制に用いられる予定である。また,

臼田宇宙空間観測所の64mアンテナに,C帯, X帯及びKU帯

の機能を追加し,深宇宙探査に加えVLB1などの天文学に

も使えるよう機能付加を行った。

この章では,以上の活動状況や成果の一端を紹介する。
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4.1 衛星関連

.技術試^剣討星Ⅵ型(ETS一Ⅵ)搭載Sバンド衛星間通信用アンテナ

19兜年,打上げ予定の技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)に搭載される

Sバンド衛星間通信用機器(SIC)アンテナは,我が国初の衛星間デ

ータ中継実験に使用する目的で宇宙開発事業団と通信総合研究所が

共同開発を行っている。このアンテナは衛星搭載用としては世界初

のアクティブフェーズドアレー方式を採用したマルチビームアン

テナで,オンボードマイクロプロセッサにより自動的にビームを制

御することができる。 SICシステムのフォワード回線(ETS一Ⅵ→ユ

ーザー衛星)では,16素子フェーズドアレーを用いて 1 ビームを走

査し,り夕ーン回線(ユーザー衛星→ETS・Ⅵ)では,19素子フェー

ズドアレーを用いて2 ビームを独立に走査する。現在エンジニアリ

ングモデルの評価試験が完了し,基本機能の確認を終えた。

.技術試験衛星Ⅵ型(ETS一Ⅵ)搭載のSバンド衛星間通信機器(SIC)移相器コントローラ

ETS一ⅥのSICでは,Sバンドアクティブフェーズドアレーアンテ

ナを用い,世界初のオンボードビーム合成による衛星間通信実験を

行う予定である。ビームの合成は,各アンテナ素子ヘの給電ライン

に設けた4ビットディジタル移相器にそれぞれ所要の位相量データ

を供給することによって行われる。

今回開発した移相器コントローラは,通信の相手方となる周回衛

星の追尾開始時刻における軌道6要素と開始タイミングを地上から

与えられることにより,オンボードで周回衛星のま妨首位置を計算し

て移相器ヘの位相量データを生成し,長時問自動的に衛星の追尾を
1

行う機能を持っている。上記の軌道計算は,8 ビットの宇宙用マイ

クロプロセッサを搭載することにより実現したものである。

. TELECOM2搭載用12GHZ帯ビーコン送信機

1990年代に打上げが予定されているフランスの通信衛星

TELECOM2搭載用12GHZビーコン送信機を開発した。ビーコン送

信機は,周波数力導k常に高安定な信号を発生し,通信衛星の位置の

指標として送信する装置である。

開発に際しては,原振に温度補償型水晶発振器を,また高周波段

には誘電体共振器装荷型電圧制御発振器を用いて,12GH2帯を直接

発振するP上L発振回路を構成した。これにより,厳しい重量並びに

消費電力の制約条件下で,従来のものと比ベて周波数の安定度が高

く,位相雑音が低く,しかも高出力を実現できた。

Sバンド衛星間データ中継用アンテナ(エンジニアリングモデノレ)
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. TELECOM2搭載用固体電力増幅器(SSPA)

1990年代に打上げが予定されているフランスの通信衛星

TELECOM2搭載用4GHZ固体電力増幅器(SSPA)を開発した。

SSPAは,通信用中継器の最終出力部に用いるもので,通信信号を地

上ヘ送信するために用いる高出力増幅器である。

開発したSSPAは,4GHZ帯でⅡW以上の出力を得るために,増幅

器の最終段で高効率GaAS電界効果トランジスタ2個を並列合成し

ている。また,SSPAの効率を改善するため,出力回路の損失の低減

を行うとともに,電源回路であるDC/DCコンバータ部にMOSスイ

ツチングトランジスタを用いて変換効率の向上を図った。現在エン

ジニアリングモデルの開発を完了し,今後フライトモデルの製造・

SIC移相噐コントローラ(エンジニアリングモデル)
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試験を行う予定である。
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.高性能マイクロ波放射計用ユニカルスキャントーラスアンテナ

衛星搭鞁用高性能マイクロ波放身括ト(AMSR)は,地表及び大気

から放射されるマイクロ波雑音電波を受信するこどにより,大気中

の水蒸気量及び海面水温等を観測する。このAMSR用アンテナとし

宇宙開発事業団のご指導のもとに,コニカルスキャントーラスーブー
L,

アンテナを開発したことにより,地表入身寸角を・一定に保ったままで,

広範囲(走査幅約930km)なビーム走査を性能劣化を伴うことなく

実現できる。また, AMSRは電子走査式のため,衛星の姿勢に影響

を与えることなくビーム走査が可能である。 AMSR用アンテナで

は,5周波数帯(6/10/18/23/36GHZ)においてそれぞれ 2偏波共用

とし,開口径6mX2.7mの鏡面を用いることで,80%以上のビーム

4.2 宇宙基地・宇宙機関連
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.宇宙実験・観測フリーフライヤ(SFU)

当社は文部省,通商産業省及乙誹斗学技術庁が共同開発中の宇宙実

験・観測フリーフライヤ(SFU)プロジェクトにインテグレータ及

び主要なサブシステム(構造・熱制御,データ処理,航法誘導制御)

担当メーカーとして参画してぃる。 SFUは回収型の宇宙機であり,

多数回利用を目的としているため,回収機であるスペースシャトル

どのランデブー技術,安全性設計,回収後の点検性,不特定のペイ

ロードへのサービス性等,従来型の人工衛星にはない新しい設計が

要求される。平成5年度のH一Πロケットでのチ丁上げ,平成6年度の

回収を目指して,キーとなるコンポーネントである航法誘導制御計

算機のエンジニアリングモデル及びペイロードを搭載するモジュ

効率及び10kmX14kmの地表分解能(3鉛HZ帯)を実現した。

.宇宙用ロポットシステム機能モデル

宇宙用ロボットの各種要素技術の検討及び機能評価を目的とした

宇宙用ロボットシステム機能モデルを開発した。この装置は,異構

造マスタスレーブ型マニピュレータにより構成される。スレープア

ームは7自由度を持つ垂直多関節型であり,手首部の力・トルクセ

ンサ信号による高機能マニピュレーションが可能である。マスタア

ームは3自由度を持つ直交型であり,スレーブアームの位置・姿勢

を同時に制御する機能を持つ。各アームの制御にディジタルシグ

ナルプロセッサを使用することにより,高いサーボレートを実現し

ている。この機育Eモデルによって地上からの宇宙ロボット遠隔操作

時に障害となる,通信時問遅れの影響の評価・1訓賞法の開発を行い,

4.3 宇宙用材料・部品関連

.技術試験衛星Ⅵ型(ETS一Ⅵ)搭載用アンテナ駆動機構

技術試験衛星Ⅵ型値TSⅥ)では,衛星通信の伝送容量増大とシ

ステムコストの低減を目的として国産初のマルチビーム通信方式を

採用しているが,その中核技術のーつであるアンテナ駆動機構APM

(Antenna pointing Mechanism)のEFⅣ1(Engineering FⅡght

ModeDを日本電信電話(掬の御指導により製作し,環境試験を含むー

連の試験を無事完了した。APMは,高精度のビーム指向精度を確保

するためにアンテナ自体を駆動制1卸ナる機構であり, ETS一Ⅵでは

副反射鏡を単体指向精度10→度台で2軸回りに駆動している。この

APMは,しゅう(摺)動部を持たない,単性軸受を使用し,ダイレクト

ドライブ方式アクチュエータで駆動することにより,世界でも第一

兆 窒ず゛

トーラスアンテナ(試イ乍品)コニニカノレスキャン

男
耗

ξC 留厘 '

号
"、手M

ールポックスのエンジニアリングモデノレを完成した。

ノ'ミ、

'会

y

3

凱ニヂ

',

ノ

゛ー,会,ゾ
,'、,,一ψミノーー

門ー/Jーノ゛〒'Nノメマ'、、、

、_一κ'气琴モデャ

"×1、、'1 、
,ナ、f 、ノ→、ι

〒ノι、

、.ー^ノ'U ψ^一野ゞ1ん、』ミ'、
、.'・ー.ご給切づ三ゞ芝入一、气

.]..゛、1-.デーJ'、〕りノ

'.点=4Ξ'』'.'J

援慧隷姦

諸

その成果をもとに実機製作に移イ丁する。

スペースシャトルによるSFUの回収

^

_,-1-
1'1^1.."'1・,_ 1
票卑二卓二^."_^ニニ王゛'ニ="」〕J-". J

^

1 宇宙開発と衛星通信

宇宙用ロボットシステム機能モデル

級の精度を達成している。

^.

製

_'1

.多
'゛゛

多

,.4'

ETS・Ⅵ搭載用アンテナ駆動機構

J'゛ー~_、.

、
点
"
響
誕
ジ
ン
゛
甘
4
貞
゛
党

0
、
y
 
三
"

ン
歓
气

'
衣

9
 
、

;

、
色

し
一
ι
.
<
、

一
哥



.宇宙用材料の耐酸素原子性評価技術の確立

高度200~釦okmの低地球軌道の宇宙では酸素原子(約5ev,4X

10Ⅱ個/cm.・S)が存在するため,衛星表面材料の劣化が重要な問題

となっている。今回,地上実験として酸素ガスプラズマを用いて,

酸素原子フラックスが約3 ×10H個/cm.・Sになる状況を作り,衛星

表面材半斗であるカプトン,テフロンを使い劣化試験を行った。その

結果,①カプトンではイミド環の分解及びベンゼン環の崩壊,②テ

フロンでは, F, CF.の脱畜隹及び主鎖の切断が生じていることが明ら

かになった。以上の結果から,酸素原子による材料表面劣化機構が

解明されたとともに,スペースシャトルがさら(晒)される環境とよ

く一致したシミュレーション試験が可能となった。今後,低地球軌

道の衛星搭載用材料の劣化防止技術を確立することにbり,衛星の

4.4 衛星通信地球局

.インテルサット新標準A地球局

インテルサットでは,衡星の性有を向上に伴い標凖A地チ求局設備の

仕様を改訂した。これに適合した地球局設備を完成させ,国際公衆

通信事業者山日本匡N祭通信舷XITJ)の千葉及び上山口衛星通信局に

納入した。この設備は,直径18mカセグレンアンテナ装置,低篭音増

幅装附,受信監視制御装置,1BS変復調装置から構成されてぃる。さ

らに,上山口局は,アンテナ市力作仰角が6度と低く降雨による交差

偏波識別度劣化を補償する交差偏波補償装置及び融雪装置をも持っ

ている。本局は,東経174度及び66度の赤道上のインテルサットV号

系衛星を経由し,太平洋地域及びアジア・ヨーロッパの一部の国々

長期信束頁性を向上させる。

との問の国際通信の用に供される。

.インテルサット標準E2地球局

0

得地上実験結具0

10

この設備は,国際電信電話愉(KDD)が各都市における清報通信

機能の中核施設となる国際通信基地として大阪テレポートにインテ

ルサット標準E2型地球局大阪テレポート衛星通信所を建設し,この

通信所に納入,完成したものである。この通信所は,1BsdNTEL、

SAT Business services)用地球局として伝送速度64Kbps~2Mbps

の中容量から大容量までのディジタル専用回線を提供するものであ

る。地球局は,直径5.5m相当アンテナ装置,60OW電力増幅装置,低

雑音増幅装置,周波数変換装置,1BS変復調装置などから成ってお

リ,可変ビットレート変復調装置及び無人化のために本格的な計算

機制御を用いた遠隔監視制御システムを導入している。

5

4020

照射時問(h)

膜厚減少に関する地上実験結果とフライトデータとの比較

試斜:カブトン

真空度:04Torr

02ガス筬量:75SCCM

50OW

10OW

0

0

0

スベースシャトルによる

フライトデータ

.衛星テレビ受信専用局用Ka帯屋外装置

60

この装置は,通信衛星スーパーバードに搭載されたKa帯トランス

ポンダを利用したテレビ酉引言に使用される受信専用局用屋外装置で,

衛星からの18GHZ帯マイクロ波信号を受信するアンテナと,受信し

た信号をIGHZ帯IF信号に変換する低雑音コンバータから構成さ

れている。出力の IGHZ帯IF信号は,市販のBSチューナーに接続で

きる。

低雑音コンバータは,雑音指数2.5dB以下,利得50dB以上の性能

を持っており,18GHZ帯においてもBSコンバータ住2GHZ帯用)に

匹敵する性能を実現した。より波長の短い18GHZ帯を利用すること

によって,アンテナ径を小さくすることができ,東京を中心とした

入
、
J
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新標準A地球局用カセグレンアンテナ装置
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.衛星通信用ビットレート可変型モデム

・一切ハードゥエアの変更及び再調整の必要がなく,りモートから

の術Ⅲ卸信号又はユニット前面のテンキー操作のみによりビットレー

ト(641くbps~2、叫8Mbps)及び符号化率(]/ 2,3 / 4)が容易

に変更可能な,衛星通信用ビットレート可変型モデムを開発した。

このモデムはMS2100と称し,インテルサットビジネス衛星通信サ

ービス(1BS)用モデムどして既に実用に供されている。このモデ1、

は,最近のVLS1技術及び表面実装技術を駆使して大幅な小型化・軽

量化.低消費電力化を図った。このモデムの開発により,ディジタ

ル衛星通信における回線容量の変更に対し,迅速・容易かつ安価に

対応することを可能とした。

. TV信号伝送用FM変復調器

SNGシステムに好適なTV信号伝送用FM変復調器を開発した。

この変復調器は,ビデオ信号及び音声3チャンネルの伝送ができる

ため,ステレオ放送が可能であり,打合せ回線も同時に伝送できる。

変調信号帯域幅としては最大3種類が切替選択可能であり,使用す

る衛星,伝送方式(NTSC, B・MAC, BS等)及びフルーノハーフト

ランスポンダ運用に対して柔軟な対応ができる。また,衛星用群遅

延等化器も内蔵しており,良好な伝送品質力q尋られる。これらの切

替選択機能は,すべてマイクロプロセッサ制御となっており,パネ

ル前面のキーバッドだけで設定が可官Ξである。さらに,りモート監

視制御機能も備えており,運用性,操イ乍性の向上を図っている。

. KU帯衛星通信車載局用2,7mφ相当アンテナ

民間通信衛星(スーパーバード,]CSAT)の打上げにより,通信

衛星を利用した通信サービスが国内で開始された。当社は,このKU

帯衛星通信に用いる2.7mφ相当の車載局用アンテナを開発し,日本

電信電話鵬に納入した。

このアンテナは,3mX2.5mの長円形開口とすることにより,車

高を低く抑えるとともに,車両搭載時の収納容積を最小とし,任意

牙列犬アンテナの鏡面修整技術によって高い開口能率と低サイドロー

フ、1寺性を実現してぃる。また,方位センサ・傾斜計を備えるこ七に

より,現在位置を入力するだけで,衛星を自動的に捕そくすること

ができ,短時問で運用を開始できるなど機動性を高めている。

1・、1

衛星通信用ビットレート可変型モデムMS2100

」宅

.

. KU帯デュアルビームアンテナ

1

当社は,平成元年に打ち上げられた民問衛星通信用の地球局アン

テナとして,これまでに 7局のN/12GHZ帯デュアルビームアン

テナを日本電信電話(掬に納入した。

このアンテナは,有効開口直径が6.5mのオブセットカセグレン形

デュアルビームアンテナで,回車云放物面の主反射鏡,回転双曲面の

副反身寸鏡及び二組の平面補助反射鏡と一次放射器で構成される。

組の補助反身寸鏡をそれぞれ独立に変位させる簡易形追尾駆動方式に

より,追尾駆動による手嚇昇低下0.1dB以下で,二っの衛星にアクセス

することが可能である。
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.移動体衛星通信用無追尾形車載アンテナ

技術試験衛星V号値TSV)を用いた移重力体衛星通信の実験が各

方面で進められている。当社では,陸上移動体通信に用いる小型軽

量の無追尾形車載用アンテナを開発した。このアンテナは,高次モ

ド励振の無給電素子付環状りングマイクロストリップアンテナ

1素子で構成されており,水平面内無指向性かっ低仰角で高利得な

コニカルビーム特性を持っている。さらに,環状りングァンテナの

共平面内部に円偏波励振用のプランチライン形ハイブリッド回路を

設ける構成を考案し,小型軽量化を図っている。このアンテナは,

VSWRS 2以下の帯域は 8 %以上,軸比は仰角6=30~60゜で2dB以

下,θ=45゜での手噺尋は5dB以上の良好な特性を持ってぃる。

''

.衛星通信用車載形フェーズドアレーアンテナ

衛星を利用した移動体通信が世界的に注月されており,国内{こお

いても技術試験衛星V号(ETS・V)力斗丁ち上げられ,その実用化ヘ

の検討が行われている。今回,陸上移動体通信に用いる車載用アン

テナを開発した。このアンテナは,薄形給電回路と・ーイ村蒜造の19素

子平面フェーズドアレーアンテナである。素子アンテナは,小型軽

量化を図るために環状りング無給電素子付円形MSAを用いてぃる。

主ビームは,3 ビットディジタル移相器により電子的に走査でき常

に衛星と安定した通信が可能である。

. X帯高出力FET増幅器

マイクロ波帯における移動体通信用の高出力FET増幅器では,小

型化と,高効率化による消費電力の低減とが望まれる。しかし, こ

れを高出力化する場合,複数の単位FET増幅器の出力を合成する必

要が生じ,合成損失により効率が低下する問題があった。今回,低

損失な導波管ブランチライン形合成回路の段数を2段に抑えるよう

に単位FET増幅器のゲート幅を設定し,高効率化と小型化とを図っ

た高出力FET増幅器を開発した。試作したX帯高出力FET増幅器

は,合成効率が87%以上と高い値であり,飽和出力35W以上,効率

23%以上,小信号手嚇与63dB以上の性能が得られた。また,外形寸法

は157×45×227 (mmりと小型である。

ハイプリッド回路給電広帯域化用無給電素子
環状りングアンテナ

移動体衛星通信用無追尾形車戦アンテナ

<ゞ.,J/ゞ1ミンニ"今式三卦レ子、会ミ,'ニノ1＼>,?゛゛゛1,,゛'令,,'轟气>〆

、4-、"冬,き琴二武'-1ヌ琴趣綿蕪Y松琴yy,
二 W4k.、ノイー'11号1鄭jゞン'/1

. S/X帯周波数選択鏡面

N'、でノ、典、jy争
、,j轟、、、シ,ノマ,

寸'

深宇宙探査衛星からの電波を受信する装置を宇宙科学研究所64m

アンテナの現有設備に付加するために用いられる周波数選択鏡面を

開発した。この鏡面は,多数の方升三穴が周期的に打ち抜かれた2枚

の薄い金属板を所定の間隔で平行に配置して構成される。集束ビー

ム給電系に設置され, S帯伐.1-2.3GHZ), X帯(フ.]・7 2GHZ,8.1

・8.5GHZ)の電波を乱すこ七なくそれぞれ反身寸及び透過させる働き

があり,ーつのアンテナを二っの周波数帯で共用可能とする。 S帯

の反身村員失, X帯の透過損失はともに0.1dB以下であり,金属板の支

持に誘電体を用いない構成であるため,低損失で耐電力力汀憂れてぃ
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5
高度情報化時代のべースとなる情報処理と通信に対する

雇頁客の基本二ーズは,いつでも,どこでも,早く,正確に,

ということであり,それを実現する情報通信システムに関

しては,他社との差別化や業界での生き残りを目指す戦略

的システム志向力阿金まっている。このようなシステムの構

築のために顧客が求めるものは,①高速,大容量のコンピ

ユータと通信機器,②安くて使いやすい端末,③柔軟なネ

ツトワーク構成とマルチベンダシステム接続,④思考に合

つた応答とイメージを中心とするマルチメディア処理,⑤

正確な分析を行うためのデータベースなどである。

当社はこのような顧客の真の二ーズを注視し,その解決

手段を提供することを目的として「ニーズから発想する三

菱情報通信システムTHINK&UNK」を合言葉に,戦略的

情報通信システム構築のためのシステムノウハウの蓄積と,

キーコンポーネントの開発を行ってきている。以下にこの

思想の中から生まれた1989年の開発成果の一端を紹介する。

①無線通信システムと機器

無線通信システムは当社の得意分野であり,特に移動無

線端末として日本移動通信総向け及びフランス向け自動車

電話,北欧向け移動データ端末装置などの開発を行った。

さらに,携帯電話機同志の通話や携帯電話機と通常の電話

機との通話を可能にして,無線と有線の融合を実現したシ

ステムコードレス電話《MELWAVE》の開発が特筆され

る。

②光通信システムと機器

光通信機器としては,1SDN対応の開発としてINSネット

64サービスと,アナログ電話サービスの双方ヘのアクセス

を可能にする光加入者線伝送装置(SL・A/1)を,また広帯

域ISDN対応として622MbpslC化光送受信器を開発した。

③有線通信システムと機器

有線通信システムと機器に関してはカラートピックスに

掲載した三菱ファクシミリメールシステム《MEL.

FANET》の開発が特記される。この開発により小規模な端

末集線装置から,複数のメール装置を要する大規模システ

ムまでの対応が可育皀となった。メール装置としては,この

情幸艮・通信

ほかに音声メール装置のFAX機能追加もあげられる。

ISDN対応開発としては,1NS1500用にディジタルPBX

1000シリーズに 1次群サービス機能の製品イヒを行った。

統合ネットワークシステムとしては,三菱鉱業セメント

側向けシステム,日本航空総成田空港納め総合映像情報シ

ステムがある。後者は音声とともに,特に映像系にデータ

系システムを融合させた点に特長がある。

@)コンピュータとワークステーション

情報処理系では,戦略的システム志向をとり込んでオフ

イスコンピュータ用に世界で初めて実用化に成功した,リ

レーショナルデータベース処理専用プロセッサ"GREO"

の開発が特筆される。GRE0の搭載によって,大容量データ

ベースの検索が従来比最大50倍の速さで処理することが可

育皀になった。

汎用コンピュータ《MELCOMEXシリーズ》はコンパク

ト化を図った新機種を出した。また,スーパミニコンピュ

ータ《MELCOM70 MXシリーズ>は,最上位機MX/5000

に対し高速ベクトル演算を可能にする内蔵プロセッサを搭

載させた。

ワークステーションにおいては,三菱自動車工業総向け

のCD-ROMによる部品検索システム,図形を文字データや

グラフと同じように処理する統合化ソフトウェア"AI・

MARKⅢ"など,マルチメディア時代に対応する開発力新テ

われた。また,マルチベンダ接続を可能にするOS1対応製品

の開発(FI'AM/MOTIS)も進み,各機種間での"開かれ

たネットワークシステム"の構築が実現しつつある。

⑤周辺・端末機器

周辺・端末機器の分野では,印鑑検索照合システムに代

表されるイメージ処理用機器の開発が進んでおり,大容量

でかつ書き換え可能な13011血りライタブル光ディスク装

置,フルカラー昇華型プリンタなど,顧客の多様な二ーズ

に対応する開発を数多く行った。

盾報・通信
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5.1 無線通信システムと機器

. HDLC方式河川(水防)テレメータ装置

この装置は,建設省の標準仕様書(案),雨量りN立テレメータ装

置(その]力に準拠し開発したものである。

主な特長としては,

任)テレメータの伝送符号方式七して, HDLC符号(<イレベルテ

ータリンク制御手順のフレーム構成)を採用している。

②雨量・水位のデータ収集時間が,従来の装置に比ベ,約1セに短

縮された。

③装置の体積が従来の装置に比ベ,小型化(43%減)した。

なお,この装置に入カユニットを追力nすることにより,道路気象,

オく質テレメータ装置にも対応できるように設計されている。

.フランス向け自動車電話装置

本機は,1989年春にフランスの第二自動車電話網としてサービス

が開始されたNMTFシステム対応の車載兼携帯形自動車電話装置

で,日本メーカーでは当社力沖刀めて同国市場に参入する。

NMTFシステムは同国の既存システムと異なり,小ゾーンセル方

式でハンドオフ(自動追跡切替え)を行うことができ,現在世界で

最も多くの国で運用されているNMT方式に凖じたもので,使用周

波数は450MHZ帯である。

この畠動車電話装置は送信出力7Wで,最大99局の電話番号と名

前を記憶でき,ハンズブリー通話などの多彩な機盲をを備えている。

小型VC0やSA訊1フィルタの採用により,同クラスの従来機に比ベ,

軽量コンパクト化を実現している。

.北欧向けMOBITEXシステム用移動データ端末装置

M0引TEXシステムとは,音声及びデータの統合的な通信を提供

する新しい移動通信システムであり,スウェーデン通信省主導のも

とで,1986年から同国で試験的に稼働している。このシステムの特

長は,80MHZ帯を利用したスロッティッドALOHA方式によるパケ

ツト伝送(変調方式は1,20仙PS, FFSK)を行い,公衆電話回線ヘの

接続も可能な点である。移動局端末は, RS232C犬ートを持ち,パソ

コン・ディスプレイ等の周辺機器との接続が可能なこど,既存の

CCIRトーンを用いた通信システムのサービスも受けられること等

を特長とする。今1髪,ノルウェー,カナダでも同システムの導入が

予定されている。

^^

卜

1。書畢'・"'ゞ゛カ

{.凡

'N擬
ー.川

HDLC方式河川(水防)テレメータ装置
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.標準携帯無線機(MT-710A/D形)

今回開発したこの装置は,出力IWの標準携帯無線機で以下の特

長を持つ。①シンセサイザ方式の採用により,チャネル周波数が容

易に設定でき,標進装備するトーンスケルチはROMの書込みによ

リ,機能のオン/オフ及び周波数設定を可能とした。②チャネル切

替え幅は,150MHZ帯機で150MHZ帯全帯域(20MHZ)をカバー,400

MHZ帯機で4MHZ(簡易無系泉全波)をカバー。③実装チャネル数は

最大9。④チャネル,音量及びスケルチの設定はプッシュキーによ

るアップダウン操作とし,設定レベルはLCD表示どし操作,信束頁性

を向上した。⑤外形寸法は,当社比約80%の小型化を実現した。(63

mmヘ~、)×35mm(D)×136mm(H))

.』'『六、,や え゛

フランス向け

自動車電話装置

_メ0

】】
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北欧向けMOBITEXシステム用移動データ端末装置
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.三菱システムコードレス電話《MELWAVE》

三菱システムコードレス電話くMELWAVE》は,工場,オフィ

ス,ホテル,病院,等一定のビル,又は構内であれぱどこにいても

通話(発着呼)が可能な携帯電話システムである。携帯電話機は,

業界最ノ上のコンノξクトな設言十て、あり,システム構成品としてはこれ

以外に,基地局,基地局接続装置, CRT,内線電話機,等がある。

このシステムでは,携帯電話機どうしの通話,携帯電話機一内影曳(外

線)電話機間の通話をはじめ,堀緒ダイヤル,りダイヤル,転送,

保留,3者通話,などの豊富な機能を持っている。さらに,歩きな

がらの通話を継続する追跡交換棲能を持っている。

.6.5GHZ帯16QAM方式ディジタル多重無線装置

公共業務に使用する6.5GHZ帯16QAM方式多重無線装置を開発

した。この装置は郵政省技術審査基準に適合し,次の特長を持つ。

(1)伝送容量は最大39Mb那(主信号接続:非同期6.3MbpsX 6

SYS又は32Mbpsx lsYS)であり,64KbpS電話換算で最大576CH

の伝送が可能である。

②送信電力は0.8Wで,非直線ひずみを許容値以下に抑えている。

信)フェージング;訓賞にIF帯同相合成SD(スペースダイバシティ)

方式並びにIF帯自動等化器を採用し,標準構成としている。

④打合せ回線は,アナログサービスチャネル(0.3~8kHZ)1CH

及びディジタルサービスチャネル(64Kbps) 4CHを標準実装して

いる。

.運輸省航空局向け航空路監視レーダ用,"レーダ目標検出装置"

1974年以来整備されてきた航空路監視レーダ網の重要な構成品で

ある"レーダ目標検出装置"を,全国Ⅱ箇所の基地局と3箇所の管

御倍おに納入してきた。その第]世代の機器の更新が始まり,第]号

機を1989年2月に那覇航空交通管制部に納入し,4月から約3か月

の現地調整工事を経て,6月に運用開始の運びとなった。第1世代

の初号機以来15年の歳月を経て設計製作したこの装置には,レーダ

信号処理用に独自に開発した高速マイクロプロセッサを多数使用し,

従来はハードゥエアでしか実現できなかったレーダの信号処理をフ

アームウェアで実現した。さらに,1989年度中に 4サイトに設置さ

れる。今後逐次更新及び新設が予定されており,日本の空の安全に

大きく貢献することが期待される。

5.2 光通信システムと機器

.中部電力株納め支店内広域伝送ネットワーク

中部電力咽においては,電気所情幸畏・画像情報等,支店内エリア

の各種情報の増加,制御所システム・配電自動化システム等,複数

システム間での情報の共有・連けい(繋)の増加に対応し,高効率・

高信頼度で,かつネットワーク構成のシンプルな伝送路の必要性が

高まっている。こうした二ーズにこたえるべく, OPGWの光ファイ

バを刑」用したループ型LAN方式による広域伝送ネットワークを構

築し,このたび,制御用回線を収容した実証試験を行っている。

このシステムでは,シングノレモードファイバ・長波長伝送を用い

た長距離化,波長多重によるファイバ心゛泉の有効活用,制御システ

ムに適用可能なRAS機能一注能の充実等が必要とされ,当社では,

従来のLAN技術を応用し,システム開発を行った。
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.マルチメディア型光LAN 《MELNET R32F》

光りング型LANである《MELNET Rシリーズ》の半固定接続,

小型・低価格機種として《MELNETR32F》を開発した。従来機種

のR32型と比較した特長は以下のとおりである。

(1)マルチメディア化・ー・・イ氏速データ回線に力Πえ,高速データ回線

(~2.048Mbps),内線電話回線,音声2W/4 W回線,1SDN基本イ

ンタフェース回線の収容を可能とした。

(2)回線形態の多様化・・ー・・]:1に力Πえ,]: N形態の収容を可能

した(低速データ,音声2W/4W回鳥泉)。また,内線電話,音声と

2W/4W複数回線巻それぞれLAN上で多重化し,高速ディジタ

ルインタフェースで入出力することを可能とした。

得)伝送路の長距高隹イヒ・・・-SMファイバの採用を行った。

. SL-A/1光加入者線多重伝送装置

アナログ電話サービス(A)とINSネット64サービス①を統合

アクセス可能な光加入者線多重伝送装置を日本電信電話峠)の御指導

のもとに開発した。装置は,ユーザービルなどに据え付ける力Π入者

装置(RT),及びディジタル加入者線交換機設置局に置く局装置

(CT)で構成され,1システム当たり,約100加入又は約300加入の

アナログ電話サービス,及びINSネット64サービスを収容し, D70デ

イジタル交換機に接続する。加入者装置と局装置を接続する光ファ

イバ伝送路としては,収容加入者数に応じて6.3Mbps,及び認Mbps

の伝送路が使用される。認MbpSの伝送路は,電信電話技術委員会

(TTC)標凖の同期ディジタルハイアラーキの網ノードインタフェ

ースに準拠している。

.622MbpslC化光送受信器

超高速データサービスや高品位テレビ等のニューメディアサー

ビスを提供する広帯域ISDN伝送装置ヘの適用を目的とした,小型・

高性能な622MbpslC化光送受信器を開発した。

伝送距離はシングルモードファイパて、20km以上,サイズは54

mmX80mmX 9mm (WXHXD)とコンパクトで,動作周囲温度

は一30~十70゜Cと非常に広範囲である。電源電圧は,-5.2V士 5 %,

消費電力は2.2W (標準イ向と低消費電力である。

発光素子は1.3μmLD,受光素子はlnGaASPDである。この光送受

信器は,高速バイポーラプロセスを用いて四つのカスタム1Cに集積

化されており,高い信頼性とコストパフォーマンスカ訴昇られるとと
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もに,小型化・低消費電力化されている。

. HDTVディジタル光伝送装置

7.

ノ

ノ、

HDTV信号の高品質伝送のためのHDTVディジタル光伝送装置

を開発した。この装置は,帯域30MHZのHDTV信号をBTA (放送

技術開発協議会)のスタジオ規格に準拠してPCM符号化を行い, こ

れにステレオ音声信号2CHを多重化して1.3GbpSで光ファイバに

より伝送するもので,20km以上の無中継伝送が可能である。符号化

方式として直線PCM方式を採用しているため, HDTVの持つ高品

質性を損なうことなく長距離伝送することができる。また,主要回

路のLS1化, HIC化により装置の小型化・低消費電力化を実現した。

スタジオ間伝送やCATVシステムのほか,監視システムや教育シス

テム等にも適用することができる。
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5.3 有線通信システムと機器

.日本航空欄成田空港納め多元映像情報システム

日本航空峠)向けに納めたシステムであり,映像・音声・データの

各恬報の双方向伝送,瑞末制御,伝送路の監視等豊富なセンター機

能,ワイヤレスリモコンによるワンタッチ選局等多彩な端末機能等

最新技術を盛り込んだ先端的なシステムである。

特に映像系にデータ系システムを融合させた点を特長としており,

各システムからのデータを90画面分サービスできる。また,サーヒ

スする画面に対してぱサービス汗姉上を種々設定できる機能もあり,

端末単位及び画面単位での同報,秘とく(匿)制御で各部門に適切な

清報サービスが画面だけでなく音声も組み合わせて可能である。端

.三菱ファクシミリメールシステム《MELFANET》

フプクシミリの通信量が増大し,その通信範囲も拡大しておりこ

オUこ伴い,フプクシミリメールネットワークの大規模化の要求力阿金

まっている。当社ではこの要求にこたえるため,ファクシミリメー

ル《MELFANETシリーズ》にファクシミリ端末集線装置を加え

＼

電話網 OG3靖烹

FMP OG3禦夫

OG3之王

末機としては,小型で表示用のモニタは14,21,3フィンチと利用環

境に応じた設置が可能である。

仏)小規模構成

ファクソミリメール装置

ファクシミリ集線装置

FMP

FC

.三菱ファクシミリメールシステム《MELFANET-10F》

ファクシミリ通信費用を削減し,サービス機能の充実,電文の到

達確認の充実を従来以上に図るため,三菱ファクシミリメールシス

テムの開発の一環として《MELFANET・10F》を開発した。《MEL・

FANET・10F》は,くNIELFANET-100/200》メールシステムのフ

ロントエンドブロセッサどして重力作するファクシミリ端末バケッ

ト集線装置である。その特長は,①マイクロプロセッサ使用により,

従来の同クラスの機種に比ベて大幅な小型化を実現。②ホストとの

通信はバケットで行うため,社内専用線等を有効に利用でき通信費

力哨Ⅲ咸できる。③大拠点にはホストを設置し,中小拠点には《MEL・

FANET・10F》を設置することで,より効率的なメールシステムが

構築できる。

電話網

FMP
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OG3齋末

OG3垢末
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た。これにより,小規模システムには単独のメール装置,中規模シ

ステムにはメール装置+集線装置,大規模システムには複数のメー

ル装置といったように規模に応じて口ーコスト,ハイパフォーマン

スの最適システムを構築することを可能とした。

専用線
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⑤中規模構成

多元映像情報システム
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《MELFANET>システムの構成

0儒謡王

0飴峯ヌ

0儲之ま

.1SDN 1 次群サービスを実現したESI000シリーズ

三菱ディジタルPBX "ESI000シリーズ"は,マルチテナントサ

ービス,分散配置による容量拡張機能及び携帯電話サービスなどを

持った高機能中小容量交換機であり,今回ISDNベーシック機能の

充実と]次群機能の製品化を行った。図に接続イメージ図を示す。

この機能は,オプションソフトゥエア及びインタフェースカードを

追加することで,1SDN対応にグレードアップされ,既存音声端未や

ディジタル電話機に接続されているデータ端末とINS網(1NSネッ

ト64,1500)との通信が可能となり,更にはISDNベーシック端末及

び1次群端未(HO, Hn)を収容でき,内線間の通信はもちろん,1NS

網との組合せで,今後の広域ディジタルネットワークや広帯域,高

品質通信に対応可能どなった。
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.音声メール装置FAX機能

音声メールとは,電話を使って音声による郵便を実現したシステ

ムである。受信時には留守番電話,発信時には声のポストの役目を

果たす。また,オフィスの受け入れ箱のように,必要なメッセージ

が届いていたり,確実に送付されたりする。音声メールは1989年4

月に完成した。今期はこれにFAXとの通信機能を追加し,FAXの代

行送信,代行受信,親展通信,情報案内等を行えるようにした。

主な仕様は,接続回線数4回線,蓄積枚数A4換算9千枚,メール

ボックス数1,呪4,外形420mm(W)×480mm(H)×280mm(D)。通

電標準32ビットCPUボード,及びITRON準拠OS, OS認を採用して

いる。

.高機能ファクシミリ《MELFAS 900シリーズ》

《MELFAS 900シリーズ>は,"確実性のファクシミリ"をキャ

ツチフレーズとし, G3誤り言丁正方式(ECM),画像を暗号化して通

信するシークレット送信モード,入力された電話番号を音声で復唱

する誤ダイヤル防止機能など,通信面・操作面での確実性を高めた

ビジネス用途の高機能センターマシンである。また,メモリを装備

することにより,同報・中継・親展通信等のネットワーク機能を充

実させ,さらに当社独自方式による極値像空間判別,64階調表現,

スーパファインなど当社ファクシミリ伝統の画質の良さを更に向上

させている。1C力ードを使用し,登録電話番号をパーソナライズす

るユニークなパーソナノレワンタッチ機能を併せ持つ。

.音声会議装置エコーキャンセラ

iν1企L6-1/1弁

通信回線(4線式回帋向での会議におけるスピーカー,マイク問

のハウリングを抑圧し,かつエコーを消去する音声会議装置エコー

キャンセラを開発した。本器は,音響結合で回り込む信号成分(疑

似エコー)をディジタル処理により作成し,マイクから入力される

信号成分から疑似エコーを引き算することにより,回り込み信号を

抑圧する。疑似エコーは,スピーカーからマイクへ回り込むイ言号と

同一の信号になるように,周波数特性,遅延特性,レベル特陛等の

音響空問のデータをトレーニングにより収集し作成する。トレーニ

ング後も疑似エコーを音響空問の変化に追随させ,データを常に修

正する適応修正機能を持っている。
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.国際ネットワーク対応型高速ディジタル多重化装置・D/S1装置

当社MINDをはじめ,商社,金融機関等の企業向け国際ネットワ

ク実現のために,国際回線接続機能及び音声・データ統合高能率

伝送機能を持つ高速ディジタル多重化装置MX-7100シリーズを開

発した。この装置は,次の特長を持っている。

①高能率符号化音声(9.6Kbps APC-MLQ)をディジタル 1リ

ンク接続し,品質劣化のない電話回線を実現した。②音声の無音時

間帯にパケット化したデータを挿入するデータ音声多重化法(D/

SI: Data/speech lnterpolation)の導入により回線の高効率利用

を図った。③日,米,欧の各国際回系泉インタフェースをサポートし

た。④回線障害時のう(迂)回接続機能により,高い信頼性のネット

ワークを実現した。
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5.4 コンピュータとワークステーション

.三菱自動車工業株向けCD-ROMによる部品番号自動検索システム

Ξ菱白動車工業欄では,全国約35畔士ある販売会社の部品部門の合

理化の最重点施策として,全販社で利用されているNB300マルチワ

ークステーション住nvs)の上にCD・ROMを付加し部品番号自動

検索システムを当社と共同で開発を行った。

現在三菱自動車工業で管理されている部品は,50万点と言われて

おり,その検索は各アセンブリ単位のカタログ図と部品番号が印刷

されている部品カタログ(600冊程度)から索引して正規の部品番号

を検索していたが,新システムではMWSの端末上にカタログ図を

表示して検索することが可能となり素人でもできるようになった。

既に全国で],000台以上導入されており第2 次として部品商,第 3

次として海外販社まで検討対象としている。

.物販・サービス分野向けプリペイドカードシステム

商店街,中小規模チェーン店組織などが,独自のプリペイドカー

ドを自家発行し,棺互利用を行えるオンライン型プリペイドカード

システムを開発した。システムは,カードの発行・管理を行う力ー

ドセンター装置七,公衆回線で接続された力ード端末から構成され

る。さらに,センター装置をオブコン,汎用計算機と接続すること

により決済棲能の拡張力并テえる。センター装置は, AXパソコン

"MAXY"をべースとし,発行者の事業規模に合わせ構成できる。カ

ード端末(写真)は,複数の組織で発行された力ードカ井H互利用で

き,カードの偽造,改ざんに対しては厳重なセキュリティ対策力坊缶

されている。また,高速処理とコンパクトなデザインが特長である。

.三菱製紙販売広域営業システム

紙代理店業界において,需要の急、激な伸びに加え,業務拡張どか

メーカーの生産システムや業界VANとの才、ツトワーク接続どいっ

た変化に柔軟に対応でき,販売チ十ンスを逃さない高信頼化営業情

報システムが求められている。この要求にこたえ,MNA-Pネットワ

ークのもと, EX800,フォールトトレラントコンピュータStratuS及

び全国展開された端未をシステムインテグレートし,販売出荷業務

を中心とする営業オンラインをStratuSに,バッチ処理や非定形情報

サービスをEX8舶に機能分担させた。これにより,高レス六ンスの

ノーダウンシステムが実現され,今後の連続的なシステム拡張の基

盤を構築することができた。

(田全体表示

5きしこ

;11^;111^＼1
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5之
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. CIMSⅡ/DTF (CIMSΠ分散トランザクション機首毛)

CIMsn/DTFは,《MELC0入IEXシリーズ>のオンラインシス

テム同士の結合を容易にするソフトウェアである。従来のAPP間通

信にない以下の特長がある。

住)分散ファイルアクセス機能

従来APP問通信で行っていた他系のEX上のVSAMファイルへの

アクセスを定義するだけで直接COBOLのREAD, WRITE等の命令

で1丁える。

既存の業務プログラムで,他系のブアイルにアクセスできる。

②システム問にわたるデータ更新の同期の維持

従来のAPP問通信では,二つの計算機にあるファイル群の同時更

新において,障害のタイミングによっては更新の同期を保証するこ

山)拡大表示
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.オフコンとMAXYの分散トランザクション処理システム(TPREPO

TPREP0システムは,オフィスコンピュータくMELCOM80

GEOCシリーズGRファミリ>をホスト計算機とし,端末にAXパソ

コン"MAXY"を電話回線で接続した分散画面管理機能を持つオン

ライントランザクション(OLTP)システムである。

このシステムは,当社の事務用簡易言語プログレスⅡで記述した

アプリケーションプログラムでシステムを構築することができ,こ

こで生成された固定的な画面・帳票データを"MAXY'側ヘ分散す

ることによワ,オンライントランザクションシステムの開発生産

性の向上,回線効率の向上を目的としたものである。さらに,端末

側にバッチトランザクション機能をもたせることにより,回線の接

続時問の短縮化を図り, OLTPでの回線費用の削減を指向している。

(入IAXY御レ)ソフトゥエアは,日本ユニシス制が開発し,版権を戸斤有しています。}

.オフコン《MELCOM部》 OS1製品(FTAM, MOTIS)

高度情報化社会のネットワーク基盤を提供するOS1の実装規約書

が発刊 a989/4)され,今回それに基づき当社のオフコン《MEL.

COM8の上でファイル転送機能FTAM,電子メール機能MOTISを

開発した。

FTAMは,平易なユーザーインタフェースでファイルの送受信

ができるよう支援ライブラリをもち,簡易言語PΠやCOBOLでの利

用を可能にしている。また,ファイル転送状況や処理結果を表示す

るコマンドを用いて,運用管理を容易にしている。

MOTISは,ユーザーインタフェースに統合OA (OAメール)を

採用し, M80利用者間のメール交換のほか,相手システムのMOTIS

利用者とのメール交換を可ミ融こしている。

7イ

GRファミリー

トランザクノヨン

処理スケンユーラ

ピ

.三菱エンジニアリングワークステーションME20OFX, ME40OFX

U .1フ'ツ
口セ
グ1

IJ 厶制

レポ)

アフりケーノヨン
,.

フログラム

三菱エンジニアリングワークステーション"MEシリーズ"のFX

タイプは,好評を博しているMEシリーズに業界初の高速浮動小数

点演算アクセラレータ(米国ウェイテック社3168)と最新技術の最

適化コンパイラを採用した高性能新モデルである。 MEシリーズと

のソフトウェア互換性を維持することでユーザー財産の継承を図り

つつ,幅広いユーザーニーズにこたえるべく開発した。これにより,

著名な流通ソフトウェアとバプリックドメインソフトウェアのサ

ポートや業界標準のVMEバス解放による柔軟なシステム構築ヘの

対応とあいまって,ソフトゥエア開発支援,二次元CAD/CAEなど

に安価で強力な性能を発揮するレパートリが備わったこととなり ,

高度化するユーザーニーズに対応可能となった。

}ニ、ノ 、ノ

口由

240obps

DDF(定義体)

MNP
モデム

DDF

0

TPREDシステムの概要

電話網

0

ワーク

ステーション

0

.スーパミニコンピュータ《MELCOM70 MX/5000-SPシリーズ》

スーパミニコンピュータ《MELCOM70 MX/5000-SPシリーズ》

は,最大20~40 MFLOPSの性能で科学技術計算を高速に演算する

内蔵型ベクトノレプロセッサSP (scientificprocessor)を搭載するシ

リーズ最上位のモデル群である。現行の《MELCOM70 MX/50舶シ

リーズ>の汎用性や入出力機器の拡張性に加え,高速ベクトルプロ

セッサを結合し科学技術計算をより高速処理する要求にこたえるも

のである。国産のミニコンピュータでは初の自動ベクトル化FOR、

TRANを備え,従来のプログラムをそのままコンパイルするだけで

ベクトル処理可能な部分を解析し,自動的にSPの性能を十分に引き

出すベクトル命令を生成する。

MAXY

F丁AMサーバ

0

FTAM

サーバ処理部

MNP

モテ'ム

FTAMクライアント

0

FTAM

クライアント

処理部

(P-11,
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《MELCOM 8の OS1製品ソフトゥエアの構成
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.《MELCOM70 MXシリーズ》 SNAネットワークサポート

《MELCOM70 MXシリーズ>では,従来は直結端末のみをサボ

トしていたSNA端未エミュレータ(5370S)を機能アップすること

により, LAN接続(TCP/1P)された端末からもIBM機を利用でき

るようになった(5370JS)。また, MNA-P, SNAパススルー機能

(537町SND と, SNA親局機能ΦNPS)も併せて開発し, MXシリ

ーズの端未からIBMをホスト機七して利用できるようになった。 こ

の結果, MXシリーズは, SNAネットワーク,エンジニアリングネ

ソトワーク(TCP/1P)及び当社ネットワーク(MNA-P)におけ

る分散プロセッサとして幅広いシステム構築に利用できるようにな

ーコ、。

当社納入範囲

.三菱AXパソコン0Aソフトウェア統合化ソフトウェア"AI・ MARKⅢ"

MAXY用AI(エースワン)・MARKΠ1は,"A ]及びA I・MARK

Π"で培ってきた文書処理のノウハウを結集し,ますます高度化・

多様化するユーザーニーズに対応するために,新たに開発した統合

化ソフトウェアである。"AI・MARKn"からの主な強化内容は以

下のとおりである。①無変換キーによるひらがな/カタカナの切替

え,②改行・左端変更・行単位範囲指定など編集機能の追加,③半

角奇数個の処理,④漢字・ひらがなの半角・ν4角,⑤数百ページの

文書を作成可能,⑥印鼎H メージ表示,⑦文字間・行問けい(罫)線・

斜め線,⑧ベクトル図形による作図,⑨イメージ領域の重ね合わせ,

⑩表示・印刷速度の向上,⑪キーボードでもプルダウンメニューを

選択可能,⑫ワープロ専用機OAI0OGの文書を変換可能(別売ソフト)。

くMELCOM70 MXシリーズ》の

ネットワーク構成

. MAXY端末エミュレータ"M4374AX"

端末エミュレータ"M4374AX"は,当社AXパーソナルコンピュ

ータMAXYを当社ホストコンピュータの質本語端末として使用す

るための通信ソブトゥエアである。利用可能な通信網は次のとおり

である。

.加入電話回線(V.25biS多機能電話力H吏用できる)

.専用回線(マルチドロップ,ボイント・ツー・ポイント)

.パケット交換網('7駄反X.25,'80年版X.25)

.1EEE8促.3準拠バス型LAN

冒本語入力はVJE一戸く日本語入力フロントプロセッサ)が使用で

きるほか,プリンタ出力では豊富な書式制御ができる。又,ファイ

ル転送を利用した分散処理システムの構築が可能である。

恰M

ト計算機

M2313

5370JS

TCP/1P

X 25

MELCOM70
MXシリース

SDLC

ME

(5370JS)(5370JSM) ΦNPS)

*1 TCP/1P埼末 MEンリース
*2 MNA-P端末 MWS,MEソリース

*3 SNA端末他才士パソコン,MWS、MEシリーズ.MAXY

*1

SDLC

SNA

(^^1^

憾
冬支社営炭記長段

MNA-P

*2

MWS

(DNPS)
MELNET BI0

TIA

3
他ネ土
コン

MAXY

:P成2年度上1匪完_ヒ計酉を下記に通丘戯しまサので、質所ヘの周知方お顕い致します。
前年度上期比で平均」5パー七ント丁ツプの目楓になうてをりミす。かなり厳Lい隻女宇;こ
な゛ていま寸ので、冬自揮を目指してなお一層の努力の1呈宜しく右騒い致します。゛

.地方ε厨テ向けFB (ファームバンキング)専用端末

1989年7月に"MAXY"をべースとした地方銀行向けFB専用端末

を開発した。このシステムは, NTTのANSER機能と一括データ伝

送機能を持ち, ANSERパソコン機能では預金残高照会,取引照会,

資金移動等のサービスを全国同一のレベルでしかも遠近格差の小さ

い料金で手軽に受けることができる。また,1回のダイヤルで複数

銀行へアクセスが可能である。・一括データ伝送機能では,総合振込,

給与振込,賞与振込,口座振替,預金照会,融資照会,外国為替照

会等のサービスを受けることができる。また,6銀行まで接続が可

能である。ANSER/・一括の双方共,自動ダイヤル機能や各種パスワ

ドチェック機能を持っている。都市銀行向けとは共同CMSセンタ

ーとの接続がない,立上げ時に表題の宕由設定が可能等の点が異な

平成之年度上井井克上計画

3^^ーー4-^5^ー^.6^ーーーーフ^^0

早戚2年2月14日

地方銀行向けFBシステ/、

M2161

多機能電話

^C O M C:辞香かな全K*挿人

^^^^^^^^

A1Ⅲの画面表示例
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.東京海上火災保険株向けクレームシステム照会端末

1989年3月に東京海上火災保険愉にクレームシステム照会用端末

として"MAXY"を納入した。このシステムは, M3201-

A20"MAXY"と低騒音で小型の80けた術テ)プリンタを 2階建て回

転台に設置して3人が共用可能にしたものであり,ホスト計算機

(1BM3四ωにIBM81舶経由でオンライン接続している。客先損害業

務部門では,顧客からの自動車事故等に関する電話の問合せに対し

て,この端末によりホスト計算機から照会した契約条件に基づいて

相談受付,支払い等の業務をタイムリーに実施している。以前は顧

客からのクレーム照会の都度,机から離れた端末まで往復したり端

.航空機搭載用コンピュータ

フルカスタム 1チップCPUを使用した小型・軽量の航空機搭載用

コンピュータを開発した。このコンピュータは, MIL-STD・1750A

に高級言語向命令を追加した命令セットを採用し一性能は]MIPS

を達成している。入出力には航空機搭載機器の標準シリアルバスで

あるMIL・STD・]5認Bバスを二重冗長系で備えている。 CPU部は,

20万トランジスタをシンボリックレイアウト手法により,]チップ

に集積している。これにより,主記憶容量128K語でCPUを 1ボード

にし,きょう体は120mmX20ommX30omm,重量8kgと小型・軽

末が空くまで待ったりしてい

たが,この端末の導入により

その必要もなくなり,顧客サ

ービス及び作業効率を改善で

きた。

. KE (ナレッジエンジニア)育成コースウェア

AI(人工知盲Ξ)が研究から実用ヘ移りつつぁる今日, A1技術を組

み込んだシステムや製品の開発が重要となっている。その開発の核

となる技術者(KE:ナレッジエンジニア)を育成するための体系的

なコースウェアを開発した。コースウェアの中核は, SOLOMONど

いう問題解泱を指向したシステム企画・設計の方法論である。それ

は,現状の中から本質的な問題を発見して分析・記述し,システム

化すべき部分を定め,問題のタイプ別に問題の解決方策を概念設計

するというシステム開発の上流部分を体系化・標準化したものであ

る。この部分は,従来SEやKEの個人の経験とセンスに全面的に依存

していたところで,それを体系化して教育するこ上で,実用的なAI

応用システムの開発を促進することができる。

5.5 周辺・端末機器

クレームシステム旦買会立揣末

量及乙q氏消費電力を実現してい

る。熱伝導冷却方式により耐環

境性能は,周囲温度一54~+

71゜C,ランダム振動8 Gピークを

達成した。
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.レストランオートメーションシステム"T310ORA"

オーダーからチェックァウトまで,レストラン業務の一連の流れ

を総合的に把握・管理するシステムを実現した。基本構成はPOS夕

ーミナルを核とし,オーダー入力用無線式ハンディターミナル,伝票

出力用プリンタ,調理指示用CRT,配ぜん(膳)指示用プリンタ及び

調理完了入力用スイッチパネルから成る。主な特長は次のとおりで

ある。

住)無線式ハンディターミナル採用によるオーダー作業の効率化

② CRTヘの調理指示(調理順序,まとめ作り,特急メニューの表

示等)によるちゅう(厨)房作業の合理化

③伝票番号入力だけで取引内容を呼び出し,チェックァウト可能

④税・奉仕料・割勘計算などの飲食店専用機能を豊富に装備

(5)上位コンピュータとの夜間自動送受信が可能

^ー゛→罫

^"声'

才゛゛_゛゛,,yl、,

、

航空機搭載用コンピュータ

巨回一・厘ヨー巨ヨ・閃顎壱提

・問題の記ナ

一L

才型

70

掌:ウ'Ξタイフ

*,竜益.重;景,二子三タイフ

＼写キ f,クイブ

E1ヨー・・EI^

フロア

"阜"゛丁

塑

三菱電機技幸長・ V01.64 ・ NO.1・ 1990

SOLOMONのフロー図

,1銘

雌斐手顎

手主ぎ択

ψ堂Q」モテル袈1旦}

(上位コンビュータ)

*テーク壊1勺タイフ

ネテーナ菅理クイフ

貨モニクリノク庄4ヨ:タノウ

オンライン

厨房
r 一

P0

チ工

伽

クアウト

最大5台

L

r-ー

1

厨房

「ーーーーーーーーー1

ハノテ"ターミナル

レストランオートメーションシステム"T310ORA"

、ーーーーー^

1最大10台 1

¥う'Υ三

L一

夕 1

J{?ル

ー^^

無線

^

票 1

' 1

聯
ゞ
〆

=
兵
立

[
モ

ー
」
を
」
 
J
 
J
 
,
 
1
E
 
1
 
ー
ー
ー
、
ー
,
'
゛
式
'
、
'
゛

=
=
ぎ
,
ゞ

、
、
、
,
ー
$
一
&
,
,

叉
J
¥
ミ
ー
.
一
く
、
ι

ゴ
ー
゛
弓
'
'
、
ゞ
゛
、
、
、
,

、
武
一
'
、
、
、
、

=
ノ
、
 
y
 
、

.
 
J
」
」
'
'

一

,
,
一
七
、
、
、
ぐ
、

ノ
、

＼
一
~
一
ジ
一
り

゛
〆
ど
゛
一

1
,
、
,
.
,
,
,

4
 
'
"
イ
瓢

ケ
^
窮
,
シ
>
"

ノ
メ

ノ
一
ノ
声
,

琴



.三菱IS0規格案準拠130mmりライタブル光ディスク装置及び媒体

当社は, SCSI-embedded(コントローラ内蔵)タイプの130mm径

ライトワンス、,1S0規格案準拠の130mm径りライタブル光ディス

ク装置、, H-90Gバイトの記億容量を持つ大容量光ディスク記憶装

置、,そして光磁気方式りライタフ'ルディスク媒体、など,光ディス

ク装置製品のシリーズ化を完成させた。

これらの製品は,平均アクセス時間48ms(回転待ち時問を含

む。),データ転送速度7.3MbpSをもつ高速性,及び高信頼性を実現

した業界最高水凖の性能を持っており,大量の清報を高速で処理す

るコンピュータの外部メモリとして,また画像ファイル等のメモリ

として期待されている。

※印海外規格(UL, CSA, TUV)認許品

.《MELCOM EXシリーズ》 E1780A磁気テープ装置

磁気テープドライブを 2台内蔵したE1780A磁気テープ装置は,

E胎80A磁気テープ制御装置経由でホストコンピュータに接続され,

高機能・高速データ転送によりシステム性能の向上を実現した高性

盲E磁気テープ装置である。コンパクトな力ートリッジタイプで高密

度記録の磁気テープを媒体とし,データ圧縮モード設定時テープ1

巻当たり約40OMバイトの大容量記録が可能である。ワンタッチでテ

ープの口ーディングが行え,オートローディング機構の付力口により,

各ドライブは最大6巻の順次自動装てんが可能になった。運用面で

業務プログラムの一部を変更するだけで従来の磁気テープ装置{よ,

と全く同じ手順で使用できるなど,オペレータの負担軽減が図られ

た。

.5.25インチフレキシブルディスク装置

フレキシブルディスク装置(FDD)は,パソコン等小型情報機器

の小型化に伴い,3'5インチFDDが普及し始めたが,これまで蓄積さ

れたソフトやデータカ巧.25インチディスク上にあることから,まだ

根強い需要がある。

MF504Sは,小型化されるパソコン等に対応すべく,薄形,軽重量

化をねらい,開発された5、25インチFDDで,].6Mバイトの記憶容量

を持っている。本体厚さは28mmと薄く,また重量は850gと軽く,し

かも振動・衝撃などの耐環境性,信頼性に優れたモデルである。

操作部は,3.5インチFDDと同じプッシュボタン方式を採用した。
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.写真植字機ROBO-15XYⅢ

"

写真植字機は,写真原理により印刷用版下文字を作り出す装置で

ある。近年,写植内容のディスプレイ表示が可育Eとなるに従い,複

雑な組版機能や作図機能を備えた高性能型が注目を浴びてきている。

当社においても,愉モリサワとともに高機能写真機ROBO-15XYⅢ

を製品化し好評を得ている。本機は,①32ビットCPUの採用による

写植位置演算精度の大幅向上,光学系モータ6軸同時制御による処

理時間の短縮(従来2軸)。②従来機ROBO-15XYΠの経験から,作

図ホ則振で使用頻度の高い,円弧トラック・回車云ラウンドコーナ・各

種鎖線のサポート,及びパソコンCAD接続による作図機能の飛躍的

向上。③FDD標準装備による写植データの保存/再現を可能として

いる。
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.昇華型フルカラープリンタS340

A4 サイズのカット紙に,1,670万色のフルカラーで印画できる

S340形プリンタを開発した。熱昇華転写方式の採用,及び各ドット

ごとの印画濃度を最適にする熱制御技術の開発により,],670万色を

安定に印画表現できる。また,サーマルヘッドの高速駆重力方式,及

びサーマルヘッドの熱蓄積予担怜4御方式により,100秒/枚という高

速印画が可育をである。ホストコンピュータとは,セントロニクス凖

拠インタフェースで接続する。γ補正,階調補正,色補正などの画像

処理機能を内蔵することにより,CRTとの色合わせ調整も可能であ

リ,CGや印刷など忠実な画像プリントを必要どする分野に適した構

成になっている。

.教育用ネ見覚システムムーブマスタービジョン"1S-100"

当社のマイクロロボット"/、ーブマスター"に接続できる視覚シ

ステム1S・100を開発した。1S-100は,主に教育,研究機関を夕ーゲ

ツトにした教育用視覚システムである。

大きな特長として次のリ頁目がある。①新開発のBASICライクの

言語VM・BASICを用い,パソコンから 1コマンドずつ入力して処

理させるダイレクト実行と,プログラムを作成して処理させるプロ

グラム実行の2種類が可能である。②50種以上の画像処理コマンド

により最適な画像処理が可能である。主な機能としては,空間フィ

ルタリング,論理フィルタリング,画像間演算,濃度変換機能等を

備えており,汎用性が高く,多くのアプリケーションに対応できる。

ずy露1琴 y

モ,ーゞナノ.j毛'」ノー

.オートトラッキングカラーディスプレイモニタ

蓄積した技術をべースに徹底した市場二ーズの収集と分析を行い,

ディジタル回路の採用で高性能・高機能化を図るとともに操作性の

向上,コンパクト化を図るなど,より高い信頼性と使いやすさを徹

底追求したオートトラッキングモニタシリーズを完成した。

水平周波数15~38kHZモニタは,各種パソコン, FA用モニタとし

て幅広い用途に対応可能である。また,30~64kHZモニタは,非イ

ンタレース方式において最大1,280×1,促4ドットの分角早能をもち,

PC・CADから高精細度の画像を要求されるCAD夕ーミナルやエン

ジニアリングワークステーション用として最適なモニタである。
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. MR1用新型超電導マグネット

ヤ

医用画像診断装置であるMR1システムは,本格普及期に入り,我

が国でも既に如0台以上の設置に至っている。当社のMR1用超電導

マグネットは,0.35~2 テスラの幅広い製品系列を持ち,高い信頼

性と優れた特性・経済性により高い評価を得ている。

一方, MR1システムの普及において,マグネットの小型・車呈量化

が設置の重要要件であり,当社ではこの要求にこたえ,優れた磁気

特性を維持しつつ,設置面積及び重量を従来の約8害ルした0.5テス

ラ新型マグネットを製品化した。新型マグネットは,簡便な方法で

高い磁界均一性を得るため,従来の超電導シムのほかに磁性体を用

いたパッシブシムを付力Πしたハイブリッド方式を採用している。
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6
リーディング産業としての半導体と電子デバイスの技術進歩は,

社会の高度情報化と多様化する市場二ーズに対応して,高信頼性

化・大容量化・高速化・小形化に向かって日進月歩を続けている。

特に最近は,情報機器,産業機器, OA機器及び家電製品等の分野

で,ユーザーの要望に基づく仕様と機能を盛り込んだASIC的な製品

の開発が増加しており,これらの半導体と電子デバイスは,例えぱ,

高品位テレビのように,各分野における技術進歩と新製品の開発に

寄与している。今後この傾向は更に強まるものと予測され,将来に

向けて電子コントロールをふんだんに使った居イ主性の良い住宅及び

衛星や光による大容量通信などを実現する主要素子として期待され,

その果たす役割は大きい。

半導体技術における動向は, DRAM(Dynamic Random Access

Memory)の大容量化と高速化を推進するために,微細加工技術・ク
リーン化技術をはじめとする各種関連技術の開発が進められた。

方,これらの最先端技術がマイコン・ゲートアレーなど,1C全般の

高性盲Ξ化と高機能化に寄与し,全般的な性能アップをもたらした。

さらに,多様化する二ーズに対応して,設計・開発の分野で,簡易

化と期間短縮のために, CAD(computerAidedDesign)の導入を含
む機械化と標準化が行われた。

素子と電子デバイスについては,多様化する産業機器及び家電な

どの分野で,制御容易で小形であり,低消費電力の素子が求められ

ており,これに応じて各種パワーモジュールのシリーズ化が進んで

いる。一方,高度情報化は情報の処理量と伝送量の増加をもたらし,

光関連素子の開発のマンマシンインタフェースのキーデバイスで

あるディスプレイモニタの高性能化が求められている。これらに対

応して,各種レーザとディスプレイデバイスの開発が盛んである。

さらに,機噐の小形化に対する要望は現在も強く,プリント基板の

小形化技休"こ一段の進歩が見られた。また,小形化のために材料面

においてもコネクタ端子用合金材やノイズ遮断用フェライト材など

たゆまぬ開発力新子われている。

①集積回路

過去の経緯から3年で4倍の高速度で大容量化が進むといわれる

DRAMは,4Mビット品がユーザーの需要に合わせて量産化すべ

く,その主な性能が明示されている。 1Mビット品はユーザーの多

様な用途にかんがみて,アクセス時間70nSの高性官を・多機能品,種々

のグラブイック処理機能を内蔵したデュアルポート品,マイクロプ

ロセッサのキャッシュメモリ用としてDRAM と SRAM (static

Random Memory)を組み合わせた平均アクセス時間20nSの高速ア

クセスキャッシュDRAM及び独自のバス方式を持つ高画質用フィ

ールドメモリの 4品種を開発した。SRAMについては1989年の高速

品に続いて,今回は低消費電力でバッテリバックァップが可能な中

速 IMビットSRAMシリーズを製品化した。 EPROM(Erasable

and progr卸able Read only Memory)は,業界最高速である120

nS高速4Mビット2品種を開発した。そのほか,さらに大容量化・

多機能化を望まれる向きには高密度実装技術を用いた小形メモリモ

ジュールを用意でき,ーー例として4MビットSRAMが既に完成して

いる。

マイコンは, TRON32ビットマイクロプロセッサを複数メーカ

ーと分担開発し,当社の担当であるM32/100の開発を完了した。 25

MHZで動作し,平均性能は 7 MIPS (MⅡion lnstraction per sec・

Ond)である。 16ビットマイコン<MELPS 7700>は,既に産業用な

どに使用されて好評を得ているが,今回はこれをべースにして,

DMA Φirect Memory Access)制御装置を含む各種機能を内蔵

し,・一段とOA機器の制御に適する品種を製品化した。また,複雑な

自動車のエンジン制御を行うために,従来に比較して一段とタイ

マ・ A/D変換器等を補充し,強化した新自動用マイコンを開発し

た。 DSP (Digitalsignalprocessor)については,画像信号処理用

として,ワンマシンサイクルフ5nSの高性能24ビット浮動小数点DSP

を開発支援ツールも含めて開発した。

ゲートアレーは,動作速度110PSの高速で,36KビットのRAIUを内

半導体と電子デノ丈イス

蔵した低消費電力品を開発した。一方,ゲートアレーの基礎技術と

して,配線トラックを連続的に割り当てるCMOS(complementary

Meta】 oxide semiconductor)技術を確立し,ゲート使用率を 2 倍

に高めることが可能になった。

当社のーつの考え方として,各分野における機器又はシステムを

トータル的に把握し,関連するICはいかにあるべきかを考えて,開

発を進めてぃる。その一例である画像/映像関連では,前述の高画

質用フィールドメモリやDSPもその一連であるが,画像/映像処理

用シグナルプロセッサ,世界初の五っの色信号処理機能を内蔵した

TV,VTR用カラープロセッサ1C, MUSE/NTSCコンバータ用LSI

などシステムの品ぞろえを進めている。

また,用途が拡大しっつぁるIC力ードに関しては,世界最大の3
MバイトDRAMメモリカードと,書換え可能であるが無電力で保持

特性力町憂れている192KバイトEEPROMメモリカードを新たに開発
し,従来品に加えることによって品ぞろえを豊富にした。これによ

つて,一般のキャッシュカードの高機能化から,工作機械のプログ
ラム用及びパソコン等の増設メモリに至るまで対応が可能となった。

基礎技術としては,可変成形電子ビーム露光装置用の大容量描画

データ作成技術と0.5μmcMOS技術を開発した。
②半導体素子

バワ一半導体素子については,蓄積した当社の独自技術によって

世界最大の耐圧を実現する12kVサイリスタに関して実用化の見通

しを立てることができた。製品開発にっいては,大容量・高耐圧

IGBT (1nsulated Gate Bipolar Transistor)モジュールとインノぐ

ータ用パワ-1Cモジュールのシリーズ化を推進した。

通信.情報処理の分野では,移動通信用マイクロ波帯GaASプリ
スケーラ1Cを開発し,固体レーザにっいては独自のBG (Buried

Grat血g)構造による光CATV用低ひずみDFB (Distributed Feed
Back)レーザ及びバーコードリーダ用光源として実用化が望まれる

A】GalnP可視光レーザを開発した。また,世界で初めてGaAS基板上

の低しきい値1.3μmlnGaASPレーザの室温連続発イ言に成功した。今
後の幅広い利用が期待される。

その他,カルマン渦検出方式のエアフロー用半導体微差センサを

開発した。自動車マイコンとともに,エンジン制御て恬躍する。

③電子デバイス

高精細化と大画面化が要望されているディスプレイモニタ用

CRTとして,シャープなフォーカスであることをキ寺"敦とするフラッ

トでスクエアな21型及び26型高解像度CRTを製品イヒした。特に26型

はその大画面の特徴を生かして,高度なグラフィック表示用として

期待されている。フラットディスプレイについては,8,2節でも述ベ

るように高精細TFf液晶ディスプレイの実用化研究が進んでいる。

一方,前年度比1.5倍と需要が拡大しつつあるプロジェクションTV

用には,明るく,コントラストが高い光学多層膜イ寸き高性能投写形

CRTを開発した。

衛星通信の分野で,衛星と地上マイクロ波通信機器用に高性能C

帯高出力増幅器と高出力・高効率・低ひずみのX帯へりウム冷却低

雑音HEMT増幅器とを開発した。これによつて関連機器の小形化が

推進され,高い評価を得ている。

高密度実装技術に関連して,部品密度30個/cm.の高密度実装が

可能な銅ポリイミド基板と,コンピュータや産業機器など,高信頼

性を要する回路分野で好評を得ている高密度プリント酉遜泉板左開発

した。また,大電流用として,特殊なファスナ配線を用いた10OAレ

ベルの電流を流すことができる大電流基板を開発した。・一方,回路

の小形化のためのキーとなる材料の分野でコネクタ端子用の新合金

M231を開発し,高密度化・大容量化に伴って問題が大きくなる電磁

波雑音障害に対しては, EMC(Electromagnetic compatibility)用

プラスチックフェライトと入力雑音除去用フェライトコアを開発し

た。

736 半導体ど電子テ<イス



6.1 集積回路

.高性能・多機首E化IMビットDRAM

CMOSタイプとして,第3世代に相当する]MビットDRAMを開

発した。チップ面積は44.2mm.であり,現在量産中の第2世代をべ

ースに約90%の縮小率で高性能化を図った。アクセス時間は,第2

世代の80nSに対し70nSと高速化され,動作時の消費電力も約10%削

減された。また,縮小に伴うソフトエラー等の信頼陛上の問題に対

して,プロセス改善を行い高信頼性も確保できた。一方,新機能と

してライトパービット機能を導入した。さらに,新パッケージとし

てVSOP (very smaⅡ Outline P丑Ckage)をDRAM業界では初め

て製品化した。これらの新機能,新パッケージの追力Πにより,新し

い応用製品分野にも対応できるようにした。

.1MビットデュアルポートRAM

パソコン,ワークステーション等のグラフィック表示用メモリと

して,現量産中の256KビットDual port RAM (M5M4C264)に引

き続き,高解像表示システム用にIMビットDual port RAM (M5

M"2256, M5M482128)シリーズを開発した。このシリーズ品は,

従来のDualportRAMに種々のグラフィック処理機能(フラッシュ

ライト,ブロックライト,ラスタ演算等)を内蔵し,よりパフォー

マンスの高い表示システムを可能にした。M5M442256は,256KX 4

ビツトDRAMと512× 4 ビットSAM (serial Access Memory)か

ら構成し,パッケージは,28ピンZIPとSOJを使用した。また, M5

M482128は,128KX 8 ビットDRAMと256× 8 ビットSAMから構

C -ーーー t'「一契.、、、"子f,.
千 十..

成し,パッケージは,如ピンSOJを使用した。

.1 MビットキャッシュDRAM

1

^

近年のマイクロプロセッサの高速化に,DRAMの速度がついてい

けず,そこに速度ギャップの生ずる傾向が顕著になってきた。この

速度ギャップをうめる手立てとして,メインメモリとしてのDRAM

とキャッシュメモリとしてのSRAMを,1チップに集積化したキャ

ツシュDRAMを,新たに開発した。今回試作したキャッシュDRAM

は, DRAMの容量は IMビットでSRAMの容量は 8Kビットであ

リ, DRAMデータの信頼性向上のために,誤り検出・ヨ丁正(ECC)

回路も集積化している。また,ビット時は12ns,ミス時は80ns (誤

リ・Ξ丁正に要する時間を含む。)のアクセス時間力新尋られ,ヒット率

が90%という条件のもとでは,20貼という高速平均アクセス時問を

達成することができる。

.261KX 4 ビット高画質用フィールドメモリ

民生TV, VTRをディジタル化することにより,新機能,画質改

善を図る動きが活発化しつつぁる。当社では,1981年に80KX 6 ビッ

トフィールドメモリを世に出し,そのユニークな機能と経済性の故

に,ディジタル化特殊再生VTRにおいて新機能の実現に大いに寄与

してきたが,このたび, TV・ VTRの高画質化要求にこたえるべ

く,約IM (261KX 4)ビットフィールドメモリ(M5M4C90OL)

を開発した。このフィールドメモリは,288行X928列X 4 ビット構

成のDRAMと高速なシリアル入出力用に各々独立した928×4 ビッ

トのシリアルレジスタから構成され,その制御方式は,当社独自の

トリプルマルチバス方式を採用した。パッケージは,28ピンZIPを使

用した。

卓

,゛,.,^才『,、^,"、、〕」、」.__

第3世代IMDRAMのチップ写真

ゴ.畳=^^^^^^^^^

"声,

、^→^J "

ミ→ 1-0

^'

'"j,

7 1、1

盡,=

負.
醸、冬ぞ

」+", 1J'ー、'を1キ.=享':ー+", 1J'ー、'を1キ.=享':

、 ^ 殴

'^

IMビットデュアル太ートRAMチップ写真

「" 11

尹r獅J画瓢i明'1ξ二

キ1j"「ヨ'」'.』,,,゛゛

ゴ昆=キゞ

74

ご坪婆謬宅,_1鶚
主

試作したIMビットキャッシュDRAMのチップ写真

讐又竃讐芋冨ギ#エエ

」 {{゛

一菩詠

'十

^
^^

^^、^,t -、

'"J 1"、

=一声一==一鞠ごぎ毛富症善"ゑ*^一声生
]一^1、^ーノ.'M' J'、」']'

ι封ゞ 垂"^尋餐一艇'1-フ'丁卿ヤ斐,',,三1ア1イ迄一^,,ー,,、二1、、
,一隻壁1霧雇壽乗曳駆姦'癖キ驚ゑ兼1_

'擦^^^^ー

261KX4ビットフィールドメモリのチップ写真

恭

る

三菱電機技幸長・ V01.64 ・ NO.1・ 1990

=

蓬
琶

'
r

.
ヨ

1
1
、
亨
一

雙
一

、
一

.
ゞ
工
謡
1
.
一

;
一

禽
七

,
.
全
.

一
登
巻
讐

'
=
'
ー
ー
ニ

'
.

露
霊

=
を

,
C
,
声
;
争

距
一
E
昔
豊

声
一
湾
一

蓋
瑞
、
旦
 
4

会
援

亘
壽
1

ξ
島
=
1
昌
筈
一

式
ι
コ
μ



.中速I M SRAMシリーズ

中速SRAMは,動作タイミングが簡単で使いやすい,消費電力が

少なくバッテリバックァップが可官E,低電圧でも動作する等の利点

があり,広範囲の電子機器に部品として用いられている。現在製造

中の256K SRAN1の後継機種として,設計ルール0.8μmのNlixedc・

MOS技術を用いて,高抵抗負荷型メモリセルの中速IMSRAMシリ

ーズを開発した。この IMSRAMは,ポリサイドシリコンゲート・

3層ポリシリコン等のプロセス技術及び内部同期方式を採用するこ

とで,中速品としては最高速の最大アクセス時問70船・256KSRAM

なみの低消費電力を実現してぃる。また,高密度実装用に超薄型パ

ツケージへ唱OP)も用意した。

.高速4 MビットCMOS EPROM

4Mビットの容量を持ち,業界最高速120nSのEPROM2品種を開

発した。EPROMは,電気的にデータの書込みができ,紫夕侍泉照射に

よりデータの消去が可官をな不揮発性メモリであり,マイクロプロセ

ソサシステム等にブログラム格納用及びデータ用ROMとして幅広

く使用されてぃる。システムの高機能化・高性能化,高級言語の使

用に伴いEPROMの高速化・大容量化が望まれている。

これに対応して,最先端の微細カロエ技術(0.9μmルール)と回路

技術(メモリセルアレー 4分割),及しやソインウェルCNIOSプロセス

等を使用し,高速大容量・低消費電力のM5M27C40IK (× 8 ビツト

構成)とN15M27C402K (X]6ビット構成)を開発した。

.高密度メモリモジュール

表面実装用の標準パッケージSOJ, SOPを搭載したメモリモジュ

ールは,増設メモリや次世代メモリの先取り製品として,パソコン

やFA機器を中心に広く使用されている。そして,そのメモリ構成は

256Kワード X 9 ビットから512Kワード X36ビットと大容量化,多

数V0ピン化が進んでいる。一方, ASSP(DRAMコントローラ)と

IM DRAMを組み合わせた 4MビットP鴫RAM (pseudo-pseudo

SRAM)モジュールの製品開発により,開発効率の良いASメモリが

実現可能となってぃる。今後は超小型のVSOP(verysmaHouuine

Package)パッケージを 2 階構造で搭載した 4 MビツトSRAMモジ

ユール(写真参照)開発など,市場要求にマッチしたユニークな製

品開発を目指していく。

. DMA制御装置内蔵高性能16ビットマイコン

OA機器制御に最適な高機能16ビットマイコンM37720S]AFPを

開発した。

このマイコンは,《MELPS7700>のCPUコアを用い,タイマ,

UART,8 ビットA/D変換器などの高機能周辺装置に加え,メモリ

やb0間でのデータ転送を高速にかつ大量に実行できるDMA制御

装置と,DRAMを直接接続できるDRAM制御装置を備えている。ま

た,ステッピングモータ駆重力制御などに有効なりアルタイム出力機

能も内蔵してぃるので,幅広い応用が可能である。動作周波数は,

16MHZ上 8MHZの 2 タイプを準備しており,100ピンフラットパ

ツケージに納められている。
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.自動車用16ビットワンチップマイコン"M3刀91E4TU"

近年,自動車の性能向上,操イ乍性向上,安全性向上などを目的と

して,マイコンの採用をはじめとしたエレクトロニクス化が急激に

進んでいる。特に,エンジン制御においては,高度なりアルタイム

処理が必要であり,マイコンにも高速,多機能陛が求められる。こ

のような要求に答えるため,高速りアルタイム制御用マイコン

M37790ST]を既に量産化している。これに続く第二弾として,大容

量メモリ内蔵型のワンチップマイコンM37791E4TJを開発・量産化

した。強力な16ビットタイマ13本,10ビットA/D変換器, UART2

本などに力口え,32KバイトのワンタイムPROM,1,280バイトの

RAMをワンチップに集積しており,4~6気筒クラスの高出カエ

ンジン制御に最適なマイコンである。

.24ビット浮動小数点DSP

ディジタノレ信号処理アルゴリズムの発展に対応すべく,24ビット

浮動小数点ディジタルシグナルプロセッサ(DSP)及び開発支援ツ

ールを開発した。].3μmcMOSプロセスを用い30万トランジスタを

集積し,新規な回路設計技術により1マシンサイクルフ5nSの高速性

と750mWの低消費電力を実現した。音声信号処理,通信分野に適し

たアーキテクチャを持ち,高能率符号化CODECがワンチップで実

現できる。浮動小数点データが扱えること,及び広いメモリ空問(64

Kワード)のサポートにより,制御,画像分野にも応用可能である。

また,キャッシュメモリ的に使用可能なRAMの内蔵,命令で動作速

度を変更できるクロック分周機能により,速度・消費電力.経済性

を満足するDSPシステムが構築できる。

.24ビット浮動小数点DSP用開発支援ツール

24ビツト浮動小数点信号処理プロセッサΦSP)用の開発支援ツ

ーノレとして,アセンブラ,デバッガ,ライプラリ,評価ボードを開

発した。アセンブラはプログラミングの容易性を重視し,複雑な並

列処理を理解しゃすいように再編成し,各処理単位ごとに書きゃす

さ,読みやすさを考慮した書式とした。デバッガは, DSPを最高速

のマシンサイクルフ5nSで動作させた状態で夕ーゲットシステムをデ

バツグて、きるインサーキットエミュレーション機台Eを備える。ライ

ブラリは, FFT ・フィルタ・除算・平方根などの16種のプログラム

を備える。評価ボードは,基板の設定変更により1/0を伴う各種の信

号処理プログラムを実行でき,ターゲットハードが未完成の状態で
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.36KビットRAM内蔵ECLゲートアレー

11 *二1

36KビットRAM内蔵ECLゲートアレー

'、+ Y

1ボードCPU化の傾向にある汎用計算機の性能向上に当たって,

大容量RAMを内蔵した超高速ゲートアレーがキーデバイスとなっ

ている。そこで,記憶容量36KビットのRAMを内蔵した12Kゲート

のECLゲートアレーを開発した。 0.6μm5層メタルバイポーラプ

ロセス技術により,21万個のトランジスタを14.5×13.0ミリ角に集

積した。専用領域を設けて大規模なRAMを装備するとともに,レジ

スタファイルのような小規模メモリは,内部ゲートで効率良く構成

できるように,基本セルの構造が改良されている。動作速度は 1ゲ

ト当たり110PSで,専用RAMのアクセスタイムは,3.onSである。
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.配線トラックを連続的に割当て可能としたCMOS・SOG

トランジスタチップ全面敷き詰め型ゲートアレー(sea-of-Gate)

では,敷き詰められているべーシックセル列をマクロセル列間配線

領域に転用する。従来方式では,配線領域がTrのソースドレインチ

ヤネルに並行に走っているので,増減のピッチは10本以上と大きか

つた。論理(ランダムロジック)回路でのゲート使用率を向上する

には,この増減ピッチを 1本にするのが理想であり,実現するため

に配線領域がTrのゲートと並行に走れるようべーシックセル構造

を変更した。この方式は,64ビット乗算器をレイアウト設計し,0,8

μmcMOS技術を用い実際に試作することによって検証した。ゲー

ト使用率は,従来の2倍近く向上されることが分かった。

.24ビット,50貼画像/映像処理用シグナルプロセッサ(DISP)

1μm2層AICMOSプロセス技術を用いて538KTrを集積した24

ビット固定小数点方式,命令サイクル時間50nSの画像/映像信号処

理プロセッサDISP (DigitaHmage/video signalprocessor)を開

発した。信号処理機能の並列度を強化し,画像処理向きのデータ演

算・制御部を内蔵することにより実時間処理性能を向上させた。ま

た,大容量命令RAM(5127ード),2 ポートデータRAM(1Kワー

ド),各種制御機能をワンチップに集積したことにより,周辺回路部

品点数を削減した。DISPは動き補償,予測符号化,直交変換符号化

等の動画像符号化処理をはじめ,グラフィックス, AV等の分野にも

対応でき,今後,高精度・高速な画像/映像処理分野での応用が期

待できる。

. TV, VTR用カラープロセッサM52072P

ノ

VTRのSVHS,ハイエイドによる画質改善は,麺度信号の高解像

度化にとどまり,色信号については従来どおりである。そこで,色

信号の画質改善が注目を浴びてきた。 N152072Pは,このような市場

の要求にこたえて,色信号の輪郭補正,色相補正,色飽和度補正,

ノイズキャンセル,ペイントなどの機能をワンチップで実現した。

輪享畔甫正機能(CAI: C010r AP且rture lmprovement)は当社独自

の方式で,色信号をいったん色差信号に変換して,プリシュート,

オーバシュートなどの波形劣化を起こすことなく輪郭補正すること

が可能である。また,電圧制御形口ーパスフィルタやディレイライ

ンなどを大幅に内蔵し,夕H寸部品の削減を図っている。

子

,
.

.

0.8μm cMOS ・ SOG

6.o mm
" 11,二才一

唖N血.1'11'ー

. MUSE/NTSCコンバータ用LSI

MUSE方式により帯域圧縮されたハイビジョン信号を,現行のテ

レビ方式であるNTSC方式に変換するMUSE/NTSCコンバータ

用LS1を開発した。 MUSE信号をNTSC信号ヘ変換するための走査

線数変換,データレート変換及びアスペクト比変換等の機能を合計

5LSI(4CMOS,1バイポーラ)に集積した。

特にハイビジョン系の高速映像信号を処理する3LS1には,民生用

としては最先端である1μmcMOSプロセスを使用,さらに開発期間

の大幅な短縮のため,CAD技術を駆使したセルベース設計手法を採

用した。

1990年度後半に予定されている本格的なハイビジョン放送の開始

により,大規模な市場が期待されている。

噛畷遭圏一1,,・1 1-,^,,、ーー・,

^^11゛1
DISPのチップ写真
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@ 3 MバイトDRAMメモリカード

DRAMは,ビット当たりの単価が最も安いRAMとしてOA分野を

中心に広く使われている。そのOA機器の機能を向上させるために,

メモリ容量の増設を行うケースがよくあるが,従来は基板の状態で

増設するために作業が面倒で基板の取扱いも注意が必要であり,カ

ードの形見Eでの供給の要求が増えてきた。そこで,当社は力ード用

に厚さ lmmのVSOP (TSOP)型パッケージに納めた IMビット

DRAMを開発し,これを24個実装し従来の力ード寸法と同じ3.4

mmの厚さで世界初の 3MバイトDRAM力ードを実現した。また,

ノ」溶量のタイプも開発していくが,この力ードの応用分野は,パソ

コン・ FAX ・プリンタ等の増設メモリとして最適な力ードである。

.192KバイトEEPROMメモリカード

EEPROMは,電気的に10,000回以上メモリの内容が書き換える

こ上のできるROMで,機能的にはRAMに似ているが, RAMのよう

に記憶を保持するための電源が不要であり,メモリカードにとって

良い特長を・持ったICである。このEEPROMを搭載したメモリカー

ドは,従来8K~64Kバイトの記憶容量がせいぜいだったのが,当社

の開発した厚さ lmmのVSOP (TSOP)バッケージに納めた64Kビ

ツトのEEPROMを24個実装し,従来の力ード寸法と同じ3.4mmの

厚さで192Kパ'イトという業界初の大容量力ードを実現した。この力

ードの応用分野は,シーケンサ・ロボットなどのFA分野・産業機器

分野に最適な力ードである。

儒可変成形型電子ビーム露光装置用の大容量描画データ作成技術

可変成形ビーム方式を用いた電子ビーム露光装置は,従来のラス

夕型電子ビーム露光装置に比ベて描画速度が非常に高いため,

VLS1のマスク描画や電子ビーム直接描画による最先端デパ'イス開

発に非常に有望である。しかしながら,可変成形ビーム方式では,

描画図形の重複除去,白黒反転処理等の複雑な処理が必要となり,

これらのデータ処理が大きな課題となる。当社では,従来用いられ

ていた階層構造のない描画データから特殊な条件を満たす2層の階

層構造を構築し,各層を独立に処理することによってデータ容量の

大幅な削減とその処理速度を向上させるソフトゥエアを開発した。

16M DRAMレティクルの描画データ作製において,処理速度が従

来に比ベて 7倍,データ容量は約ν10に削減することができた。

中

3MバイトDRAMメモリカード及び内蔵のモジューノレ

.0.5μm cMOS技術

16Mビットダイナミックメモリに代表される次世代ULS1の基

本となる0.5μmcMOS技術を開発した。この技術の特徴は,シミュ

レータにより最適設計した新構造のゲート/N、オーバラップ

LDDNMOSトランジスタとP一六りシリコンのゲート電極を持つ表

面チャネル型PMOSを用いて,従来構造のトランジスタより冒性能

を向上した点と, CMOS回路性能を低下させる寄性抵抗を自己整合

的に形成される低抵抗のTisi.を用いて減少している点にある。また

ラッチアップ耐性の向上と工程の短縮のために,超高エネルギー注

入によりレトログレードウェルを形成した。このCMOS技術を用い

て試作した16ビットの乗算器は,従来技術のものと比ベ3倍以上に

速く動作することが分かった。

]92KバイトEEPROMメモリカード及び内蔵のモジュール
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DRAMレティクル
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6.2 半導体素子

.大容量高耐圧IGBTモジュール

高速スイッチング,低飽和電圧,高破壊耐量機能を持つ20OA,300

A,40OA,1,20OVのIGBTモジュールの製品化に成功した。高速

化,低パワーロス化のためエピ層厚と濃度制御,電子線照身寸量とア

ニール条件制御によるライフタイムの最適化,熱抵抗低減形絶縁パ

ツケージ構造の開発を行った。さらに,高破壊耐量実現のためPウェ

ル不純物濃度とウェル間隔,ゲート絶縁膜厚と不純物濃度,エミッ

タパターン形状によるチャネル抵抗の最適化を図り,ターンオフ時

のdu/dt及び短絡時の突入電流を制御した。以上によりライン電圧

480V系までの高速,大容量スイッチングが可能で,無騒音化・小型

化・高精度化にこたえた素子を実現した。

@インバータ用パワ-1Cモジュール

電流センス内蔵のIGBTと周辺回路をーつのパッケージに集積し

た,50OV,10~20Aのパワ-1Cモジュールの開発・量産化に成功し

た。最近のエレクトロニクスのモータ可変速制御分野において,パ

ワーモジュールの中に周辺回路を取り込んでいく動きに答えたもの

であり,汎用インバータ・エアコン・NC工作機,及びそのイ也産業機

・家電製品などヘ広く応用が期待される。噐

このパワ-1Cモジューノレは,コンバータ・インバータ・駆動回路・

保護回路等の機能を集積化し,多機能で自己診断機能をもち,マイ

コンからの入力信号を印加するだけでインバータとして動作する。

このパワ-1Cモジュールにより,システムの小型化,高性能化,高

信頼度が実現できる。

.移動通信用マイクロ波帯GaASプリスケーラ1C

移動無線通信機器の高周波化を目指して,その周波数シンセサイ

ザ部の基幹デバイスとなる,ν128,ν129分周の 2モジュラスGaAS

プリスケーラ1Cを開発した。このICでは,通信機器の高速間欠動作

に対応するため,新たに回路電流のオン/オフ機能を付加するとと

もに, LDD(Lightly Doped Drain)構造自己整合型ゲート MESFET

のゲート電極のストレスを低減したこと及びイオン注入条件の最適

化によりFET特性の向上を図って,最大動作周波数が従来品

(MGF8002)の約2倍の1,8GHZ以上,回路電流が6mA以下,とい

う優れた高速・低消費電力性を実現している。このICは,今後の移

動通信の高周波化と小型・軽量化に役立つものと期待される。

活,姓層

4

Inp

ノ

一U
'、

ノ

IGBTモジュール CM20ODY-24, CM30OHA-24

、

.光CATV用低ひずみDFBレーザ

光ファイバ通信を利用したCATVシステムでは,多重化アナログ

変調方式を用いるため,光源には低雑音,低ひずみ特性が要求され

る。 DFB (DistributedFeedback :分布帰還型)レーザは,単ーモ

ードで発振することから雑音特性に優れるが,ひずみ特性に問題が

あった。今回,DFBレーザのひずみ特性が回折格子の結合定数(KL)

に大きく依存しており, KLが1.0付近でひずみが最も小さくなるこ

とを見出した。従来構造のDFBレーザではKLを制御することは困

難であったが,当社力珂虫自に開発したBG田UriedGrating:埋め込

み回折格子型)構造を採用し, KLを所定値に制御できるようになっ

た。その結果,第2高調波ひずみ(変調周波数250MHZ,変調度25

%,光出力10mw)が一50dBC以下というシステム要求仕様を十分満

足するDFBレーザを実現した。

インバータ用パワ-1Cモジュール
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移動通信用マイクロ波帯GaASプリスケーラ1C
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. AIGalnP可視光レーザ

赤色の光(~670nm)を出す可視光半導体レーザは, He-Neガス

レーザに上ヒ較し小型化,低消費電力化が可育Eであり,バーコードリ

ーダ用光源として実用化が急がれている。

今回,①レーザ構造に必要なAIGalnP薄層多層結晶の格子定数

を,基板であるGaASのそれと0.1%以下の誤差で一致させる

MOCVD (有機金属化学気相成長)技術の開発,②漏れ電流及び非

点編差の小さい素子構造の開発,により業界トップレベルの特性を

持つ可視光半導体レーザを実現した。主な特性は次のとおりである。

②重力作電圧:2.5V①動作電流:50mA

SIM0③非点隔差:5μm以下④発振上限温度:85゜C

. GaAS基板上の低しきい値1.3μm lnGaASPレーザ

GaAS基板上に成長したlnGaASP長波長レーザで,世界で初めて

室温連続発振を実現した。1nGaASPレーザを異なる材料である

GaAS基板上に作る技術は,それぞれの材料に対して蓄積された高

度なプロセス技術を利用できるため,高性能通信用OEICの実用化に

は重要である。しかしながら,1nGaASPとGaASの格子定数の違いか

ら生じる結晶欠陥(転位)のため,この組合せではしきい値電流の

低いレーザの実現は困難だと考えられてきた。当社では, MOCVD

法による結晶成長時に熱サイクルアニールやひずみ超格子バッファ

層を導入し,転位密度を従来のν]0に減らすことに成功した。また,

しきい値電流を下げるため当社が開発したPPIBH構造を採用した。

これらの結果,しきい値電流はこれまでのν6である31mAに大幅に

低減され,室温連続発振が可能となった。

.エアフロー用半導体微差圧センサ

3

30

20 40

2

自動車用エアフローセンサシステムに使用されるカルマン渦検

出のための半導体微差圧センサMPS郭0IPを開発した。エアフロー

センサは,所望の空燃比となるように燃料噴身寸量をコントロールす

るための空気流量計であり,空気流量に対応して発生するカルマン

渦をこの半導体微差圧センサが検出する。

この半導体微差圧センサは,自動車エンジンルームに搭載される

ため,耐環境性に対し優れた構造を持ち,かつ従来センサに比ベて

非常に高感度であるなどの特長を持っている。さらにカルマン渦発

生柱と検出部分を一体形にしたことにより,システムの小型化が図

られている。

・動作周囲温度一30~十Ⅱ0゜C

6.3 電子デバイス

.21型・26型高解像度ディスプレイ用カラーブラウン管

CAD (computer Aided Design)及びワークステーション用ディ

スプレイとして,21型及び26型の高解像度カラーブラウン管を開発

した。 21型は,これまでの20型のグレードアップ版で,画面をフラ

ツト化,コーナをスクエア化して,画面を見やすいものにしたもの

であり,26型は更に大型の上位機種として製品化したものである。

両機種共に,スクリーンピッチは,0.31mmであり,マスクは熱低膨

脹材であるインバー材を用い,さらに偏向ヨークには,画面ひずみ

の向上及び偏向電力低減を考慮したS/S型を採用した。また,電子

銃にDBF (Dynamic Beam Forming)タイプを搭載し,全画面に

50
60 70 80 85

支癌,

光出力対電流特性

50

竜,{mA}

」00

6
室遍

連続動作

5

4

3

2

1

・動作圧力範囲

0

^^^

光出力一電流特性

50

電,宗(rnA)

I ×10-3~ 2 ×102mmHg

]00

80

..^

半導体微差圧センサ

おいて均一でシャープなフォーカス特性を実現した。

"'

21型・26型高解像度ディスプレイ用カラーブラウン管

三菱電桜技報・ V01.64 ・ NO.]・ 1990
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. TFT液晶ディスプレイ

TFT (Thin FⅡm Transistor)を組み込んだ液晶ディスプレイ

は,高画質の平面ディスプレイどして小型TVを中心に実用化が始

まっている。当社でも,アモルファスシリコンTFTを組み込人だ対

角 5インチ及び10インチの高精細TFT液晶ディスプレイの開発を

進めてきた。 5 インチは,画素数約15万(240×320× 2)で,車載

用TVとして限定搭載し,好評を得ている。一方,10インチは画素数

約86万(450×640× 3)で,試作品を当社のラップトップパソコン

MAXYに搭載し,東京,大阪ビジネスショー,新素材展(東京にお

いて)など多くの展示会に出展し,高い評価を得た。当社では,さ

らに大画面化,高精細化の開発とともに,実用化を目指した開発を

積極的に進めている。

.光学多層膜付き高性能投写型ブラウン管

大画面,高画質の映像市場動向に沿って,最新の技術を導入した

高性能投写型ブラウン管を開発した。

従来の投写型プラウン管では,蛍光体から発せられた光をあらゆ

る方向に発散させており,レンズ系ヘの集光率が悪い。新開発の投

写型ブラウン管は,フェースプレートの内側,すなわちガラス面と

蛍光体層間に光学多層膜を設け,蛍光体から発せられた光の大部分

を直進させ,レンズ系ヘの集光率を向上することにより,大幅な明

るさ向上を達成するとともに,コントラストも大幅に向上した。

さらに,この膜のフィルター効果によって,プロジェクタの大き

な課題であった色再現範囲の拡大を可能とし,直視型ブラウン管以

上の色調を実現した。
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. X帯へりウム冷却低雑音HEMT増幅器

'ー/'/

へりウム冷去矧氏雑音HEMT増幅噐を開発した。この増幅器では,

冷却に適した小型で低損失な入出力整合回路及び高安定なバイアス

回路の開発により,温度に対して連続的に雑音指数の改善が図れる。

2段構成のHEMT増幅器では,冷却温度14Kまで冷却することに

より,周波数8.4~8.5GHZにおいて雑音指数0.12dB,利得25dBを得

ている。また,各HEMTには独立にバイアス電圧を印力Πできるた

め,低温時における最適バイアスの設定が容易である。

仏)車載TV (5 インチ)

、、ンく

(b) ラップトップパソコン(10インチ)

.高密度実装銅ポリイミド基板

当社の開発した銅ポリイミド基板は,アルミナ基板上に導体を銅

めっき,絶縁層を感光性ポリイミドによって形成する高密度多層配

線基板であり,酸化ルテニウム系厚膜抵抗体を内蔵できることが大

きな特長となっている。 VTR用ハイブリッド1C基板として,最小配

線幅・間隔各20μm,最小抵抗体幅300μm,外形寸法16.6mmX12.5

mm,導体2層の銅ボリイミド基板を開発した。その実装密度(単位

面積当たりの部品数)は約30個/cm0となり,同一回路の従来品厚膜

ハイブリッド1Cに比ベて約10倍高密度化し,小型化を達成した。こ

の銅ポリイミド基板はQFPタイプとし,0.8mmピッチで4方向から

入出カピンを取り出して,表面実装によりプリント基板上に搭載で

きる。
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光学多層膜付き高性能投写型ブラウン管
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.高密度プリント配線板

今や,プリント配線板の高密度化は,寸法比でICのマイコンにほ

ぽ匹敵(チップサイズとプリント配線板基板寸法の等倍比率)する

レベルに達した。当社では,高密度化及び実装特性ヘの対応として,

高耐熱基板材料(HHR)を独自開発し,マイグレーション特性や耐

熱性を向上した高多層化ヘの道をひらき,高信頼性のコンピュー

タ・情報通信機器・各種制御機器などの分野で好評を博している。

また独自開発の電着フォトレジストプロセスを用い,従来のドライ

フィルム方式では不可能であった細線パターン(.備mm)の形成を

可能にし,ガラスエポキシ・テフロン・金属芯基板等の面実装,及

び小径スルホールや非貫通のブラインドバイアホール(最小φ0.2

mm),高多層化(最大30層)を実現した。

.大電流回路基板

これまで大電流を必要とする電源制御装置や,工作機械のNC装

置のパワ一回路は,ワイヤーハーネスなどで結線していた。そのた

め,装置組立ての自動化が困難で,かつ装置の小型化が困難であった。

開発した大電流回路基板は,絶縁層を形成した平角導体を所定の

形状に成形し,特殊なファスナーを用いて,配線を施したプリント

基板に完全固定したものである。

その特長は次のとおりである。

(D I00アンペアレベルの電流を流すことができる。

②パワ一酉酔泉とコントロール配線を 1枚の基板にまとめることに

より,装置組立ての自動化や装置の小型化が達成される。

③絶縁導体の形成に金型などの特殊な設備が不要である。

@コネクタ用新銅合金MM231

カーエレクトロニクス化ヘの拡大対応を主目的に,コネクタ用素

材としてMM231合金を開発した。

この材料は, CU-Ni-P-si系の金属間化合物分散を利用した時

効硬化型合金で,りん青銅並の強度に加え,高電導性を持っている。

特に,最近の電子部品におけるりード問ピッチの狭小化にイ半う,

マイグレーションによる短絡現象は大きな改善課題となっているが,

この点でも従来のり人青銅よりも著しく改善が図られている。

コネクタ用材として,この合金の主な特長は次のとおりである。

(1)りん青銅と同等以上の応力緩和特性を持っている。

ザ,

じ
"

150OS以上

i"

6層板の1層と6層の

合成マスク

ι里

②高い電気伝導率(47%1ACS)を持っている。

得)耐マイグレーション特性に優れる。(図参照)

. EMC用プラスチックフェライト

ξ二.

王舜.

電子,電気機器が発生する電気的雑音についての規制はますます

厳しく,かつ広範囲にわたりつつぁる。当社では,磁性体を主とし

たEMC (Electromagnetic compatibilty)用部材を素材から一貫

して開発・製造し,世の二ーズにこたえており,その一例としてシ

)

雫1

)

、

試料

X I01 × 101

MM231

CU-NI-2"手合全

」1S 0 7701

匝Ξ亟亙司

10

150OS以上

150OS以上

大電流回路基板

代表組成

CNR

C72

CU-2 】 NI-032P

-o lsi

^^

1-snエム

2n- 18NI-56CU

82

CU-S"美合合

JIS C 5210
」1S C 5111

匝至珂

(b)樹脂混合成形例

F(ymヨX)= 15 〔MHZ〕

F(、frrlax)= 1445 {MHZ]

全

CU-20NI

CU-21NI-5$n
CU-9NI-23Sn
CU-9NI-6Sn

CU-8Sn

CU-4Sn

_ーー・・ーー、＼,""'勺、、

Im 2m 別力 4ぬ争"日刃π力割刃馴玲 1称〕11m lzo 】獣)】榊

10 ' 1001

周波数(MHZ)

電磁気特性例(複素透磁率特性)(a)

JIS C 1720
JIS C 2600

X I0
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圭Ξ声奇白寺間(5)

}王

CU-19Be-03CO

CU-30ZO

、、、、ごこ上→卜「 1

、、ト、く;イエ、、、、ト

】則定条イ牛:蒸留水中,i式料間隔・・・1mm,電流値・・・10μA

各種銅合金のWet Migration感受性比較

ールド材,ノイズ吸収材,フィルタ材等磁性材として様々な用途が

期待できるEMC用プラスチックフェライトを開発した。物理特性

及び組成の最適化を実現し,周波数特性,電磁気特性の優れた粉体

である。図は,電磁気特性の一例,写真は粉体を成形した例である。

15005以上
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7
昇降機の分野では,高級化・イ固性化の要求がますます高

まってきた。最近では,内部に巨大な吹抜け空間をもつヒ

ルも増えており,この豪華な雰囲気を一層盛り立てる展望

用エレベーター,スパイラルエスカレーターも多数納入し

建築関連設備

た。

また,ビルのインテリジェント化に対応すべくエキスパ

トシステムとファジイ理論を適用した新群管理システム

"AI-2100"も稼働に入り,好評を得ており,以後続々と出

荷・据付け中である。

さらに,超高速エレベーター用VVVFの開発も進み,東

京都庁新庁舎向け5卯m/分のエレベーターの出荷も開始

し,目下鋭意据付け中である。なお,既納ビルの超高速工

屋

』~.ノ

レベーターのリフォームも始まりつつある。

エスカレーター・トラベーターの分里予でも国内初の

VVVF駆動の従来より幅の広い1600形トラベーターを横

浜みなとみらい21地区に納入するなど新機種の開発が進ん

大升子スプリット式産業用マルチパッケージエアコン,ト

リプルマルチ式コンデンシングユニット,《MrsLIM》フ

リーコンポシステム等のマルチ機種の拡大,冷・暖・給湯

形空気熱源ヒートポンプチラーユニット,雪国用ジェット

バーナ暖房エアコン, PACによる個別分散トータル空調シ

ステム等が機能の複合化,新たな空調システムの提案の具

体化例としてあげられる。

照明の分野では,新光源を使用した高機能のスポットラ

イト,小形の非常用照明器具及び大規模照明制御システム

が開発された。小形のメタルハライドランプHQ1を電子安

定器で点灯するスポットライトは,スリムなデザインのも

ので,店舗空問に広く使われる。火災時の避難照明のため

の非常用照明器具で,建築空間の美観上の要請に対応する

ものが,オフィスのシステム天井のダブルTバーの問には

め込んで設置するハロゲン電球器具《クワイト》と,ホテ

ルのロビーなどに使用するフロアスタンド汗多のハロゲン電

球器具《フロア>である。さらに,インテリジェントビル

向けで,レイアウト変更などに対応でき,快適な照明環境

を実現するための制御機能を持つ大規模照明制御システム

は,照明制御ユニットを階層的に積み上げる構成を持って

おり,また,これらのユニットを連動制御するための,制

御形態や設置規模に適した階層ごとに専用なネットワーク

も整えられている。

最近需要が増大しているビル群管理システムの分野にお

いては,システムの標準化とともに森林公園向けや麻布建

物向けシステムを納入し,また管理運営面の合理化を目的

としたBMS (ビルマネジメントシステム)分里予について

も,標準システムの開発とこれをべースにした麻布建物向

けシステムを納入した。

一方,インテリジェントビルの分野では,大規模複合ビ

ルである紀尾井町ビル向け《MIBASS》を納入し,レパー

トリの拡大を含めて順調に実績を延ぱすとともに,今後の

ニーズの変革を先取りして《M珊ASS》の機能向上を図っ

ていく予定である。

だ。

冷凍・空調の分野ではその開発動向の中で,注目すべき

キーワードとして"フロン規御1 と"システム化"があげ

られる。

フロン規制に関しては,特定フロン規制の対象となる冷

媒R-12による冷凍サイクルが主流であるが,脱R・12に向け

て冷凍方式そのものの見直しが進められている。従来,大

牙子ビル・地域冷暖房システムとして採用されていた夕ーボ

冷凍機や吸収式冷凍機に替わってフロン規制及びNOX規

制をクリアできる新しい冷凍機として,冷媒インジェクシ

ヨン方式のシングルスクリュー圧縮機を搭載した大容量ヒ

トポンプチラーを製品化した。また,冷媒R-22で低温か

ら高温までの幅広い温度域での運転を可能とするスクロー

ル圧縮機を搭載した一体空冷コンデンシングユニットを

開発した。

システム化に関しては,マルチ化,複合機能化が進展し,

トータル空調システムとしての提案が重要となってきてい

83

る。
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フ.1 昇降機

.エレベーター群管理システム"AI-2100"

当社では,昭和62年に世界で初めてファジイ理論を応用したエレ

ベーター群管理エキスパートシステムA卜2100を開発した。

A卜2100は平成元年8月から,御堂筋グランドビル(大阪)七明治

生命東陽町ビル(東京)において本格稼働に入っている。その他既

にオフィスビル・官庁ビル・ホテルなどに約20件100台を出荷した。

主な特長は次のとおりである。

仕)専門家の知識を製品に組み込むことにより,従来システムに比

ベ平均待時問を15~20%短縮するとともに,使いやすさや快適さの

向上を図った。

②"ユーザープログラミング機能"により,ビルの管理人がディ

スプレイ端末から容易にエレベーターの運行モードを変更できる。

.電子化油圧エレベーターシリーズの拡大

最近の建築デザインの高級化や多様化傾向,小・中規模ビルのお

う盛な建築需要に対応するため,電子化油圧エレベーターの適用範

囲に速度では乗用釦m/分を,用途では寝台用を加えて油圧エレベ

ーターの電子化シリーズを拡大した。

今回電子化した機種では,①マイコン採用による新速度制御と流

量制御バルプの改良によ嚇重転走行時間を短縮し,15%以上の運転

効率の向上と,②運転走行時間の短痢ぎ,照明の自動消灯等のきめ細

かな配慮により25%の消エネルギーを達成する等の性能向上を図っ

ている。さらに,③かご室の壁や床,乗場とかご室の扉は色柄の種

類を充実し,また天井照明との組合せによる豊富なバリエーション

を用意してかご室デザインを・一新した。

.超高層ビル向けエレベーターのリフォーム

'

^「

昭和35年代後半から始まった超高層ビル時代に開発納入した超高

速エレベーターは,納入から約20年を経過しようとしている。

また,近年の超高層建築はインテリジェントビルが主流を占める

ようになり,既存ビルの機盲を向上の重要な要素としてエレベーター

のリフォームが検討されるようになった。

このような状況の中で,今回KDD本社ビル向けエレベーターの速

度30om/minX8台について最新機種であるインバータ制御方式ヘ

のリフォームを平成元年8月に納入並びに引渡しを完了した。

引き続く超高層ビル向けのエレベーターリフォームの技休玲勺土
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運転を開始したA卜2100

台を完成した。

.ロングスパンエスカレーター

6

玉ゞ

近年,都市の発展やりゾート等の地域開発の活性化に伴い,エス

カレーターの設置条件がますます多様化している。その・ーつとして

建物内のアトリウム等の広い空間に架設する,中間支持のないロン

グスパンエスカレーターがあり,今回,秋田削念合生活文化会館・美

術館(愛称アトリオン)に開発・納入した。これにより,今後増加

が見込まれるロングスパンエスカレーターの需要に応じ得るよう

になった。

このエスカレーターは,全長が約20mで,中問支持がないため,構

造体であるトラスの剛性・強度を大幅に上げる必要がある。トラス

深さの増大を極力抑えるために,弦材の大形化を図り,その弦材を

エスカレーター底面の照明スペースに有効配置するなど工夫してい

る。空中を橋状に架かる長大エスカレーターは,建物の機育Ξ美を増

支
、

4

炉

'

,'J

電子化油圧エレベーター
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超高層ビル向けエレベーターリフォームの幕開け

ニエニ

ヅ

ロングスパンエスカレーターの景観
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し,今後の需要増が期待される。
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フ.2 冷凍・空調機器

ヒートポンプチラー.半密閉型大形シングルスクリュー

近年,ビルの高層化,地域再開発の活発化に伴い,空調用大容量 ④

ヒートポンプチラーの需要力q申長している。従来,これらの用途に ⑤

は夕ーポ冷凍機や吸収式冷凍機が採用されてきたが,最近の環境保
^

護世論の高まりを背景にフロン規制及びNO,規制をクリアできる

新しい冷凍機が待望されていた。当社はこの期待にこたえるため, 卜
,ノ

冷媒インジェクション方式のシングルスクリュー圧縮機を搭載した
r一

大容量ヒートポンプチラーを製品化した。特長は次のとおりである。

住)単機容量500冷凍トンの半密閉型スクリュー圧縮機を世界で初

めて搭載した。 ! 1
.^』^^^1、

②ブロン規制対象外であるR22を冷媒として使用した。

(3) 0.68MV/RTの省エネ性を達成した。(入力ベース)

.冷.暖.給湯形空気熱源ヒートポンプチリングユニット"CAH-FLQシリーズ"

給湯コイルを付加し,1台で冷房・暖房・給湯が可能な廃熱利用
ー、'

急

形空気熱源ヒートポンプチリングユニットCAH-FLQシリーズ

(15,2のを開発した。本機は,冷房しながら廃熱利用で給湯ができ

るとともに,当社独自の新冷媒制御方式の採用で広範囲な運転が可

能となった。冷暖房給湯用途に限らず,産業用冷温水分野にも使用

可能である。
き,'→一

石コ.

主な特長は次のとおりである。

(1)広範囲な運車云一ーー外気一15~+40゜Cでも温水60゜C出湯。しかも,

年間冷却・加熱運転可能形。

(2)冷房・給湯同時取り出し可能形・・・・・・冷房しながら廃熱で給湯が

できるため,大幅な省エネルギーが達成できる。

.大形スプリット式産業用パッケージエアコン

近年のハイテク産業の伸長に伴い,産業空調分野の二ーズが増大 である。

し,大容量機の要求も高まっている。この需要に対応する製品とし

て,1台の室外機と複数台の室内機を1冷媒回路で接続し,各室内

機を個別に運転制御可能にしたスプリット式産業用パッケージエア 、

一、
J 志゛゛

コンの大形シリーズ(25,30,如W)を業界に先駆けて開発した。 / JJコJ、

この製品は,①室内機は天井埋込みダクトタイプ(5~20印),天つ
_,-4

(吊)りプレナムタイプ(2.5~51P)の中から室内負荷に合わせた自

由な組合せが可能,②容量制御特性に優れた新開発の低振動形半密

閉圧縮機採用により,室内機の運転容量に対応した圧縮機の容量制

御を実現,③冷媒配管はへッダー分岐,ライン分岐及びその併用が

可能,等の特長をもつ業界初の大容量圧縮機搭載のマルチユニツト

.汎用パッケージエアコン"NEW-Pシリーズ"

近年,空調分野においては,多様化が進み各種用途ごとに洗練さ

れた空調機器が開発されている。その中で,業務用パッケージエア

コンは,様々な空調二ーズにブレキシプルに対応できる構成とし,

幅広い汎用性を備え,根強い需要にこたえてきた。

今回,最近の多様化した高度な市場二ーズに対応するため,新し

いメリットを付力Uした"NEW-Pシリーズ"を開発した。特長は,

仕)スクロール圧縮機及び低騒音プロペラファン搭載による低騒音

化

②暖房サイクルデフロスト方式採用による暖房時の快適性向上

(3)冷媒チャージレス方式を採用した省工事性の追究

(4) OA機器等とマッチしたアーバンホワイト色のソフトデザイン

New-Pシリーズ

PAH・5DC形

温水取り出し60゜Cを達成した。

メンテナンスインターバル4万時間の信頼性を確立した。

建築関連設備 85

冷・暖・給湯形空気熱源ヒートポンプ

チリングユニットCAH-15FLQ形

、11^,,に"^
^

室外ユニット 室内ユニット 室内ユニット

(天吊プレナムタイプ)(天埋ダクトタイプ)

三菱電機スプリット式産業用パッケージエアコン

等であり,さらに約200種類の別売部品も準備した。

命.^

W-ー,^ノー、

_W、、ー)ー,.゛:、'^

篇ユ

1゛, J
^^^^

^^..^

BCM製品外形図(1COMP搭載機)

建、^

唖風

゛.^ト'゛,〕〒一

^

r

7

注
.

コ
,
=
ム
↓

早
1
 
'



.冷媒チャージレスインバータパッケージエアコンPUHZ-EKシリーズ

現地での追力口冷媒操作の不要な冷媒チャージレス方式のイン, {

タシリーズを開発した。当社独自の標準ヒートポンプでの冷媒チャ

ージレス方式は市場でも主流となり,これをインバータシリーズま

で機種拡大を図った。その主な特長を示す。

(1)最大冷媒配管50mまで追加冷媒操作が不要。

②インバータの特長を生かした高暖房能力性能及び圧縮機モータ

の最高効率フィードバック制御による省エネ運転。

(3)室外機・室内機にそオCぞれ冷房用・暖房用電子りニア膨張弁を

組み込み,周波数変化に応じた最適な冷媒流量制御を行う。

このほか,年間冷房運転,学習霜取方式,不具合箇所の自己診断

など多彩な機能構成とした。

.《Mr. SLIM》フリ

《Mr.SLIM>は,平成2年1月から,フリーコンポシステムの導

入を行う。フリーコン犬システムとは,従来の標準機及びツィン専

用機等の区別を廃し,市場での自由な組合せを可能とする画期的シ

ステムである。これにより,機種数を減し,流通在庫を削減させる

とともに,ツイン・トリプルの組合せを大幅に増加させた。

平成2年度の機種そろえとしては,標準チャージレス室内機を使

用する同時運転ツイン・トリプル,及び個別運転ツイン等合計1,000

通り以上の組合せを可能とする(71~250形まで,色による区別な

し)。

また,上ぎ己組合せを可能にするため,チャージレスの特色を生か

しながら異容量分配をする気液混相流分配器,"マルチディストリ

.空調管理システム構築のためのシステム部品

パッケージエアコンによる個別分散空調方式が大規模なビルにも

普及し,それに伴いビル管理の省力化等の要求からビル管理システ

ムと空調システムとの親和性の向上が求められている。

このようなパッケージエアコンのビル空調分野における需要に対

応するため,ビル管理システムともインタフェースできる空調シス

テムを提供するための各種システム制御部品を開発した。これらは,

システムの中で階層化された機能を持ち危険分散の思想に基づき各

段階の制御レベルでバックァップ機盲Eを備えている。これらのシス

テム制御部品により,パッケージエアコンによる個別分散空調シス

テムをビル管理システムの下で容易に実現できるとともに,空調シ

コンポシステム

四方弁

室内熱父1奥器

電磁弁

電子膨張弁電子膨張弁
(冷房用)(暖房用)

チャージレスインバータシステムの冷媒回路構成

9

アキュムレータ

ビュータ" 7機種を平成2年1月から順次発売していく。

オイル

セパレータ

外
内

10OEK

圧縮機

ステムを独立したサブシステムとしても構成することができる。

.トリプルマルチ式コンデンシングユニット

35+35,

125EK

50+50,35+71,45+56

140EK

組合せ

63+63.56+71,45 +80

室外熱交換器

160EK

フ]+71,45+100,63+80

50+50+50

3台の異容量圧縮機を搭載したトリプルマルチ式コンデンシング

ユニットを開発・製品化した。トリプルマノレチ式コンデンシングユ

ニットは,電子コントローラを内蔵し,圧カセンサにより吸入圧力

を検出し,8ステップ制御を行い,負荷変動に追従できるようにす

るとともに,その吸入圧力に数秒後の予測圧力を用いることにより,

負荷変動に対する追従性が更に向上している。

主な特長としては,省エネ,鮮度両モード選択可能により,省工

ネ効果とともに食品の鮮度保持向上ができる。また,電子コントロ

ーラは,高圧上昇時の保護機能,コントローラ異常時のバックァッ

プ機能を内蔵し,信頼性が向上している。さらに,大きな液晶画面

を採用し,運転操作が容易で,圧縮機の運転時問,発停回数や,万

20OE

80+80.四0+90)

100 + 100,71 + 125,63 + 140

71+71+71,100+50+50,
45+80+80

250E

室内機

PLH-FK(H)D

PLH-EK(H)D

PMH-EK(H)D

PCH -EK(H)D

PKH-EK(H)D

PDH-EKD

PEH -EKD

125 + 125,100 + 140

80+80+80,125 +63+63,
100+100+50
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@スクロール式一体空冷コンデンシングユニット

スクロール圧縮機を搭昔或した一体空冷コンデンシングユニットを

開発した(3.0,3.7kw)。冷媒R22で低温から高温までの幅広い温度

域での運転を可能にするこのユニットは,オゾン層保護に関する特

定フロン規制にも積極的に対応している。主な特長を以下に示す。

住)冷媒R22で一45~+5゜Cまでの蒸発温度をカバーする(脱特定

フロン規制機種)。

②スクロール圧縮機により,往復動式に比ベ低温域での体積'効率

が高く高性能を発揮する。

(3)当社独自の容量制御機構(0 一印一100%)を標準装備し,省電

力と運転の安定化が図れる。

.トリプルマルチコンデンシングユニットの予測容量制御

ショーケースや冷蔵倉庫の温度制御は,食品の鮮度管理をする上

で重要な要因である。食品は,その種類によって保存温度域が異な

ることから,任意の温度域に設定でき高品質で鮮度保存の可能な冷

凍機が必要である。3台の容量の異なる冷凍機を組み合わせて制御

する予測容量制御を新しく開発した。 3台の冷凍機の容量が異なる

ので,組合せによって 8 ステップの容量制御が可能となる。これに

よって冷凍機にかかる熱負荷が環境条件・使用条件が変化しても目

標とする;品度域を子隹1寺すること力ゞできる。また1令凍機の切替え時に

冷却温度の<ンチングを抑えるため,新しく開発した平滑化予測制

御を採り入れている。この方式は,新発売のトリプルマルチコンデ

④業界・ーの低騒音(当社従来比3ホン低下)。

ンシングユニットに1苔1或さオιている。

.ルームエアコンの涼感制御方式

従来の空調機が目標どする環境は,暑さや寒さを感じない,上下

温度分布を感じない等,の感じない環境である。この暑さ寒さや温

度分布を感じない無意識空調環境では,居住者の感覚は"不快"七

ならないまでも,決して"1夬適"どはならず,また感覚の1固ノ＼臣も

大きい。今回開発した涼感制御は,冷房運転時に室温を変動させ,

吹出し温度に応じて居住者に吹き付ける時間を変化することにより,

快適な環境を実現する制御方式である。この涼感制御を行うことに

よって,暑い寒いといった温冷感は涼しい側ヘ移動するため,設定

温度を1.5~2deg高く設定でき,約20%の省エネルギーが達成でき

る。また,高い快適感を得ることができるとともに,温熱感覚の個

ノ、差力斗威少し,多くの居住者力汁刈商と感じる環境の実現が可能とな

フ.3 旦買日月
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宅一冨烹

旦

目

大規模照明制御システム

E^

スクローノレ式・一体空冷

コンデンシングユニット

ERA-Z30A

.大規模照明制御システム

据付け時の工事や設定作業が容易で,しかも機能設定の柔軟性の

高いシステムの実現を目標としたインテリジェントビル向け照明制

御システムを開発した。

システムは,以下の特長を持っている。

Ⅱ)階層的システム構成

独立性・汎用性の高い照明制御ユニットを基本とし,これを目的

に応じて階層的に積み上げることにより,大規模な照明制御システ

ムを構築可能とした。

捻)最適ネットワークの開発

システム階層ご上に設置形態や伶噺卸規模に最適なネットワークを

ノ^
戸ご_
.一

87

る。

トリプルマルチコンデンシングユニット

.

快適感

非常に快適

快適

やや快適

どちらでもない

やや不快

不快

非常に不快

建築関連設備

ノ、'K二

定イ直先4御
涼感制御

24

開発した。例えぱ,上記照明制御ユニット用として,各種照明制御

機能をサポートする照明専用ネットワークを開発した。
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.インバータ搭載HQ1スポットライト

高効率で演色性に優れた70WのHQ1ランプ(小形メタルハライド

ランプ)を使用し,高周波変調方式採用による業界初の高力率・定

電力形電子安定器(インバータ)を搭載し,反身寸板の適切な光学設

計により壁面を均一にムラなく照射するスポットライトを製品化し

た。

この電子安定器は,重量3如g,寸法130mmX88mmX37mmで業界

で最も小形・軽量であり,これを内蔵するアルミダイキャスト製の

本体は,デザインの面からもスリムでコンパクトな形状を実現して

いる。

. Tバー取付形システム天井専用形非常用照明器具EMライトシリーズ《クワイト》

オフィス等のシステム天井に使用する専用升多非常用照明器具とし

て開発したくクワイト》は,空調吹出し口等を乗せるダプルTバーの

間に器具を取り付け,外観を隠すことにより天井の美観を損なわな

いコンパクトな構造を持つ,業界で初めての器具である。ハロゲン

電球を使用して小升子化を図り,ダブルTバーの中を移動させること

ができるため室のレイアウト変更,問仕切り追加等の場合に器具の

移動・追加により適切な器具配置ができ,非常時の照度も確保する (a )

ことができる。

フ.4 ビル管理システム

.紀尾井町ビル向けインテリジェントビルシステム《M旧ASS》

都心の中心倍Kである紀尾井町に,事務室・店舗・住居を含む大規

模かつ複合化した超高層インテリジェントビルが誕生した。

このシステムは,事務室・店舗・住居の専用部の異常をセキュリ

ティシステムとHAシステム,また共用部に関してはITVシステム,

さらにビル設備機器については,二重系のビル管理システムで対応

し,24時問監視体制である防災センターで・一括監視している。

その中で次の機育をにより,一層のグレードアップを実現している。

山事務室の電気錠の施解錠,警備及び空調,照明の消し忘れ防止

を力ード操作とテンキーとの併用で行う。

②ビル管理システムとセキュリティ, HA,空調など各システムと

、爽イ,会ゞ系多一、J七'ψ~
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HQ1用インバータ部(a)
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の伝送により効率化を実現。

.森林公園マンション群管理システム

山) HQ1用イ

トライト

ノ

J゛

多

/

当社は,三菱地所総が計画した札幌の森林パークタウンのマンシ

ヨン群向けに,三菱マンション群管理システムを納入した。

このシステムは,マンションの各棟及び各住戸で発生した異常を

電話回線を経由して森林公園パークタウン内の管理センターと菱電

サービス掬の情報センターの2箇所で監視する集中監視システムで

ある。異常発生時には,各センターが担当する異常監視項目の内容

に応じてセンターの係員が緊急出動し,適切な処置をするバックア

ツプ機能も備えている。

また,管理センターはマンションの住居人の管理・運営に必要な

OA機能も備えており,管理の省力化に貢献している。

ンバータ搭載スポッ

(型名QSO07W)

システム天井専用形

非常用照明器具
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8
電気鉄道は,安全・迅速・正確・廉価な大量輸送機関と

して,常に社会の期待を寄せられているが,近年,輸送の

高速化,乗客サービスの向上,輸送能力の高密度化,より

安全なシステムへの移行,省工才ソレギー・環境対策などが,

大きな命題となっている。

当社も,これらの期待にこたえるべく,最新のエレクト

ロニクス技術,コンピュータ技術,通信技術を駆使し,積

極的な技術開発を推進している。

新しい方式の軌道輸送システムでは,次世代の高速輸送

機関を担う超電導磁気浮上式鉄道の新しい実験線の建設地

が山梨県に決定し,実現化ヘ大きく前進した。一方,都市

交通システムのーつとして注目されている鉄輪式りニアモ

ータ電車が,"国際花と緑の博覧会"会場ヘのアクセス手段

として,いよいよ,営業運転を開始する。当社は,この電

車の中心機器であるりニアインダクションモータ,りアク

ションプレートのほか,多くの電機品を製作・納入してい

る。また,新交通システムも"横浜シーサイドライン"が

1989年7月に開業したのに続いて,1990年2月には"神戸

六甲アイランド線"が開業する予定で,この両線の主要電

機品についても,多数製作・納入している。

情報,通信システムとしては,移動体パケット交換シス

テムを東海道新幹線ヘ,新・車扱情報システムを日本貨物

鉄道欄ヘ製作・納入した。

機器,設備関係では,大容量GT0サイリスタ素子を用

い,8個の主電動機を一括で制御するVVVFインバータ制

御装置や新高粘着制御方式の4象限チョッパ装置, ME化

配電盤など,経済性と保守性,信頼性の向上を図りつつ高

性能化した各種機器を製作・納入しナこ。また,車両の安全

運行とサーピスの向上に寄与する自動列車運転装置,乗務

員カラーモニタ情報表示システムのほか,ブレーキ装置,

誘導電動機,インバータ制御空気調和装置なども多数,納

入した。

海外関係では,スペイン国鉄向け近郊電車用電機品,メ

キシコ・グァダラハラ市向けチョッパ制御LRV用電機品を

製作・納入した。

自動車機器の分野では,自動車のエレクトロニクス化で

性能・安全性・利便性の向上が図られているが,これらの

字、
^ 通

研究開発の多くはセンサが重要な役割を演じ,システムの

性能やコストを支配する基本要素となっている。

エンジン制御は,機構部の改善とともにち(緻)密な燃料

制御と適切な点火タイミングを確保することが重要である。

今回は,エンジン制御システムのエアフローセンサを従来

の超音波によるカルマン渦周波数検出方式から半導体によ

る圧カセンサ検出方式とし,検出レンジの拡大と精度の向

上を図り,燃料噴射制御をより最適に近づける改善を行っ

た。また,自動変速機(オートマチック車用)については,

これの普及が中・大型車で80%を越え今やスポーツカーに

あっても自動変速機付きが一般化してきた。変速動作は車

の数字に表れる陛能だけでなく,加速フィーリングや変速

ショック,変速ポイントの良否が重要な要素となっている。

このように,変速品質の向上にセンサの開発が不可欠のも

のとなるが,この要望にこたえうる高耐圧半導体センサを

開発し製品化した。これでクラッチ油圧を直接計測したフ

イードバック制御が可能となる。

反面イージードライブ化が進んでだれにでも容易に運転

できる車になってきたため,運転そのものを楽しむ感覚は

低減してきたが,自動車を走る道具以外の別の性格を持つ

空間としてとらえるなど価値観の変化も否めない。例えば,

くっろぎの場としての車,楽しみを味わう場としての車な

ど,車のイメージが変化しっつぁる状況である。これに対

応して,車室内に装備する小型で低音特性のよいDDSSス

ピーカーを開発した。これは,振動板の動きによる空気圧

変動をダブルドライブ方式で改善し,小容積ボックスにも

かかわらず大容積ボックスと同様の効果をもたらすことを

ねらいとしたものである。

自動車電話も今後の有力な商品と予想されるが車室内の

操作を容易にした音声認識のハンドフリー自動車電話を開

発しナこ。このため,走行中でも運転操作を妨げることなく

安全にかっ自由に電話をすることが可能となった。鈴木自

動車工業制の軽自動車用として開発した複合型スピーカー

システムは,エアクリーナーとストップランプを組み込ん

だ新しい複合型商品で市場で高く評価されているものであ

る。

8 通 89交



8.1 電気鉄道

.磁気浮上式鉄道

超電導磁気浮上式鉄道は,次世代を担う高速輸送機関七して,JR

グループが開発を進めているが,運輸省は平成元年8月に新実験線

の建設地を山梨県に決め,実現ヘ向け大きくスタートした。

これに対し,超電導磁石を台車にぎ(儀)装した状態で50okm/h

走行時の電磁加振を連続的に模擬でき,信頼性・耐久性を検証する

設備の製作を開始するとともに地上設備については,4,50OV,3.000

A GT0素子を用いた2MVAのPWM多重インバータを宮崎ヘ納入

し,従来のサイクロコンバータ方式では御絲勺のあったりニアシンク

ロナスモータの駆動周波数を上げ,磁石ヘの加振力低減とエネルギ

一効率の向上を図るなど,当社は新実験線ヘ向けたシステム開発に

大きく貢献している。

.新幹線移動体パケット交換システム

東海旅客鉄道櫛の御指導の下に,新幹線列車無線を利用したパケ

ツト交換網を開発し東海道新幹線に納入した。

車上と地上問で汎用の通信手順を用いて通信することを目的とし

たこのシステムは,次のような特長をもっている。

住)移重力体パケット通信方式を採用し,ネットワークレイヤに工夫

をして移動する端末のデータの連続性を確保した。

②車上に 3羽順(X、25, BSC・C,無手順),10端末を設置できる。

B)無線回線区闇はBCH符号による誤り訂正を採用し,ビット誤り

率10・0以下とした。

今後このシステムを用い,車内でのFAXサービス,指定券販売な

ど力靖十画されている。

.日本貨物鉄道株向け新車扱情報システム

^
ロロ羅口

日本貨物鉄道制σR貨物)の貨物輸送は,コンテナと一般貨車(車

扱)に大別される。車扱の営業情報は,従来,輸送予約を行うシス

テム(FOCS)と収入管理を行うシステム(貨物オフコン,当社納入)

の両者により運営されていた。今般, JR貨物ではFOCSの計算機取

替えを機に,両システムを統合し予約から収入管理まで一元管理し,

かつ予約機能を強化する"新車;及清報システム"の構築を企画され,

当社がオフコン納入とともにシステム開発を行った。このシステム

は中央ぽUID にM80/80G2台,全国の主要貨物駅約100箇所に端

末(M80/10E)を配置し, NTTのDDX・P網を介して接続され,駅

端末から輸送予約売行う大規模オンラインシステムであり,平成元

年7月1日から実運用に入り順調に稼働している。

旦腔

^

゛曇.

^

{、
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ご尋

宮崎実験線納めインバータ装置外観

^

GVVP

NCP-P

PSE

LSW

RCP

G3FAX

.人工知能(エキスパートシステム)を応用した自動列車運転装置

NTT網

マ」ンス

HOST

このたび,神戸新交通愉に,六甲アイランド鳥泉向けの自動運転装

置を納入した。この装置は,無人運転を行う新交通システム用とし

ての多様な機能を持つとともに制御演算処理に,人工知能の・一分野

であるエキスパートシステムを適用した。これは,熟練運車云手の運

転技能をエキスパートシステムの知識ベースに組み込むことにより,

走行の様々な局面に柔軟かつ適切に列車を制御することで,乗り心

地の良さと正確さとを両立させ,高い運ま云注能を発揮させるように

したものである。

ゲートゥエイプロセッサ装置

JR網

網管理装置

パケット交換装置

回線切替装置

新幹線電車に設置されるPAD

新幹線移動体パケット交換システム

中央局

GVVP
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東京

統制局
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.乗務員支援カラーモニタ情報表示システム

このシステムの目的は,運転台及び車掌室に設置されるカラー

CRTに列車内の各種モニタ清報を表示し,乗務員の作業負荷を大幅

に軽減することにより,車両の安全運行とサービスの向上に寄与す

ることである。特長は次のとおりである。

(1)従来は携帯文書や多数の表示器でしか対応できなかった運転や

機器の動作に関する多くの情報を,点滅表示・色分け表示・ブザー

瞥告等を使い分けて,見やすい統合表示力并手える。

(2)選択可能なメニューを常時表示し,画面上のキーをタツチする

ことにより,画面切替えや機器の制御指令の発信が容易に行える。

(3)時刻表のように変更を生じる清報は,ユーザーの手でIC力ード

に変更内容を記憶させるこどにより,容易に更新できる。

.海外向け車両用電機品

スペイン国鉄の鉄道輸送近代化のーつである近郊電車(CER・

CANIAS)]50両50編成分の車両用電機品を納入完了し,平成元年9

月から営業運転を開始した。直流3,00OV回生・発電ブレーキ付きで

AVF(白動可変界磁)制御の特長を生かした定速度運転機能付きチ

ヨッパ制御装置(自冷式ふっとう冷去のを採用している。平成2年

度は,追力m50両50編成分のチョッパ制御装置の納入力并テわれる。

また,メキシコ,グァダラハラ市向けチョッパ制御軽快電車用電

機品訟両分を納入完了し,平成元年8月から営業運転を開始した。

この軽快電車は,連節台車式でモノモータ他30kw,750V,335A)

チョッパには, GT0サイリスタを採用している。

.車両駆動用インバータ制御装置

琵

インバータ制御電車は,平成元年に引き続き,郊外電車用,地下

鉄電車用ともに活発な導入力新テわれた。客先,線区ごとの目的,用

途に応じたインバータ装置が実現されていく中,最近の傾向のーつ

どしてはGT0サイリスタの大容量化により,1インバータで制御さ

れる主電動機の個数の増大を図り,制御装置の台数をイ園咸すること

により編成としての経済性の向上が追求されている。名古屋市交通

局 2,4 号線(60OV)向けに3,30OAのGT0サイリスタを用い,8個

の主電動機を一括で御"卸するVVVFインバータ装置を,また6号線

(1,50OV)向けの量産車用インバータ装置も製作・納入した。その

他,大阪市交通局,近畿日本鉄道鞠,小田急、電鉄愉,新京成電鉄愉

にも老朽車代替用及び増備車用として製作・納入した。

島

情報収集装置及びCRT表示器

.車両用チョッパ制御装置

^J 、、、^J/'、

平成元年に引き続き帝都高速度交通営団向けに,4,50OV,3,000

AGT0を用いた新高粘着制御方式の4象限チョッパ装置 a,50OV

用)と界磁チョッパ部にGT0の代わりにトランジスタを適用した 4

象限チョッパ装置(750V用)を製作・納入した。さらに,回生付き

チョッパ制御車の先駆であり昭和妬年に納入した千代田線釦00形車

の更新用として,既存のシステムを極力生かしながら高性能化と保

守性,信頼性の向上を図った高周波GT0チョッパ装置を製作・納入

した。

また,新交通システム用として,平成元年7月に開業した横浜新

都市交通愉向けに引き続き,桃花台新交通側向けに4象限チョッパ

装置を製作中である。
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.車両用ブレーキ装置

近年地下鉄建設費の低減や急こう配・急曲線線区の車両として,

小型小断面のUM電車が開発されており,大阪市交通局は国際花と

緑の博覧会の交通アクセスとして,採用を決定した。当社はUM電

車用にOEC・4L形回生プレーキ補足機能付き全電気指令式電磁直通

ブレーキ装置を開発し大阪市交通局に納入した。この装置は,車上

遠隔制御装置によるシリアル伝送指令にも対応し,かっ電気式電空

演算とヒステリシス補正機能とによって,電空協調を高精度化する

とともに,全電気指令によるハイレス犬ンス化を主題に設計されて

いる。また,車上遠隔制御装置故障時でも安全確実にブレーキが作用

するように,ハードワイヤによるバックァップブレーキも備えてぃ

る。

.車両用主電動機

インバータ制御車両の導入は,電鉄各社とも積極的に実施してお

リ,当社も多くの客先に誘導電動機を納入し,納入台数は1,000台を

突破した。最新の熱解オ斤・強度解析等の技術の適用により,小型・

軽量化を厳しく追求し,最近の例では連続定格30okWの大容量で,

かつ481kgと大幅な軽量化を図った誘導電動機を製作した。

ーー方,冷却ファン及び排風部分の構造を見直して大幅な低騒音化

を図るなど種々の工夫を織り込んだ直流電動機を製作し,西日本旅

客鉄道鵠を始めとしてJR各社に納入している。

.車両用空気調和装置

快適性を追及したインバータ制御空調装置は,引き続き活発な導

入が行われた。インバータ部分を空調本体に内蔵したもの,別置の

もののシリーズ化のほか,入力電源仕様がDC],50OVのもの, AC4如

Vのもの等多くのシリーズ化が達成された。入力電源仕様別の主な

納入例は次のとおりである。

住) DCI,50OV入力東日本旅客鉄道側AU712 インバータ別置

伐) DC750V入力伊予鉄道総CU127R インバータ別置

信) DC60OV入力帝都高速度交通営団CU76 インバータ内蔵

④ DC30OV入力箱根登山鉄道側CU蛇 インバータ別置

⑤ AC4如V,3φ東日本旅客鉄道総AU7Ⅱ インバータ別置

AU7]3 インバータ内蔵

(6) AC4卯V,1φ東海旅客鉄道制 TAU31 インバータ内蔵

大阪市交通局(7号1別向けブレーキ受信装置

.電鉄変電所用ME化配電盤

コ

4寺

"ME化配電盤"とは, ME (Micro-Electronics)技術を導入した

配電盤である。

制御には三菱汎用シーケンサ《MELSEC>を変電所の規模及び機

能によって設置台数を決め,データリンクによる相互問情報伝送を

行う"自律分散構成"としている。また,保護には実績のあるディ

ジタルリレー技術を生かしてワンチップマイコンを使用した複合形

ディジタルリレーを採用,主回路分割単位ごとに設置している。

小型化,低コスト,多機能高信頼度,高拡張性等,数多くの特長

を持つ今日の情報化時代に対応した新しいシステムである。

東日本旅客鉄道樹及び西日本旅客鉄道愉等に納入したが,今後電

鉄変電所における配電盤の主体となると思われる。
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8.2 自動車

.圧力検出式カルマン渦エアフローセンサ

半導体微差圧センサによってカルマン渦を検出する自動車用エア

フローセンサを,Ξ菱自動車工業総向けに開発した。

このエアフローセンサは,エンジンの吸入空気流量に応動して発

生するカルマン渦を,高感度な半導体圧カセンサによって検出し,

"流量対カルマン渦周波数"のディジタル信号を出力する空気流量Ξ十

である。当社の従来方式である超音波検出式に対し,

.ダイナミックレンジが広い

.検出精度が安定している

.外乱耐量に強い

など優れているため,自動車の高出力・高回転化に適し,今後の主

流となる製品である。

.船外機用高機能ディジタル点火時期制御CD1システム

船外機用として,大発電出力と点火制御を中心としたエンジン総

合制御を行う高機能ディジタル点火時期制御CD1システムの開発に

成功し,量産を開始した。このCD1システムは,12V35Aφ2H多極

CD1マグネトと,各気筒識別,クランク角度,スロットノレ,ノック,

トリム,サーモ,オイルレベノレの各センサを入力とし,点火時期,

ノック,安全警告,デューティソレノイド,オイノレポンプの各制御,

オイルレベル表示,ダイアグノシスコード,タコメータパルスの各

出力を行うCD1ユニットからなる。大型船外機として要求される大

発電出力化を図るとともに,高機能1チップマイクロコンピュータ

と専用のハイブリッド1Cを開発することで,すべての制御機能を点

火制御ユニットに総合化することができた。

,

.クラッチ油圧制御技術

ノーーー心分'

自動変速機に電子制御を適用し高機能化を追求するとき,油圧系

の制御性向上,構成の簡素化,信頼性向上などが重要なファクター

となる。その中で,中心要素である油圧湿式多板クラッチについて,

クラッチ油圧系のシミュレーション技術を確立した。シミュレーシ

ヨンシステムの構成は,既に構築済みのバノレプモデルと新たに構築

したクラッチモデル及び管路モデルの結合から成る。図は,このシ

ミュレーションによるクラッチ動作特性の一→詞」を示したもので,実

験からも妥当性が確認できた。これによって,電子油圧御Ⅱ卸装置の

設計段階から油圧制御特性の把握ができ,クラッチ動作特性改善に

、

趣瓢

'夕

Jノ

ノノノ

'

圧力検出式カルマン渦エアフローセンサ

勢

多.

有効である。

.半導体油圧センサ

y

'

、ゞ'"三

業界最高レベルの高耐圧化を図り,小型化・軽量化・高精度化を

図った油圧制御に適した半導体圧カセンサを開発した。

応力解キ斤によるダイヤフラム形状の最適化により応力集中を緩和

し,測定圧力25kg/cm.で,従来の半導体圧カセンサでは実現できな

かったサージ圧力耐量10okg/cm.以上の性能を実現している。

また,半導体圧カセンサの温度特性を精度良く補償するため,受

圧ダイヤフラム部に温度検出素子を設け,半導体ピエゾ抵抗素子の

温度を直接検出し,1削賞できる温度補償回路の開発により,広い温

度範囲(-30~+120゜C)において精度良く圧力を検出することがで

きる。
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船外機用高機能ディジタル点火時期制御CD1システム
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.ディジタル信号処理による車室内音場の改善

カーオーディオでは車室内音場の音響特性が,その再生音の音質

に大きく影響する。そのため,他の音場とは異なる特有の機能,補

正法が必要となる。当社では, DSP (Digitalsignalprocessor)を

用いた車室音場改善装置を開発し,最適な機能,補正法の研究,開

発を進めている。この装置は,①走行中の騒音にマスクされずに音

楽受聴が楽しめるディジタノレコンプレッション,②バンドブイルタ

の中心周波数,ゲイン, Qを独立に調整できるパラメトリックグラ

フィックィコライザ,③定在波によって乱れた低音域を補正し,前

方定位を補償する位相補正,④コンサートホールの響きを作り出す

音場創造などの機能を実現している。

.車載用ダブルドライブスピーカーシステム"SX-DDI0"

カーオーディオでは狭い車室内で使用可能な小型高性能スピーカ

ーカ汚金く求められている。この要求にこたえるため,スピーカーユ

ニットを二重に駆動する車載用DDSS(ダブノレドライブスピーカー

システム)"SX・DDI0"を開発した。技術面及びデザイン面の特長は

次のとおりである。

住) DDSS採用により容積を約25%低減した。

②釦HZまで低音再生を可能とし,しかも平たんな音圧特性を実現

した。

③外形を曲面升列犬とし,車室内インテリアとの調和を図った。

④全車対応可能なコンパクト設計とした。

@鈴木自動車工業株向け複合型スピーカーシステム

「車室内における快適な音場空間と居住空問を提供し,安全走行

に大きく貢献する。コをテーマに,ユニークなスピーカーシステムを

開発した。形名SX・57BA・4で,現在,鈴木自エエブリに搭載され高

い評価を得ている。以下に概略紹介する。

a)スピーカーシステム,エアクリーナー,ハイマウントストップ

ランプの3機能が複合された従来例を見ない複合製品である。

他)スピーカーシステム音様よ,175mmX125mmだ円形ウーファー

七50mm トゥイーターの 2 ウェイ構成で,定評あるダイヤトーンス

ピーカー使用。

(3)エアクリーナー部は,陰イオン発生装置付きのろ(淀)材誘電方

式を採用。

姓)ブレーキ連動のハイマウントストップランプは,高精度LED

"^

音声認識自動車電話システム

ディノタル

コンブレノサ

バラメドJソク

グラフィノク

イコライザ

低域

フースト

4气

f特補正

低域

フースト

位相補正

f特補正

信号処理ブロック図

'.

(FRONT)

音場創造

位相補正

,J- J、ニ、^

.音声認識自動車電話システム

音場創造

音声制御による電話操作の容易化,簡易化を目的として,音声認

識装置を組み込んだハンドフリー自動車電話システムを開発した。

音声ガイダンスに従い音声登録した特定話者力井目手先名を発声する

と,登録音声が復唱され,認識結果確認の後,自動ダイヤリングを

行う。音声認識・応答機育を,マイクロホン,スピーカー等により音

声女寸応でダイヤリングや通話を行うので,運転操作を妨げず走行中

でも使用可能である。認識装置は,特徴抽出にDSP (ディジタルシ

グナルプロセッサ)を採用しアナログ分析回路をなくするととも

に,車載可能なサイズとした。また,ピッチ適応フィルタ分析によ

り耐騒音性能を向上させ,非線形マッチングにより精度良く認識処

理乞イ丁う。
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9
1989年は貿易摩擦・円高による内需シフトが一段と進み,

加えて税告妃女革による物品税から消費税ヘの購入価格上の

変化から,家電関連市場では一時的な買いだめ,買い控え

があったが,白物・空調家電の買い替え・買い増しや大型

化指向に支えられ,堅調な伸びを示した。

このところのユーザーニーズの多様化は,個電化・バー

ソナル化を進め,かつ普及型と高機能型の二極分化の傾向

を強めている。また,冷蔵庫・洗濯機・テレビでは顕著な

大型化指向が現れている。

当社は,基本性能,使いやすさ,インテリア性の向上な

どを主眼に新技術の応用や新素材を適用し,次に示す新製

品を提案した。

①映像・音響分野

大画面・高画質及び高音質の追求を深め,システム化ヘ

の配慮も行った。

大画面カラーテレビCZ-303シリーズでは, S-VHSや

ビデオディスクプレーヤーなどの高画質機器に対応して

水平解像度800本を実現し,独自に開発した電子銃で画面の

すみずみまでフォーカスの改善をしている。

大画面プロジェクションテレビでは,デュアルダイクロ

イックコーティングにより色の再現範囲を拡大し,映像回

路の周波数特性を広帯域化して水平解像度800本の高画質

を実現した。

ツインサーボメカを搭載したビデオテープレコーダーは,

200倍の高速巻取り・巻戻しができ,停止から再生画の出る

時間を短縮して,編集の二ーズにこたえた。

カメラー体型VTRでは, Cムービーで業界初の大口径ψ

62加nドラムを採用,スピードサーチ,スチル等の再生に高

画質を実現した。また,美しいつなぎ撮りのためのツイン

フライングイレースヘッド採用,蛍光灯下のチラツキ抑制

回路や強い光線下でも鮮やかな色再現をする制御回路など,

各種のディジタル信号・画像処理技術が結集されている。

2ウェイモニタースピーカーを製品化した。低音振重力

板には 3軸織アラミッドハニカムコーン,高音振動板には

高い上弱単陛率を持つ炭化ほう素を採用している。

② HA・家庭盾報機器

カラー静止画テレビ電話を製品化した。これまで白黒濃

淡64階調の静止画像を送っていたが,カラー化・高精細化

のための高速通信方式を開発し,従来機との通話も可能で

9'家電関連機器

家電関連機器

ある。

2線式テレビドアホンは,カメラに赤外線LEDを内蔵し

ているので,暗くても来客が映しだせる。また,2台目の

カメラを増設して,勝手口,ガンージあるいは子供部屋な

どがモニターできる。既設のチャイムやインターホンの酉己

線がそのまま使える。

③家電・住設機器

給気流を誘導流として利用した,油煙の捕集効率が良い

レンジフードファンを発売した。室内・外圧の差で生ずる

ドア開時の重さやすき間風・音をなくした。

浴室の結露・カビ対策として強制換気を行い,寒気対策

で暖房機能を入れ,シーズヒーターによる温風で衣類乾燥

する浴室換気・暖房・乾燥システムを発売した。

エアコンは複数所有の家庭が増加しており,接続可能な

室内ユニットのバリエーションを拡大した家庭用システム

マルチエアコンを発売した。また,ツインフローエアコン

では暖房の快適性を向上する新気流,温湿感自動コントロ

ール,空気清浄機能を搭載して,快適性・健康・低騒音二

ーズにこたえている。

石油ファンヒーターでは,急速インバータで燃焼スター

トし,室温に応じて燃焼量と温風量を細かく制御するり

ア温風を設け,着火・消火時の臭気低減を図った。デラッ

クスタイプには電気集じん方式の空気清浄機能を付け,暖

房シーズン以外にもその機能の単独運転ができる。

家事がかなり夜間移行していることから,ますます静音

タイプのクリーナーが求められ,静音とハイパワ一を両立

させたダニパンチを発売した。

食品を新鮮に保存でき,容積効率54%の大容量400りツト

ル冷凍冷蔵庫を製品化した。家庭でクールデザートを楽し

めるオートアイスクリーマーを内蔵している。

ジャー炊飯器では,下ヒーターだけでなく上ぶたにもヒ

ーターを加え,強火で全面加熱する炊飯方式を採用した。

フライパンごとマイクロ波力Π熱するフライバンレンジを

発売した。マイクロ波を上下2箇所から出し,重量センサ

で自動調理できる。

ポーチ灯に赤外線センサ,照度センサを組み込み,人を

検知して調光したり,周囲の明るさで自動点滅する製品を

発売した。

厘
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9.1 映像・音響機器

.ツインサーボメカ搭載ビデオテープレコーダー80シリーズ

画質・音質のみならず操イ乍性・編集機能ヘと幅が広がってきた家

庭用VTRの二ーズにこたえるために,デッキメカとその制御システ

ムを全面的に更新した"ツインサーボメカ"を開発し,80シリーズ

全機種に採用した。主な特長は次のとおりである。

(1)テンションサーボとCTLサーボの併用(ツインサーボ)により

200倍速の高速巻取り巻戻しを実現した。

(2)モード切替えのクイックレスポンス化を図り,停止状態から再

生画が出るまでの時問を2.4秒から0.7秒に短縮した。

(3)リールキャプスタン系の軸受ロス低減に加えて,ドラム系ディ

ジタルサーボのビット数を上げ,ゆれの少ない落ちついた画面を実

現した。

.カメラー体型Ⅵ、R

当社ビデオの基本思想"高画質・高音質"を貫いた大画面対応の

SムービーMV-CS3Fを開発した。主な特長は次のとおりである。

n) VHS-Cムービーでφ62標準径ドラムを業界初に採用した。

② S・VHS方式による高画質化,ステレオHiFi方式による高音質

化を図り,また標準モード,3倍モード, HiFi音声,フライングイ

レーズ用にそれぞれ専用の回転へッドを搭載して画質等の性能面並

し丸こスピードサーチ等の機能面を充実した。

(3)カメラ部にフルオート機能を導入し,撮影を容易にした。さら

に,独自のホワイトバランス方式により色再現性を向上した。

④録画時,再生時を問わず,スクロールほか各種モードでタイト

ノレ挿入ができる"マルチプロタイトノレ機官を"を導入した。

"ゞ','野"ツ_,

十、'^〒

'〕.~.、

(,ノ."

_ノ'士"ノ

.クリアビジョン対応アダプタ

仏)ツインサーボメカ採用

VTRデッキメカニズム

^1"
'゛^ー^.、

現行NTSC方式の映像信号を,倍密度ノンインタレース走査で高

画質な信号に変換するクリアビジョン対応アダプタを開発した。

本機を倍走査型ビデオプロジェクタLVP-120OX等に接続するこ

とにより,クリアビジョン対応の高画質な映像力新昇られ,今後,業

務用機噐としてのEDTV市場の展開が新たに期待される。主な特長

は次のとおりである。

a)動き適応型三次元ディジタルフィルターにより,クロスカラー

やドット妨害などの画質劣化を防止し,高画質な映像を実現。

②倍密度ノンインタレース走査により,ラインフりツカを防止。

(3)ノイズリダクション,二次元輪享鴎金調により奥行きのある映像

を再現,さらに高画質静止画,子画面等,各種特殊機能を搭載。

一

(b) ツインサーボメカ搭載VTR

HV-S85

. MUSE/'NTSCコンバータ

MUSE方式によるハイビジョン放送を,現行テレビ方式に変換す

るMUSE/NTSCコンバータを開発した。このセットの特長は次の

とおりである。

(1)ハイビジョン画像の全画面を現行テレビの中央に表示するワイ

ドモードと,両端を切り捨て中央部だけを現行テレビの画面いっぱ

いに表示するズームアップモードの二つを備えている。

②ハイビジョン放送のPCM音声を受信し,3 - 1方式PCM4チ

ヤンネルステレオにより高音質で臨場感豊かに再生する。また,デ

イジタル出力(同軸)を併せ持ち,ディジタル音響機器との接続に

対応した。

J字一

メ

ステレオハイファイSムービーMV-CS3F
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(3)あらゆるテレビに接続できる信号出力を備えている。

クリアビジョン対応アダプタ

MUSE/NTSCコンバータUC-1
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.2 ウェイモニタ

近年の伝送系のディジタル化,高性能化に伴いモニタースピーカ

ーにも,より高性能なものが求められるようになってきた。モニタ

スピーカーは,音の定位,音質グレード等を監視することから再

生周波数帯域が広く平たんであり,高調波ひずみが少なく,また特

に増大するモニタリングパワ一に耐えるだけの耐入力性が要求され

る。これらの要求を実現する各種要素技術を駆使し,高性能モニタ

ースピーカーを開発した。広帯域再生を行うために,低音振重力板に

は3軸織アラミッドスキンによるハニカム構造を採用,高音振動板

は特性の優れた炭化ほう素により可聴帯域を越える再生を実現して

9.2 HA・家庭情報機器

.2 線式テレビドアホン"ピンポンパ" TD-50

2線式テレビドアホン"ピンポンパ"は,従来の専用線式に上ヒベ

て,設置工事の大幅簡略化と低価格をねらって開発した商品である。

主な特長は次のとおりである。

(U 来客者の顔や姿力拓寉認できるよう,ビデオカメラ及びモニター

ディスプレイを採用し,安心して応対ができるようにした。

②既設のチャイムやインターホンの酉酪泉をそのまま使用できるよ

う畔泉式として,極めて簡単に取り付けられるようにした。

(3)玄関のほか,勝手口や子供部屋等につけて監視も行えるよう,

ドアホンカメラを 2台まで接続することができるようにした。

④テレビに接続しておけば,テレビのりモコンで切替操作をする

9.3 家電・住設機器

_」ヒ

スピーカー

いる。また,交流磁界解キ斤により新磁気回路方式を開発し,磁気回

路の低ひずみ化を可能にした。

.二重反転送風機

換気意識の向上により換気扇は必需品となり,特にダクト用換気

扇市場は大きく伸展している。しかし,天井裏高さの縮小化,建物

高密閉化による給気機器の要求などがあり,薄型・高静圧・多用途

に使えるダクト用送風機が求められている。二重反転送風機は,回

転方向が逆の二つの軸流ファンを直線上に配し,前段ファンで発生

する回転エネルギーを後段ファンで静圧として回収,高静圧を得る

送風機である。ここにエクストラファン技術を応用し,下記の特長

を持つ送風機を開発した。

住)ダクト径とほぽ同一なスリムで給排切替えも可能な送風機

だけで,映しだせるようにビデオ出力端子を設置した。

2S・3003形高性育Ξモニター

スピーカーシステム

.誘導流レンジフードファン

近年,住宅が高層化,高断熱高気密化ヘと変化している。それに

よって,台所の煙の吸いが悪い,ドアが重い,すき問風が気になる,

他のダクトから逆流する等の問題が発生している。また,システム

キッチンの普及に伴い,デザインへの要求度も高まりつつぁる。

これらを解決するため,誘導流レンジフードファンを開発した。

本機の特長は,次のとおりである。

山誘導流の採用:給気流を誘導流として利用し,油煙の捕集効率

を向上した。

②室内・外圧差の軽減:給気流をフード内で処理して寒くない給

気を実現し,しかも室内・外圧差の軽減が可能となった。

(3)デザイン向上:可動フードの採用,本体の薄形設計により,つ

(吊)り戸棚との整合性が向上した。

4露J"ー>えξ多
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2線式テレビドアホンTD-50
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単独ファン運転時の約2.5倍高静圧となる送風機

エクストラファンの特長である実使用時の騒音イ氏下
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.浴室換気・暖房・乾燥システム

近年,浴室ゾーンの多用途化に伴い,衣類乾燥を中心とした乾燥

室としての浴室利用が注目されている。一方,浴室の高級化指向の

中でぱ決適さが求められており,寒冷地やシルバー市場を中心とし

た浴室の冬季寒さ対策としての暖房機能付加もそのーつといえる。

また,浴室の結露やカビの発生を防ぐのに,強制換気が有効である

ことがよく知られている。これら,換気・暖房・乾燥の三つの機能

を]台で行える"浴室換気・暖房・乾燥システム(V・130BZD)"を

開発した。その特長は次のとおりである。

① lkWシーズヒーターを内蔵し,ファンの強循環流による温風

乾燥

②赤外線ヒーターによるふく射暖房とファンの微風流での温風暖

.家庭用空気清浄機"クリーンエア"

健康意識の向上,快適空間志向に伴う空気の高質化要求にこたえ

るために,より強力な脱臭力,集じん力を備えた空気清浄機を開発

した。その特長は次のとおりである。

住)化学処理を施した活性炭フィルターと電気集じ人機能により,

細かなチリ,ニオイを強力に取り除き,汚れのひどいときには通常

運転よりも風量,高電圧出力がアップする急速モード運転により,

一気に空気を浄化する独自の機構を搭載している。

②業界初のニオイセンサを用いたことにより,ニオイ強度の表示

と,ニオイ強度に応じて風量を切り替える自動運車云を可能にした。

(3)スッキリしたフラットパネノレデザインで,フィノレターの出し入

れが本体上下どちらからでもできる新機構を採用した。

(3)コンパクト本体内の単独換気送風機による強制換気

.ツインフローエアコン《霧ケ峰》

最近空調機に対して空質の向上が求められる傾向にある。こうし

た二ーズにこたえるため,快適性・健康・低騒音をコンセプトとし

たツインフローエアコンを開発した。主な特長は次のとおりである。

住)ツインファンで培った暖房の快適性を更に向上させた新気流制

御ツインフローを開発採用するとともに,業界トップレベルの静音

化と高暖房能力を実現するなど基本性能を大幅に改善した。

②温度だけでなく湿度までも使用者の感覚に合わせる温湿感白動

コントロール,冷房よりゃや高めの涼風を使用者に当てる健康・省

エネの涼感モード,部屋をカビの害から守るカビガード機能,空気

清浄機能などからなる,"エアクリニック機官E"を新しく採用した。

③業界初のメッセージリモコンの採用により簡単操作を実現した。

.石油ガス化ファンヒーター KD-234V "Mio"

石油ガス化ファンヒーターのコンパクトタイプで,これまでのフ

アンヒーターのイメージをこえた新感覚のスリムなタテ形デザイン

採用の"Mio"を発売した。この"Mio"の特長は,デザインのほ

か,温感コントロール,急速インバータなどの機能も搭載している。

また,燃焼バーナにおいても,従来からあるプンゼンバーナの特性

を大幅に改善したCCV形バーナを搭載した。その主な改善点は次の

とおりである。

a)炎の熱回収により,灯油の気化を図り,省エネルギー化を実現

した。

②着火時,消火時の臭気低減を図った。

浴室換気・暖房・乾燥システムV・130BZD

"ι゛ニ"1

空気清浄機MA・40OB
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ツインフローエアコン《霧ケ峰》 MSZ-2800

、1

クリーン燃焼,低NO、(チッソ酸化物)化を実現した。

気化器の夕ール耐力向上を図った。
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@空気清浄機付き石油ガス化ファンヒーター KD-324DA

クリーンライフ志向を反映して,空気清浄機能を付加した石油フ

プンヒーター KD・324DAを開発した。主な特長は次のとおりであ

る。

住)電気集じ人方式を採用し,タバコの煙・カビ・花粉など0、mミ

クロンの小さな粒子まで吸着できる。

偲)プレフィルターと集じんフィルターの二つのフィルターは取替

えがいらず,経済的で手入れも簡単である。

(3)空気清浄機の単独運転モードを設け,暖房シーズンはもとより

ファンヒーターを使用しないときの活用も可能とした。

叫)基本機種であるKD-324Dは,ワイドスィングルーバ・りニアオ

トフローによる立体暖房など,基本性能の充実化を図った。

゛'ー、1忌ψ,'11ゞキ'^

.ヘアドライセラミックファンヒーター

洗面・脱衣所の快適環境を提供するとともに,洗った髪をスピー

ド乾燥できるドライヤー機能も付力口した,セラミックファンヒータ

ーを開発した。主な特長は次のとおりである。

山温風暖房機盲を:入浴脱衣時や洗顔時に,寒さを和らげる。

(2)ドライヤー機能:髪の乾燥用,1.2kw,1.5mV分でスピード乾

燥。

捻)扇風機能:夏場の風呂上がりに涼唖W訴与られる。

狭い洗面・脱衣所でも牙円麺にならない壁かけタイプであり,おは

ようタイマーがある。

.アイスクリーマー内蔵,コンパクト大容量冷凍冷蔵庫MR-C40H

多様な食生活を満足させるため,食品を新鮮に保存でき,しかも
、、

機能的に整理性の良いコンバクトで大容量な400ι引き出し式チル 号

ド4 ドアMR-C40Hを開発した。特長は次のとおりである。

仕)従来の据付けスペースで4001大容量化を実現した(容積効率54

后)。

伐)冷凍室扉に密閉されたカプセルルームを設け,専用ダクトによ

り食品の詰めすぎにも十分な冷却が可能となるマルチフリージング

システムを実現した。

B)オートアイスクリーマーを採用し,家庭で手軽にアイスクリー

ム等のクールデザートが楽しめる冷調理機能を実現した。

(4)さらに,好評のマルチフロー冷蔵,電子脱臭,ビュアアイスシ

ステム,ダブノレチルドを採用した。
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石油ガス化ブアンヒーターKD・324DA
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.全面加熱炊飯方式マイコンジャー炊飯器

ごはんのおいしさ訴求と,インテリア感覚のざん新なデザインを

基本コンセプトとして,従来の下ヒーターに力Πえ,上フ夕に"おい

しさアップヒーター"を搭載し,強火で全面力鱗奥する業界ネ刀の新し

い炊飯方式を採用した"角形全面力Π熱方式ジャー炊飯器"を開発し

た。

住)厚がま(厚さ2.5mm)と強火の全面加熱で,内がま全体を高温

で加熱,炊きムラを少なくしてごはんを芯からふっくらと炊きあげ

る。また,炊飯後は内フ夕に露が付かないようにした。

②キツチンやりビングにもフィットする角汗多のざん新なフォルム

とプラスチックボディの美しいデザインを実現した。

FH-80牙多へアドライセラミックファンヒーター

Y、二J 、く、'、)yY 、,YJ、、]."ト"¥、立1ι'、)

マイコンジャー炊飯噐NJ-KAIOMV

帰)内フ夕とフタヒーター部は,厚がまと同じふっ素樹脂加工を採

用して,清掃性を向上させた。
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.フライパンレンジ

毎日の調理に欠かせないフライパンに着目して,家庭ですぱやく

簡単に,おいしく調理できるフライパンレンジを開発した。

このフライパンレンジの使い方は,初めにガスコンロを使って専

用フライパンで焦げ目をつけてから,フライパンごとオーブンレン

ジに入れて,マイクロ波力口熱する。

主な特長は次のとおりである。

①マイクロ波を上下2箇所から出し,フライパンの中まで加熱す

るツインウエーブ方式

②フライパンの取っ手が必ず置いた位置に戻るりターンテープル

捻)キーを押すだけの重量センサによるオート調理

.テーブルクッキング用の調理器ホットプレート,グリルパン

家族の団樂や親しい仲間とのホームパーティ等では,テープルク

ツキングを利用されることが増えてきた。このような二ーズに答え

る調理器として,次のような特長のある 2機種を開発した。

住)ホットプレートHL・B50:完全分育隹構造のプレートの両面にふ

つ素樹脂コーティングにより,清掃陛と熱効率が向上した。

40mmの深なべ(鍋)プレートなので油の飛び散りが少なく,スキ

ヤキなどの煮込み料理もできる多機能タイプである。

②グリルパンHL-7PG :完全分離構造のプレートは,下調理のた

めにガステープルによる直火加熱ができ,調理時間の大幅短荊者を可

能とした。超深鍋65mmは,焼く・煮る・蒸すの多機能である。料理

がみえる耐熱強化ガラスフ夕付き。

.インバータ搭載蛍光灯ペンダントの"2ホールド"本体

円形蛍光灯ペンダントは,点灯装置を組み込んだ本体に,種々の

セードを組み合わせたデザイン性の高い商品である。また,高効率・

ちらつきなし等の機能をもつ電子安定器(インバータ)の搭載が,

急速に進んでいる機種である。

従来の本体では,ランプを保持する板ばね(3イ剛やりード線付

きのソケット(2個)が配置され,意匠面及びランプ交換性に問題

があった。

今回開発の2ホールド本体は,リード線を内蔵した一体形ソケッ

トと1個の板ぱねの2箇所でランプを保持し,上記の問題点を改善

した。併せて,カバーが常夜灯(豆球)のまぶしさをなくしている。

制

^

フライパンレンジRO-530AF

.明暗ON/OFF人感調光ポーチ灯

、、、、ー

(a)

深夜の帰宅,不意の来客,車庫入れ等の際,周囲が暗くてカギ穴

やブザーがどこにあるのか分かりにくいことがある。明りを自動的

に点滅させ,周囲を明るくする照明器具が求められている。

そこで,周囲の明るさを検知する照度センサ(cds),人体からの

赤外線を検知する焦電型赤夕H泉センサ(人感センサ)及び調光器を

搭載したポーチ灯を開発した。

この製品は次の機能を持ち,防犯効果と経済性に優れる。

住)照度センサが周囲の明るさを判断し,自動的に点滅する。

他)調光器と人感センサの組合せで,人が検知エリア内にいるとき

は100%点灯,いないときは如%調光で点灯する。

剛

ホットプレートHL-B50

(b)

100

グリルノぐンHL-7 PG
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人感センサ付きポーチ灯
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社外技術表彰

平成元年度全国発明表彰で「特許庁長官賞」を受賞

平成元年6月6日,囲発明協会総裁常陸宮・同妃両殿下ご臨席の

もとに全国発明表彰式が開催され,当社電子商品開発研究所の木目

健治朗・近藤光重による発明"ディスク再生装置"が「特許庁長官

賞ゴを受賞し,同時にこの発明の実施者として社長志岐守哉が「発

明実施功績賞」を受賞した。

今回受賞した発明は, CDプレーヤ,光ディスク装置などの信号読

み耳又り光へッドの位置補正御Ⅱ卸に使われるものである。この発明に

よって,光学的特性劣化がなく,広範な補正が可能となり,ディス

ク装置の機能向上に大いに役立つものである。

第円回機械工業デザイン賞「通商産業大臣賞」を受賞

平成元年7月20日,日刊工業新聞社主催の第19回機械工業デザイ

ン賞授賞式が開催され,当社社長志岐守哉が,"ワイヤ放電加工機

DWCⅡOPH"で,通商産業大臣賞,を受賞した。

本賞は毎年,優れたデザインの製品を表彰するものであるが,外

観のデザインの完成度だけではなく,性能品質はもとより,操イ乍性・

安全性・環境適性・経済性などあらゆる面の機能にっいての完成度

が要求される極めて権威のある賞である。

今回受賞した"ワイヤ放電力Π工機DWCⅡOPH"は,"高精度化・

多機能化・目動化などのすべての二ーズを組み込んだワイヤ放電加

工機の実現"を基本コンセプトに開発・製品化した当社最上位機種

であり,加工精度3μm,加工面あらさ0.5μmRmaXを達成し,研削

餐盲

昭和63年度優秀省エネルギー機器表彰で「日機連会長賞」

平成元年2月28日,囲日本機械工業連合会主催の昭和63年度優秀

省工才、ルギー機器の表彰式がキャピタル東急、ホテルにおいて開催さ

れ,当社"圧力1削貸'制1卸付電子化油圧エレベーター"カヅ日機連会長

賞」を受賞した。

本賞は国の省エネルギー増進政策に呼応して,機械工業の立場か

らこれを推進するため,省エネルギー効果が著しい優秀機器を開発,

実用化した企業を表彰するものである。

今回の受賞で,圧力1劇賞制御付き新油圧流量制御バルブによる運

101

加工工程に置換え可能どなった。さらに,自動スクラップ処理装置

などの各種自動化装置を国内外で初めて装備可能とし,ワークのセ

ツトから加工終了まで作業者の介在を不要とした。これにより,金

型加工工程に革新をもたらし,金型産業をはじめとする金属加工分

野の発展に貢献するものである。

.¥、

吻暖

弦努

^ J

平成元年度電機工業技術功緒者表彰「会長特別賞」を受賞

平成元年4月21日, W旧本電機工業会主催による電機工業技術功

績者表彰が電機工業会館において開催され,当社御上卸製作所大垣

健二・佐藤廣が《入IULTIFLEX・32シリーズ} 32ビットディジタル

保護りレーシステムの完成により,「会長特別賞」を受賞した。

「会長特別賞,は,電機産業の技術水準向上に貢献し,特に優秀

な成果を示した者を表彰する極めて権威の高い賞である。

《MULTIFLEX・32シリーズ)は,系統保護・御Ⅱ卸分野世界初の

32ビットCPUによる分散マルチシステムであり,系統分野で初め

て,グラフィック図形にてソフトゥエアの記述・試験検証ができる

を受賞

転時間ω短縮と電子化による制御回路の低消費電力化等によって省

エネルギーを実現した当社の技術力靖忍められた。

'y

社外技術表彰
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<VISMAT>システムを搭載するなど,高性能化・高機能化と使いや

すさを実現している。
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社外技術表彰一覧表

.日本金属学会・技術開発賞

「銅ワイヤボンディングによる高信頼半導体デバイスの開発」
生産技術研究所 奥田滝夫・町田一道・弘田実保・

村上洋子・杉村敏治

19朋年Ⅱ月~19関年10月受賞分

受賞煩に掲載

.元岡記念会・元岡賞

「psl一Ⅱハードゥエアの開発」

情報電子研究所 ・中島浩

.電気科学技術奨励会・第幻回オーム技術賞
「架空配電線事故探査レーダの開発」
名古屋製作所 ・藤本隆一

「誘導電導機の新しい制動方式く臨界制動方式>の開発と実用化」
稲沢製作所 ・ー・一野村正実・池島宏イ丁

.労働省・労働大臣賞「現代の名工」
「卓越した技能者」

光・マイクロ波デバイス研究所 野崎七男

.発明協会・昭和脇年度中部地方発明表彰
愛知県知事賞

「曲線エスカレータコ
稲沢製作所 中谷博・吉川博・富所誠

.発明協会・a召和腿年度近畿地方発明表彰

科学技術庁長官発明奨励賞
rディスク再生装置」

電子商品開発研究所 木目健治朗・近藤光重
兵庫支部長賞

「自動テープ巻付機」
生産技術研究所 坂上義和
産業システム研究所 丸山寿一

.防衛装備協会・昭和卵年度防衛装備協会賞
「クラスタリング画像追尾方式コ
鎌倉製作所・ー 石垣隆司・木下登・中川雅博

「近傍界測定によるフェーズドアレーアンテナの素子振幅位相測
定法

鎌倉製作所 白松邦昭

情報電子研究所 千葉勇
通信機製作所 近岡繁

.日経産業新聞社・日経産業新聞社賞円舶年最優秀賞

「静止画テレビ電話「テレパシー"
三菱電機株式会社

.省工才、ルギーセンター・省工才、ルギー優秀製品表彰

省工才、ルギー優秀製品賞
「pAM方式極数変換モータ」
長崎製作所

.防衛技術協会・防衛技術論文賞

「導電性高分子の開発と電子デパ'イスへの応用」
材料研究所 明巴塚裕至・角田誠・津村顕・

蔵田哲之・安藤虎彦

.情報処理学会・第37回全国大会学術奨励賞

r通信プロトコルに対する段階的な試験系列の生成方法コ
情報電子研究所 中川路哲男

.電力新報ネ士・工才、ルギーフォーラム賞普及啓発賞
「著書「エネルギー新時代」の発干山
本社 鈴木浩

. i容;妾岸!会・

田中亀久人賞

r高速ノンスパッタ溶接用パルスMAG溶接機の開発」
中央研究所 殖栗成夫

溶接学会溶接論文賞

「非鉄金属の抵抗熱源応用蒸気シールド加圧接合法及びその品質
のインプロセス制御に関する研究」
生産技術研究所 町田一道

.科学技術庁・第開回科学技術庁長官注目発明選定

「半導体レーザ」

徳田安紀・藤原賢三・小島啓介・中央研究所

塚田紀昭

r半導体結晶層の製造方法」

,西村正・井上靖郎・須賀原和之・LS1研究所

楠茂

.電気関係学会関西支部連合会・奨励

「静磁場内気中大電流アークの電圧一電流特性の発表」
中央研究所 三橋孝夫

.日本電機工業会・電機工業技術功績者表彰

進歩賞

r新冷蔵マルチフロー採用4ドア冷蔵庫MR-C36Eの開発商品化」
静岡製作所 小西広繁・板垣政也

r静止画テレビ電話の開発」
群馬製作所 安田佳則・石倉政美

発達賞

「完全一体形負荷時電圧位相調整変圧器の完成」
赤穂製作所 ・祖開克二

功労賞

「ハンディ・シャワ一の開発」

群馬製作所 武井杉田信・
「新形態コンパクトエアコンコスモデミの開発商品化」

静岡製作所 三石保雄

肥田真吉デザイン研究所

.日本オペレーションズ・りサーチ学会・事例研究奨励賞

「系統復旧問題の分枝限定法による解法と復旧操作に関するOR的
分析と評価」

産業システム研究所 駒井研三・坂口敏明

.西独ハノーバーメッセ実行委員会・if 賞

rA6PHP GraP11isches programmierger且し
名古屋製作所

.日本機械学会・奨励賞
「確立有限要素法による複合材料構造物の信頼性評価に関する研
ク、ニ

中央研究所 谷周一

.タイ経済新聞社(タイ国工業省)・クオリティタイプロダクツ2532

「KYE製冷蔵庫の開発」
三菱電機株式会社

タイ・ KYE社と共同

.日本冷凍協会・日本冷凍協会技術賞

「空気熱源ヒートポンプチラー(SPEX制御)」
和歌山製作所 志賀隆司・北純一・ 石川孝治

中央研究所 田中直樹

.日本ITU協会・日本ITU協力賞

rlTUの目的達成に貢献しわが国の電気通信及び放送の向上発展

三菱電機技平昆・ V01.64 ・ NO.]・]990102



に寄与J
古東啓吾通信機製作所

.システム制御情報学会・植木記念賞奨励賞

r知識ベース型制御システム構築ツール・ E磁CJ
中央研究所 竹垣盛・ー

.電子情報通信学会・昭和卵年度電子情報通信学会業護賞

「画像のベクトル量子化手法の開発」

村上篤道通信システム研究所

.発明協会・平成元年度全国発明表彰

発明賞

「スパイラルエスカレーターの意匠」
稲沢製作所 ・開田豊広・富所誠・後滕戊

中谷博

デザイン研究所 谷口諄次

.電気学会・電気学術振興賞論文賞

「モデル規範適応システムを適用した誘導電動機の速度センサレ
スベクトル制御」

産業システム研究所 杉本英彦・玉井伸三・矢野昌雄

.日本伝熱研究会・技術賞

「多孔台形ブインを用いた空冷放熱器」
中央研究所 藤井雅雄・山中晤郎
生活システム研究所 瀬下裕

. EIA (米国電子機械工業会)・ DesiΞn 3nd Engineering Exhibitition
AW8rd

「70"プロジェクションテレビ他4件の開発'
三菱電機製作所

.日本接着協会・第Π回日本接着協会賞技術賞
r電気機器における構造接着技術の開発と実用化」
本社 伊藤憲治

稲沢製作所 服部勝利

材料研究所 原賀康介・山田

三菱電機エンジニアリング株式会社と共同

.日本包装技術協会・全日本包装技術研究大会優秀賞

r製品輸送強度の解析シミュレーション」
津村日出男生活システム研究所

.運輸大臣・運輸大臣表彰

「捜索救助用レーダートランスポンダの開発による造船関連技術
の向上および海上における人命安全の確保に寄与」
通信機製作所 古東啓吾

.テレビジョン学会・平成元年度鈴木記念賞

ツキング制御の発表J"オブザーバーを用いた光ディスクのトラ
長沢雅人電子商品開発研究所

.照明学会・照明学会研究奨励賞

"マイクロ波放電ランプの発光現象」
却木生活システム研究所

.世界デザイン博覧会(名古屋市)・光のデザイン展優秀賞
rBALANCE OF UGHTの開発コ
デザイン研究所

. VLS1 冊・ 2nd paper Avy3rd

rDesign and Fabrication of pegasus pr010g processorj
中央研究所 瀬尾和男・横田隆史

.'89ジャパンデザインコンペティション石川実行委員会事務局・

'89ジャノ{ンデザインコンペティション石川金艮賞

0家具調りビング冷蔵庫の開発コ

蓮花寺康裕デザイン研究所

.発明協会・平成元年度中国地方発明表彰
広島県支部長賞

「低圧気中しゃ断器に関する発明コ

・八木澤守福山製作所

.発明協会・平成元年度九州地方発明表彰
発明協会会長奨励賞

rホイスト

広田憲・ー福岡製作所

.情報処理学会・第託回全国大会学術奨励賞

「scalespaceの概念を導入した部分曲線の同定と検索」
亮ー・小谷情報電子研究所

「オブジェクト指向モデルによるOS1応用層ソフトゥエア構成法
の・一検討.

佐藤文明情報電子研究所

.神奈川県発明考案展・日刊工業新聞社賞

「換気扇(カプセルライティングファン)の開発」

デザイン研究所

.1ndU5trial Re5earch & Development ・ R&DI00賞
r自動車電話用GaASプリスケーラ1CJ

光・マイクロ波デバイス研究所
三井康郎・前村公正・紫村輝之

. CCIR ・ CC択名誉賞(Dゆ16me d'Honneur)
rcclR活動ヘの貢献」

室谷正芳通信システム研究所

@通商産業省・グッドデザイン賞
rFAコントローラMELSEC-LM700山

名古屋製作所

.情報処理学会・研究賞

"ソフトウェア意図伝達支援ツールCOMICSコ

"・仲谷美江中央研究所

.通商産業省工業技術院・通商産業大臣表彰

「平成元年度工業標準化事業功労者」
高橋廣光本社

COMM1π一rEE ・ out5tandin宮 Paper Award.JAPAN DISPLAΥ的

C且thode foT CRT use operating at HighrAn oxide coated

Current Densityj
中西寿夫・佐野金次郎京都製作所

鈴木量・斉藤正人生活システム研究所

.静電気学会・静電気学会賞進歩賞

"電気絶縁油の流動帯電防止剤の開発」
宮本晃男赤穂製作所

.発明協会・平成元年度関東地方発明表彰弁理士会会長奨励賞
"回転電機の固定子固定装置」

笠田利雄・尾高秀・ー群馬製作所

神奈川県知事賞

"電気掃除機の開発」
桜井芳男・相原早苗デザイン研究所士門良裕
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カラートピックスー・

.多元ICB装置による高温超電導薄膜の形成

.大規模並列プロセッサCAP

.Adaptive MTI

.大出カエキシマレーザ

.原子力汎用ディジタルきf装制御システムくMELTAC・

Cシリーズ>

.関西電力愉南港火力発電所納め水冷却夕ービン発電機

.関西電力愉基幹系統給電所向け給電指令システムの完成

.関西電力側大飯原子力発電所向け550kv GISの増設

.システムソリューションを多彩に展開する三菱統合制御シ

ス

テム<MELTAS>

.サーマルイメージャ1R-5120C

.FAコントローラくMELSEC-LM700呼

.6,50om潜水調査船向け油漬インバータ

.地球資源衛星1号(ERS・1)

.1NSAT・Π搭載用固体電力増幅器(SSPA)

.サテライトニュースギャザリング(SNG)システム

.日本移動通信総向け白動車電話

.三菱鉱業セメント総納め統合ネットワークシステム

.パーソナルファクシミリ FA-60

.りレーショナルデータベースプロセッサGREO

.印鑑照合システム

.総トーメン納入MHS端末システム

.4 MビットダイナミックRAM

.TRON仕様32ビットマイクロプロセッサM32/100

.世界最大の耐圧を実現した訟kVサイリスタ

.C帯高出力増幅器

.横浜みなとみらい21地区納め1600形トラベーター

.雪国用ジェットバーナ暖房エアコン

.フロアスタンド形非常用照明器具EMライトシリーズ

<フロア>

.大江ビル納めインテリジェントビルシステム<MIBASS>

.軽自動車用燃料噴射装置

.車載用 5 インチTFT液晶カラーテレビ(DU・55)

.大阪市交通局70系車用りニアモータ

.新交通車両用電機品

.大画面カラーテレビ"CZ CLUB303シリーズ"

.高画質・高音質45型プロジェクションテレビ45P-ZI

.カラー静止画テレビ電話

.家庭用システムマルチエアコン

.深夜電力用電気温水器《ダイヤホット>

.電気掃除機"パワフルだけど静かなダニパンチ"

「技術の進歩特集」目次

1.る升究・

1.1 材料・電子デバイス

.MOCVD法による高温超電導膜の高速合成

.高温超電導体を用いた超電導量子干渉素子

.DPC・EXコイル用Nb.sn超電導線

.電子スピン共鳴法による酸化物高温超電導体の解析

.光電流センサ用(cd, Mn)Te単結晶

.強誘電性液晶配向制御技術

.VLS1用高耐熱高純度シリコーンポリマー

@1Cリードフレーム用新銅合金MF224

.空気清浄機用臭気センサ

.大容量FDD用MIG (メタルインギャップ)ヘッド

.陽極接合法による半導体圧カセンサ組立技術

.超精密非球面研磨法

.ウルトラクリーンプラスター装置(UCB)

.CRTの表示系シミュレーションシステム

.強度設計支援材料強度データベースシステム

・(25)1.2 情報処理

.A1チップ搭載推論ボード

.TRON仕様チップ用りアルタイム0S "MR3200"

.線形音素文脈モデルによる音声認識技術

.雑音除去機能付き24Krit/Sボコーダ

.文書管理における内容検索方式

.知識処理を用いたマルチメディア情報の検索方式

.MD木を応用した図形データ管理システム

.協同作業支援を指向したソフトウェア意図伝達システム

COMICS

.ワークステーションをべースとしたマイクロプログラム開発

支援

システム

1.3 電子機器・光応用装置技術 一伽)

.ディジタルビームフォーミング(DBF)レーダ用ビーム形成

アルゴリズム

.2個の静磁波共振器を用いた広帯域同調形発振器

.ハイビジョンVTR用シンクロナイザ

.ハイビジョンVTRの 4チャンネル音声PCMユニット

.光ニューロコンピュータを用いてアルファベット26文字の認

i 'に

成功

.光給電式インテリジェント差圧伝送器

.LD端面励起QスイッチNd: YLFレーザ

.赤外線超広角光学系

.空間フィルタリング法による周期パターンの欠陥検査技術

三菱電機技報・ V01.64 ・ NO.1・ 1990

三菱電機技報
、01.64

NO.1

ーーーー・(2)
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.ナノメータ位置決め技術

Gの1.4 工才、ルギー機器. CAE

.間接内部改質方式溶融炭酸塩型燃料電池

.電総研TPE・1RM15逆磁場ピンチ核融合実験装置用誤差磁場

補正

ドノゞツクシステムフイ

.FETによる大容量銅蒸気レーザの放電制御

.冷蔵庫用口ーリングピストン圧縮機の高効率化

.希薄気体流れ解析技術

.FDDにおけるへッド・ディスク接触力¥析技術

.発泡成形の充てんパターン予測

.ウインドーモンテカルロシミュレーション

.LS1設計用機能モジュール生成技術

3.産業用システム・機器・

3,1 産業プラント用電機品一・ー

.三菱全閉水冷モータ

@高効率・大容量ディーゼル発電機シリーズ

.昇圧チョッパ式瞬停補償装置

3.2 管理・制御・Ξ十測システムと機器

.焼結工場管理制御システム

.日東製粉総東京工場納め電気設備及び工場自動化設備

.電力監視システム<MELSAS・Sシリーズ>

.B/NETコントローラ"BXシリーズ"

オ一.フ

,(4D

ーーー@2)

ー・'・(43)

・・・・ー(37)

2,電力・工才、ルギー

2.1 発電

2.1.1 原子力発電プラント

2.1.2 火力発電プラント

.タービン発電機

.火カタービン発電機用励磁装置の近代化

.火力発電プラント計装情報システムの動向

2.1.3 水力発電プラント ・・・(狗

2.1.4 新発電技術開発・ーー ,・(翻

.業務用燃料電池発電設備

.太陽光発電システム

,・'・・・,・・・ー・・ー・・・・・ー(36)2.1.5 発電システム

.中部電力総向け火力発電所保修・発電業務機械化実証システ

厶

2.2 送変配電 岡

2.2.1 変圧器'・・' ・・・・・・・'・,・G励

.関西電力制南港火力発電所納め146kv,備OMVA負荷時タッ

プ

切換器付き大電流変圧器

.東京電力愉新富士変電所納め50okv,750MVA主要変圧器

.275kv,30MVA,低騒音形純ガス式ガス絶縁変圧器

.スポットネットワーク用ガス絶縁変圧器

.東京電力側向け犬ータブル型油入変圧器診断装置

2.2.2 開閉装置

.72/84kV縮小形GISの適用拡大

.72~550kv GISエアレス化シリーズの完成

.24kV自力消弧形SF'ガス遮断器

.275kV系統用高性能避雷器

.154kV系統用送電線避雷装置

.光CTによる気中変電所の事故点標定装置

.ガス絶縁開閉装置用可搬形絶縁診断装置

2,2.3 送変配電システム

.関西電力愉大飯発電所納め50okV送電線保護用PCMキャ

く四)

・(狗

ジェント端末対応ネットワーク

ヤリレー装置

.年問需給計画支援システム

.連接水系日間運用計画支援システム

.三菱電力系統解析支援システム(ADAPOS)

.変電設備巡視点検システム

.新型転送遮断装置

.三菱配電マッピングシステム

.診断向けエキスバートシェルD-1AL (DiagnosislntelHgent

Automation Language)

.絶縁診断エキスパートシステム

.インテリジェント電磁流量計SF780F

.ブロック升3レーザ式変イ立計

.パルス検出器PC一Ⅱ

3.3 生産システムと機器

.<MELSEC-A>用インテリ

MELSEC NET/MINI-S3>

.多軸位置決め機能付きシーケンサCPU "A73CPU"
J

.FAステーションMFAS-350

.画質調整エキスパートシステム

.生産システムシミュレータ自動生成環境MIFORMM

.多品種少量生産スケジューリングエキスパートシステム

.高速ワイヤ放電加工用ワイヤ

.超高真空多元ICB蒸着装置

.VTR F0デッキ組立ライン

.面実装基板のはんだ付け検査装置

.多品種混載パレタイズロボットシステム

.高速パレタイジングロボットRH-TI00

3.4 汎用電機品

.オールディジタル誘導形ACサーボくMELSERVO・VC

シリーズ>

.配線レスサーボ制御装置用大電流回路基板技休i

.取付面積1/4のブックタイプインバータFR-Z123シリーズ

.新形インバータホイスト

.スクロール形真空ポンプ

105

コントローラ卜

開
 
3
4
 
講
 
3

3
9
 
リ



.新形配電用モールド変圧器SUPER一Πシリーズ

.JIS C 1731付属書対応キュービクル用変流器

.(アラーム・トリップ)の切換機能を搭載した漏電アラーム

遮断器

.小形漏電遮断器NV・L形

.超薄形サーキットプロテクタCP30-BA形

3.5 環境・広域システム

.札幌市河川情報システム

.浄水場向けフロック監視装置

.設備情報管理システム

.宮城県企業局納め仙南・仙塩広域水道用遠方監視制御システ

厶

.公共プラント向け小規模監視制御システム《MACTUS350・

360・37の

.オゾンプール削ヒシステム

3.6 海洋開発 側)

.6,50om潜水調査船向け油封式電動機

.6,50om潜水調査船向け油漬配電盤

.6,50om潜水調査船向けノーヒューズ遮断器NF400-TK

.X帯高出力FET増幅器

.S/X帯周波数選択鏡面

(61)

ー・(62)
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・(52)

4.宇宙開発と衛星通イ言 飼

4.1 衛星関連一ーー ・ー・悩)

.技術試験衛星Ⅵ型(ETS・VD 搭載Sバンド衛星間データ中継

用アンテナ

.技術試験衛Ⅵ型(ETS・VD 搭載のSバンド衛星間通信機器

(SIC)移相器コントローラ

.TELECOM2搭載用12GHZ帯ビーコン送信機

.TELECOM2搭載用固体電力増幅器(SSPA)

.高性能マイクロ波放身寸計用コニカルスキャントーラスアン

テナ

4.2 宇宙基地・宇宙機関連 励

.宇宙実験・観測フリーフライヤ(SFU)

.宇宙用ロボットシステム機能モデル

4.3 宇宙用材料・部品関連 側

.技術試験衛星Ⅵ型(ETSVD 搭載用アンテナ駆動機構

.宇宙用材料の耐酸素原子性評価技術の確立

4.4 衛星通信地球局 岡

.インテルサット新標準A地球局

.インテルサット標準E2地球局

.衛星テレビ受信専用局用Ka帯屋外装置

.衛星通信用ビットレート可変型モデム

.TV信号伝送用FM変復調器

.KU帯衛星通信車載局用2.7mφ相当アンテナ

.KU帯デュアルビームアンテナ

.移動体衛星通信用無追尾形車載アンテナ

.衛星通信用車載形フェーズドアレーアンテナ

情報

5.1 宙奨系泉i重イ言シスラ、'、と;幾暑号・・・ーーー

.HDLC方式河川(水防)テレメータ装置

.フランス向け自動車電話装置

.北欧向けM0別TEXシステム用移動データ端末装置

.標準携帯無線機(MT・710A/D形)

.三菱システムコードレス電話《MELWAVE>

.6.5GHZ帯16QAM方式ディジタル多重無線装置

.運輸省航空局向け航空路監視レーダ用"レーダ目標検出装置"

5.2 光通信システムと機器 側

.中部電力総納め支店内広域伝送ネットワーク

.マルチメディア型光LAN <MELNET R32F>

.SL・A/1光加入者線多重伝送装置

.622Mbps lC化光送受信器

.HDTVディジタル光伝送装置

5,3 有線通信システムと機器 ・・ーー・(65)

.日本航空制成田空港納め多元映像情報システム

.三菱ファクシミリメールシステムくMELFANET》

.三菱ファクシミリメールシステム《MELFANET-10F》

.1SDN 1次君羊サービスを実現したESI000シリーズ

.音声メール装置FAX機能

.高機能ファクシミリ<MELFAS 900シリーズ>

.音声会議装置エコーキャンセラ

.国際ネットワーク対応型高速ディジタル多重化装置・D/SI

袈置

5.4 コンピュータとワークステーション ・・(67)

.三菱自動車工業欄向けCD・ROMによる部品番号自動検索シ

ステム

.物販・サービス分野向けプリペイドカードシステム

.三菱製紙販売広域営業システム

.CIMsn/DTF (CIMSⅡ分散トランザクション機能)

.オフコンとMAXYの分散トランザクション処理システム

(TPREPO :ティーピーレボ)

.オフコンくMELCOM8の OSI(FTAM, MOTIS)

.三菱エンジニアリングワークステーシ,ンくME20OFX, ME

40OFX》

.スーパミニコンピュータ《MELCOM70MX/5000-SPシリ

ズ>

.《MELCOM70MXシリーズ> SNAネットワークサポート

.三菱AXパソコン0Aソフトウェア統合化ソフトウェア"A

1・ MARKⅢ"

.MAXY端末エミュレータ《M4374AX》

.地方銀行向けFB (ファームバンキング)専用端末

.東京海上火災保険欄向けクレームシステム照会端未
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.航空機搭載用コンピュータ

.KE (ナレッジエンジニア)育成コースウェア

5.5 周辺・端末機器

.レストランオートメーションシステム"T310ORA"

.三菱IS0規格案準拠130mmりライタプル光ディスク装置及び

媒体

.<MELCOM EXシリーズ> E1780A磁気テープ装置

.5.25インチフレキシブルディスク装置

.写真植字機ROBO-15XYⅢ

.昇華型フルカラープリンタS340

.教育用視覚システムムーブマスタービジョン"1S-100"

.オートトラッキングカラーディスプレイモニタ

.MR1用新型超電導マグネット

(御

⑳

・・(肋

..'→.J

ー・・・・(89)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(90)

6.半導体と電子デバイス ・・(73)

6.1 集積回路 ・⑭

.高性能・多機能化IMビットDRAM

.1MビットデュアルポートRAM

.1MビットキャッシュDRAM

.261KX 4 ビット高画質用フィールドメモリ

.中速IM SRAMシリーズ

.高速4MビットCMOS EPROM

.高密度メモリモジュール

.DMA制御装置内蔵高性能16ビットマイコン

.自動車用16ビットワンチップマイコン"M37791E4TJ"

.24ビット浮重力小数点DSP

.24ビット浮動小数点DSP用開発支援ツール

.36KビットRAM内蔵ECLゲートアレー

.配線トラックを連続的に割当て可能としたCMOS・SOG

.24ビット,50船画像/映像処理用シグナルプロセッサ

ΦISP)

.TV, VTR用カラープロセッサM52072P

.MUSE/NTSCコンバータ用LSI

.3MバイトDRAMメモリカード

.192KバイトEEPROMメモリカ、ード

.可変成形型電子ビーム露光装置用の大容量描画データ作成技

袮i

.0.5μm cMOS技術

6.2 半導体素子

.大容量高耐圧IGBTモジュール

.インバータ用パワ-1Cモジュール

.移動通信用マイクロ波帯GaASプリスケーラ1C

.光CATV用低ひずみDFBレーザ

.AIGalnP可視光ンーザ

.GaAS基板上の低しきい値1.3μm lnGaASPレーザ

.エアフロー用半導体微差圧センサ

6.3 電子デバイス

ー・'一侶3)

・ー・ー(別)

岡

テ厶

ーー・(7の

.21型・26型高解像度ディスプレイ用カラーブラウン管

.TFf液晶ディスプレイ

.光学多層膜付き高性能投写型ブラウン管

.X帯へりウム冷却低雑音HEMT増幅器

.高密度実装銅ポリイミド基板

.高密度プリント酉己線板

.大電流回路基板

.コネクタ用新銅合金MM231

.EMC用プラスチックフェライト

ー・(85)

8.交通・・'・'

8.1 電気鉄道

.磁気浮上式鉄道

.新幹線移動体パケット交換システム

.日本貨物鉄道樹向け新車扱情報システム

.人工知能(エキスパートシステム)を応用した自動列車運転

装置
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フ,建築関連設備

フ.1 昇降機

.エレベーター群管理システム"A I-2100"

.電子化油圧エレベーターシリーズの拡大

.超高層ビル向けエレベーターのリフォーム

.ロングスパンエスカレーター

フ.2 冷凍・空調機器・ーー,・

ヒー上ポンプチラー.半密閉型大形シングルスクリ コ.^

トポンプチリングユニット.冷・暖・給湯形空気熱源ヒ

"CAH・FLQシリーズ"

.大形スプリット式産業用パッケージエアコン

.汎用パッケージエアコン"NEW-Pシリーズ"

.冷媒チャージレスインバータパッケージエアコンPUHZ-

EKシリーズ

.<Mr sLIM>フリーコンポシステム

.空調管理システム構築のためのシステム部品

.トリプルマルチ式コンデンシングユニット

.スクロール式・一体空冷コンデンシングユニット

.トリプルマルチコンデンシングユニットの予測容量制御

.ルームエアコンの涼感制御方式

明フ.3 J1弔、

.大規模照明制御システム

.インバータ搭載HQ1スポットライト

.Tバー取付形システム天井専用形非常用照明器具EMライト

シリーズ《クワイト>

フ.4 ビル管理システム

.紀尾井町ビル向けインテリジェントビルシス

<M珊ASS>

.森林公園マンション群管理システム



.乗務員支援カラーモニタ情報表示システム

.海外向け車両用電機品

.車両駆動用インバータ制御装置

@車両用チョッパ制御装置

.車両用ブレーキ装置

.車両用主電動機

.車両用空気調和装置

.電鉄変電所用ME化配電盤

8.2 自動車

.圧力検出式カルマン渦エアフローセンサ

.船外機用高機能ディジタル点火時期制御CD1システム

.クラッチ油圧制御技術

.半導体油圧センサ

.ディジタル信号処理による車室内音場の改善

.車載用ダブルドライブスピーカーシステム"SX-DDI0"

.鈴木自動車工業側向け複合型スピーカーシステム

.音声認識自動車電話システム
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@カメラー体型VTR

.クリアビジョン対応アダプタ

.MUSE/NTSCコンバータ

.2 ウェイモニタースピーカー

9.2 HA ・家庭情報機器一ー・ー

.2線式テレビドアホン"ピンポンパ" TD-50

9.3 家電・住設機器

.二重反転送風機

.誘導流レンジフードブアン

.浴室換気・暖房・乾燥システム

.家庭用空気清浄機"クリーンエア"

.ツインフローエアコン《霧ケ峰>

.石油ガス化ファンヒーターKD-234V " Mio"

.空気清浄機付き石油ガス化ファンヒーターKD・324DA

.ヘアドライセラミックファンヒーター

.アイスクリーマー内蔵コンバクト大容量冷凍冷蔵庫MR-C如H

.全面加熱炊飯方式マイコンジャー炊飯器

.フライパンレンジ

.テーブルクッキング用の調理器ホットプレート,グリルパン

.インバータ搭載蛍光灯ペンダントの"2 ホールド"本体

.明暗ON/OFF,人感調光ポーチ灯

9.家電関連機器・・・・・・・・・・・ ・(羽

9.1 映像・音響機器 ー・・(96)

.ツインサーボメカ搭載ビデオテープレコーダー80シリーズ

四の

中島陽三

竹内照男

柳下和夫
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・宇佐美照夫・長崎忠

・大原啓治・松村恒男

.国際通信ネットワークにおける

高能率音声・データ伝送技術

命公衆通信ネットワークにおける加入者線多重伝送方式

普通論文

.火カタービン発電機用励磁装置の近代化

.水車発電機用ブラシレス励磁方式と非接触式異常検出装置

.<MELCOM80>りレーショナルデータベースプロセッサ"GREO"

.スーパミニコンピュータ<MELCOM70 MX15000-SPシリーズ>

.燃料電池発電システムの動特性解析

.赤外線撮像素子冷却用高性能スターリングクーラー

.多元ICB装置による高温超電導薄膜の形成

山田郁夫・名畑健之助・福岡正安・

鈴木軍士郎・本多隆一・真篠幸雄・

吉岡猛・紅料秀都司・鳥取浩・
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<次号予定>三菱電機技報 V01.64 NO.2 通信の才、ツトワーク化特集

特集論文

@通信ネットワーク化に関する展望

.企業通信の国際ネットワーク化

.東海道新幹線の新しい通信ネットワーク

.PBXを中核とした通信ネットワークの展開

.米国における自動車電話システム

.SNG (sateHite News Gathering)ネットワーク

.三菱電機VAN "MIND"の運用技術と今後の展開

@ファクシミリメールシステムの国内外ネットワークへの展開

@バックボーンLANとその応用
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1 東山スカイタワー

納入昇降機設用

名古屋市市制100周年

を記念し,東山動植物

園に標高21加,地上134

"を誇る"東山スカイ

タワー"が誕生した。

さん新な夕ワ一を優雅

に昇降するエレベータ

ーは,宇宙空問の星雲

をイメージしたデザイ

ンである。併せて,タ

ワーへのアフローチと

して中部地区随一の高

揚程エスカレーターと,

余漸テエレベーターカ信斐

置された。

最近のΞ菱昇降一照明施設,1

》

降機

^
^

ー{^

.田豊

^

遠鉄百貨店(浜松市)

JR浜松駅前に,遠州鉄道新浜松駅と直結した中貿ビルが完成し,

鉄百貨店"が開店した

1階の売場中央部の折上げ天井に組み込んだ光り天井は,格子模様

飾りを施し,カバーには和紙入りガラスとすりガラスを使用して伝

的な中に新しさを求めた格調高い照明となっている

^^
^

2.和倉温泉加賀屋

20階を誇る豪華な和
"冨 E

風旅館加賀屋新館 ^

月花"がしゅ人工した

その四層吹抜けの大空

問には国内初の屋内オ

ープンタイプの本格的

和風展望用エレベータ

ーカ信斐置され,華やか

さを盛上げている建

築デザインへの調和と

ともに,材料選定や仕

上げなどに細工を凝ら

しており,当社展望用

エレペーター生産1,250

台の集大成でもある

^

照

2 和永代ヒル

ティング(東京都)

大和永代ビルディン

グは,隅田川河畔に建

設された大規模なコン

ビュータセンターであ

る。

電算機機械室では,

電算機の排熱と消防法

で規定されている排煙

口を兼ねた開口部を照

明器具と一体化して,

天井面の見映えを良く

した複合天井設備が使

用されている

/勿八、

11,1

3 藤沢小田急テパート(神奈川県)

ゞ.野

藤沢小田急百貨店では, J R藤沢駅前口ータリに面した建物北イ則面

をカラフルにライトアップした

縦4段横15列に並人だ窓を,すべて赤・青・緑の調光用蛍光灯によ

る内照式カラー調光にして,春夏秋冬と季節により変化させ,また各

種イベント等にもその都度色を選定できるようにしている

-i邑豊劃劃動劃旦包旦包動劃動塾[
,包判剌劃劃劃劃豊1劃動劃劃劃劃 il
寺

一゛

4.北州プリンスホテル(北州市

北九州フりンスホテルは,フィットネス施設も一式備えた本格的シ

ティホテルとして開店した

大宴会場フりンスホールの照明は,立体的なデザイン構成の大形照

明器具の中に蛍光ランプと電球とを組み込み,用途に合わせてそれぞ

れを同時又は個別に調光して,、S、さわしい雰囲気を選択できるように

している

轟


